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はじめに 

 

和歌山信愛高等学校 校長 平良優美子 

 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」（以下「地域協働事業」）研究開発

実施報告書の巻頭言にあたり、SGH アソシエイトプログラム活動からの 9 年間、これまでに様々な形で

多くの方から有形無形のご協力をいただきましたこと、心より感謝申し上げます。本校の設立母体である

「ショファイユの幼きイエズス修道会」のコンセプトは、生まれたばかりの無力な赤ん坊のイエス（幼き

イエズス）を、見返りを求めずに守り慈しむ強く優しくしなやかな母マリアのような女性を育てる、とい

うものです。この修道会は貧困家庭や孤児の面倒を見るという活動から修道会に発展し、フランスの片田

舎ショファイユで 1859 年に創立されました。明治の初めにフランスから 4 人のシスターが来日し、大

阪で同じような活動を始めました。明治初めの日本はフランスからみると未知の国で、4 人のシスター

たちのチャレンジ精神やエネルギーたるやそれは大変なものであったと思います。当時の手記をみると、

大変な苦労の中、自分たちのシーツを裂いておむつにし、米を重湯にしてミルク代わりにするなど献身的

に活動しながら周囲の理解を得、その活動を広げていきました。修道会の創設以来、本校にも脈々と受け

継がれているのが、見返りを求めず人に尽くす、可能性を追究する、物事や人の背景を考える、持ってい

る力を伸ばす努力・工夫をする、という理念です。この理念は今まさに必要とされている問題解決能力、

チャレンジ精神などに合致するものであり、「地域協働事業」プログラムは、本校の理念を体現できるも

のと言えます。 2021 年度で 3 年間のプログラムを終えましたが、コロナ禍にもかかわらず、生徒も教員

も工夫を凝らしながら、自分たちの探究活動に打ち込んでいました。どのような状況であれ創意工夫を重

ね可能性を追求する生徒や先生方の姿勢はまさに本校の理念を体現したもので、非常に感銘を受けまし

た。「地域協働事業」では、地域と世界の両方の視点を持って社会に貢献していける女性「Key Girl」を

育てることを目標にしておりました。今後、先行き不透明な状況の中、本校の生徒が少しでも地域に貢献

し、それがこれからの地域での女子生徒のモデルの一つになることを楽しみにしています。本校では「地

域協働事業」のプログラムは終えましたが、引き続き課題を解決するプログラムを行ってまいります。今

後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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Ⅰ 研究開発の概要 

① 研究開発の概要図 
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② 研究開発の概要 （2018 年度の申請時のもの） 

 

指定期間 ふりがな わかやましんあいちゅうがっこうこうとうがっこう 
②所在都道府県 和歌山県 

2019～2021 ①学校名 和歌山信愛中学校高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 全日制普通科の女子校。１学年は８学級。

医進・特進・学際の３コース制。中高で

1043 名。年次進行で全生徒を対象とす

る。 

普通科 ２３１ ２６３ ２４８  ７４２ 

（中学部） １０４ １００ ９７  ３０１ 

⑥研究開発

構想名 
和歌山発！地域の未来を拓く鍵となる「Key Girl」育成プログラム 

⑦研究開発

の概要 

地域の抱える課題を最善の解で解決に導きたいと考え、主体的に行動できる女性（Key 

Girl）を育成するため、「リージョン」「グローバル」「キャリア」をテーマとした探究学

習プログラムを、コンソーシアム参加機関と協働しながら開発・実践する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧-

1

全

体 

(1) 目的・目標 

 若く有能な人材が都市部へと流出し続けることで、少子高齢化が加速し、様々な社会課

題に悩まされるようになった和歌山県において、カトリック教育を通して己の利益に固執

しない清廉さと他者の心に寄り添い、奉仕・貢献する心を身につけた本学生徒が、地域の

未来を憂うコンソーシアム参加機関からの全面的支援を受け、３つの探究学習プログラム

を通してグローバルな視点も有しながら、地域の未来のために主体的に行動できる女性へ

と成長することを目的とする。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

現状①本学のある和歌山県は、急速に少子高齢化が進み、このままでは 2060 年度には現役世

代１人が１人の高齢者を支えるという社会構造となり、税収の減少などから行政サービ

ス、医療、交通など生活を支える機能の維持が困難になると予測されている。そのため、

次世代を担う高校生の主体的な関わりが強く求められている。 

  ②上記のような状態を招いたのは、30 年近くに渡り和歌山県の高校卒業者の県外大学進

学率が 90％近くで全国１位という状態であることが大きく関係している。地域の高等

学校は有名大学への進学を競い、保護者世代も地域の未来に対して悲観的な印象を持っ

ているのか、大都市圏にある偏差値の高い大学へ進学させることが最大の目的となって

いる。 

  ③本学は建学よりカトリックの理念による人間教育に邁進してきた。1990 年代からは②

の影響を受け、英語教育・理系科目の充実・二人三脚の指導が導入され、めざましい進

学実績の伸びへとつなげたものの、その指導が生徒の能動的な学びを奪い、内向きの状

態を招くことになってしまった。そこで、近年になって探究学習を導入したところ、生

徒たちの中に主体的に将来を切り拓こうとする姿勢が見られたり、様々な外部のプログ

ラムにチャレンジしようとしたりするなど、明らかな変容が見られはじめた。 

仮説①【地域】地域の様々な機関がコンソーシアムを構成し、本学生徒と協働して、地域に貢

献する人材を育成することは本地域に大きな影響を与え、産学官と地域住民とが一体と

なって、地域の抱える課題を解決しようとする動きへと広がりをみせる。また、これま

で地域に貢献する人材の育成には関心が薄かった周辺の高等学校も地域協働推進連携

校へと名乗りをあげる。 

仮説②【生徒】本事業の各プログラムを通して、課題解決力や表現・発信力、主体性などの各

種能力を身につけるとともに、地域の未来のために尽力する人々との協働の経験から地

元との「絆」が結ばれ、将来何らかの形で地域の未来のために奉仕・貢献したいという

思いを抱くようになる。 
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⑧-

2

具

体

的

内

容 

 

(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 
地域課題に取り組む「リージョン探究」、グローバルな社会課題に取り組む「グローバ

ル探究」、これまでの探究活動の成果を踏まえ、自らの生き方を考える「キャリア探究」

の 3つの探究プログラムを設定し、下記の様に展開する。 

 Ⅰ 「リージョン探究」（高校１年生１学期～３学期） 

   コンソーシアム参加機関の支援のもと、６つ（経済・医療・産業・行政・農業・林業）

の地域課題の中から１つを選んで探究学習を行い、地域課題に対する当事者意識、地域の

未来への責任感を醸成するとともに、探究活動の基礎的な手法を身につける。 

   なお、本プログラムでは、クラスを越えてグループを編成し、「多様性受容力」「表現・

発信力」等の育成を目指す。また、課題の設定は担当講師が行う。 

 Ⅱ 「グローバル探究」（高校１年生３学期～高校２年生３学期） 

   コンソーシアム参加機関の支援のもと、「SDGs」の中から本学と関連の深い４つ（教育・

福祉・女性・環境）のグローバル課題の中から１つを選んで探究学習を行い、グローバル

な視野を有した上で、地域にフィードバックする手法を身につける。 

   なお、本プログラムでは、課題設定や国内フィールドワークの作成を生徒自身が行う挑

戦的な形をとることによって、「課題解決力」だけでなく「課題設定力」、困難に負けな

い「主体性」、交渉を成功に導く「表現・発信力」等を育成する。 

 Ⅲ 「キャリア探究」（高校２年生３学期～高校３年生２学期） 

   カトリックの精神を土台とし、Ⅰ・Ⅱのプログラムを経て成長した生徒たちには、今後

予測される大きな社会構造の変化に対して受け身で対応するのではなく、自ら課題を発見

し、時には国籍を越えた他者とも協働しながら未来を切り拓いていく姿勢が求められる。

「奉仕・貢献」「リージョン」「グローバル」の３要素を関連させながら、自らの「ミッ

ション」を見つけた上で、キャリアプランニングを行う。 

   なお、本プログラムは、個人による探究学習とするが、ディスカッション等を通して、

他者から刺激を受けることで、「深い学び」を実現させる。 

※ 各活動期間が重複しているが、その期間を利用し、コンソーシアム参加機関との実践を

伴う発展的な活動の実現を目指す。また、２年次には、「リージョン探究」の成果を「グ

ローバル探究」の学びで改善しながら各種の外部コンテストに応募する。 

(2) カリキュラム・マネジメントの推進体制 

   本事業で育成を目指す人材像を全教職員と生徒が理解・共有した上で「総合的な探究の

時間」を用いて行う本事業の学びと各教科における学びとが、目標の達成に向けて効果的

であるかを、カリキュラム検討会議を実施して改善する。なお、指定終了直前の会議では、

本事業の１期生の代表を本会議に参加させ、生徒の意見も反映させる。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

  「総合的な探究の時間」を２単位（１単位増）とし、ＬＨＲと併用しながら運用する。 

⑨その他 

特記事項 

(1) その他の取り組み（グローカル型として） 

Ⅰ 各教員による「ミニ探究」授業の開発 

本事業による探究学習を補完・発展させるものとして、各教員がミニ探究授業を開発・実

践する。また、教科会議の振り返りを通して、カリキュラム検討会議を実施する。 

 Ⅱ 「カンボジア研修」の実施 

グローカル型の本事業におけるリーダー研修として実施する。本学管理機関の共同体とし

て、カンボジアの地方で教育支援活動を行うシスターを訪問し、ボランティア活動を行うこ

とで「学ぶことへの意識改革」「自己のキャリアに対する意識改革」を促す。 

 Ⅲ 「英語運用能力向上プロジェクト」  

  ① 「英語で学ぶ」授業開発。各教科の教員と英語科教員とが協働し、英語を学ぶのでは

なく、英語で学ぶ授業を共創する。 

  ② 「アジア高校生架け橋プロジェクト」２期生（１名）を受け入れる。 

  ③ 「海外語学研修」の実施（2019 年度は、カナダとオーストラリア） 

  ④ 「Advanced Communication Program」（中学３年生は全員。高校生は希望者で実施）

海外の大学生を招き、４泊５日の短期集中型プログラムを展開する。 

  ⑤ タブレット端末を用いた「オンライン英会話授業」の実施。（2019 年度新規実施） 

   ※上記の取り組みを通して、卒業段階で 7 割の生徒を CEFR のＢ１以上とする。 
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③ 育成を目指す人材像 

 １「Key Girl」とは、 

・人と人を繋ぐキー（Key）パーソン 

・地域の未来を拓く鍵（Key）となり 

・和歌山県（紀伊）にキャンパスを構える本学に通う、女子高校生 

 

 ２ 資質 

   ①献身性     ②興味・関心   ③確かな知識   ④課題発見および設定力 

   ⑤課題解決力   ⑥表現・発信力  ⑦主体性     ⑧多様性受容力 

 

④ 高等学校と地域との協働によるコンソーシアムの体制 

機関名 機関の代表者名 

和歌山県 知事     仁坂 𠮷伸 

和歌山市教育委員会 教育長    阿形 博 

みなべ町 町長     小谷 芳正 

公立大学法人和歌山県立医科大学 理事長・学長 宮下 和久 

国立大学法人和歌山大学経済学部 学部長    藤永 博 

学校法人和歌山信愛大学 ※１副学長  大山 輝光  

一般社団法人女性と地域活性推進機構 代表理事   堀内 智子 

国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長     宮本 安津子 

学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛中学校高等学校（推進校） ※２副校長  紙岡 智  

学校法人和歌山信愛女学院（管理機関） 理事長    森田 登志子 

   ※１ 管理機関の理事長が大学の学長を兼任しているため、代表を副学長とする。 

   ※２ 管理機関の理事長が推進校の校長を兼任しているため、代表を副校長とする 

 

⑤ 海外交流アドバイザー（グローカル型のみ）・地域協働学習実施支援員 

 ・海外交流アドバイザー 

氏名 所属・職 

Sr.橋本 進子 ショファイユの幼きイエズス修道会カンボジアカンポット共同体 

伊東 邦将 HAPPY SMILE TOUR CEO 

 

 ・地域協働学習実施支援員 

氏名 所属・職 

柳岡 克己 学校法人和歌山信愛女学院 学監 

※ 本事業の担当として、コンソーシアム参加機関との連絡、調整を担当し、管理機関において雇

用する。 

 

 

 



- 7 - 

 

⑥ ３カ年の実施内容、実施方法及びスケジュール 

 １ 2019 年度（指定 1 年目） ※実施済 

  重点実施項目 

〇 高校 1 年生「リージョン探究」の完全実施 

・ 2018 年度までのＳＧＨアソシエイトプログラム「探究基礎」を改変した「リージョン探究」

の全活動を実施する。 

  実施項目 

  〇 高校 2 年生「グローバル探究」の一部実施と開発 

・ 2018 年度までのＳＧＨアソシエイトプログラム「探究発展Ⅰ」を改変し、次年度の完全実施

に向けて、内容の妥当性・効果等を検証する。 

・ 国内フィールドワーク、海外フィールドワークを実施し、次年度の実施に向けて研修内   

容の妥当性・効果等を検証する。 

・ カナダ修学旅行で実施していたグローバルインタビューが、イタリア修学旅行（2019 年度か

ら行き先が変更）でも実施可能であるかを模索する。 

・ 必要な評価基準（ルーブリック）を策定する。 

  〇 「英語で学ぶ」授業の指導法および教材開発 

・ 今後の基準となるモデル授業の指導案の作成と実践を行い、その後、評価・改善を行う。 

  〇 各教科における「ミニ探究」授業の開発・実践 

・ 全教員が通常の授業において「探究」の要素を含んだ 1 コマを開発し、実践する。 

・ 実施した授業は、教科会議で共有する。さらに教科主任会議において、「総合的な探究の時間」

に実施する本事業の進行と連携し、大きな効果をあげることができるようにカリキュラムマネ

ジメントを実施する。 

  〇 その他 

・ 生徒、教員、保護者、コンソーシアム参加機関で、本事業の内容、成長目標を理解・共有する。 

・ 高校 3 年生「キャリア探究」の実施に向けて環境整備を行う。 

・  強い興味、関心と深い学びを生徒たちに生じさせるために、学校の特性、課題研究の内容、海

外研修の渡航地等で共通性の高い他校と合同研修会の実施を模索する。 

・ 各取り組みの成果をいかに蓄積していくかを模索する。 

 

 

 2 2020 年度（指定 2 年目）  ※実施済 

重点実施項目 

  〇 高校 2 年生「グローバル探究」の完全実施 

・ 前年度部分実施を踏まえ、改善の上、実施する 

・  国内フィールドワーク・海外フィールドワークは昨年度の取り組みを踏まえ、改善の上実施す

る。なお、海外交流アドバイザーとともにその妥当性と効果を検証し、更なる改善を行う。 
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実施項目 

  〇 高校 3 年生「キャリア探究」の一部実施と開発 

・ 2018 年度までのＳＧＨアソシエイトプログラム「探究発展Ⅱ」を改変し、次年度の完全実施

に向けて、内容の妥当性・効果等を検証する。 

・ ジェネリックスキルを客観的に測定するため、外部業者の測定ツールを利用する。 

・ 必要な評価基準（ルーブリック）を策定する。 

  〇 各教科による「ミニ探究」授業の開発・実践およびカリキュラムマネジメント 

・ 前年度の反省を踏まえ、実施した「ミニ探究」授業を改善および更なる新規実施を行う。探究 

活動の評価基準・方法については、各教科で策定を行う。 

・ 各教科の教科会議でこれまで実施してきた「ミニ探究」の授業と「総合的な探究の時間」で実

施する本事業との連携を踏まえ、最大限の効果が発揮できるような授業配置を行い、教科主任会

議にて共有・検討する。 

  〇 「英語で学ぶ」授業の指導法および教材の開発 

・ アジア高校生架け橋プロジェクト第 3 期生が在籍するクラスを中心に、前年度のモデル授業

をもとに、さらに拡大、実施する。 

  〇 英語外部検定（GTEC 等）における目標スコアの設定 

・ 過去 2 カ年の GTEC の結果を踏まえ、英語科を中心にコースごとの目標スコアを設定する。 

  〇 「合同カンボジア研修研究会」を幹事校として開催 

・  地域協働事業（グローカル型）およびＳＧＨ等でカンボジアをフィールドとして海外研修を実

施する学校を招き、それぞれの学びを共有するだけでなく、さらに深化させるための会を企画・

実施する。 

 

 

 ３ 2021 年度（指定 3 年目） ※今年度 

重点実施項目 

  〇 高校 3 年生「キャリア探究」の完全実施 

・ 前年度の部分実施を踏まえ、改善の上実践する。 

  〇 最終成果発表会の実施 

・ 本事業の成果を地域や他校に普及するために、外部施設を借りて発表会を実施する。 

・ 初年度にプレ学年として参加した現高校３年生も数名招き、本事業と大学の学びとの繋がりに

ついても報告させる。 

  〇 本事業の研究完了報告書の作成 

・ 本年度は本事業 1 期生の卒業年度にあたるため、3 年間の事業成果を総括の上、取りまとめ

る。 

・ 公開可能な部分に関しては本学ＨＰ上に公開し、事業普及のために貢献する。 

  〇 指定終了後の取り組みについて 

・ 指定終了後の 2022 年度も本申請内容を継続できるような体制の構築を模索する。 
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実施項目 

  〇 各教科による「ミニ探究」授業の開発再開 

・ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から ICT を用いた教育環境への移行を優先するため

凍結していた「ミニ探究」授業開発を再開する。 

  〇 「英語で学ぶ」授業の開発再開 

・ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から ICT を用いた教育環境への移行を優先するため

凍結していた「英語で学ぶ」授業開発を再開する。 

  〇探究活動におけるビデオ会議ツール等の利用推進 

・ 今年度、新型コロナウイルスの感染拡大という突然の事態に陥り、当初予定していたプログラ

ムの中で、学外で活動するものや、他者との対面を伴うものを実施することができなかった。

本学が一気に ICT 教育の環境を整えたことで、Zoom や Google Meet などのビデオ会議ツー

ルを用いての調査活動を推奨した。次年度の状況はまだまだ不透明であり、対面型の調査活動

の方が生徒たちへの衝撃という点では大きく、効果も高いものになるという考えには変わりは

ないが、ビデオ会議ツールには距離を越えて調査活動を実施できるという利点もあり、次善の

策としてこれらを用いることを推進する。 

  〇新学習指導要領に対応したカリキュラムマネジメント 

・ これまでの取り組みを踏まえ、次年度に控えた年次進行による次期学習指導要領へのスムーズ

な移行を目指し、本学独自のカリキュラム作成を完成させ、学校、保護者、生徒に周知徹底を

行う。 

  〇オンライン型探究教材の開発 

・ 本事業への取り組みを通して多くの外部機関との繋がりが生まれた。その中から、コロナ禍に

おいても活用できるオンライン型探究教材の協働開発を行う。 

  〇 英語外部検定（GTEC 等）について 

・  前年度設定した英語外部検定の目標スコアの達成度合いを確認の上、英語に対する学びのモ

チベーションの向上も含めた指導方法の改善を行う。同時に目標スコアの適宜修正を加える。 

 

 

（参考）2022 年度～（指定外 1 年目以降） 

重点実施項目 

  〇 本申請内容の本校予算（管理機関支援）による運営 

・ 地域協働推進校として指定期間と変わらない運営を実施する。 

  〇 文部科学省による本学事業に対する評価の精査 

・ 文部科学省からの事業評価を受け、一連の研究開発について、場合によってはその内容を抜本

的に見直し、より成果の見込まれる手法へと改善し、実践を継続する。 

実施項目 

  〇 次期学習指導要領に基づく指導の実践 

・ 次期学習指導要領への移行期間が終了し、2022 年度より年次進行で新しい学習指導要領のも
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とでの教育が実施される。編成した本学独自のカリキュラムを実践しながらも評価・改善を繰

り返すことで、さらに質の高いカリキュラムへと練り上げていく。 

・ これまでの地域協働推進校としての活動成果を十分に発揮し、地域の高等学校を牽引する存在

となる。 
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⑦ 目標設定シート（2021 年度報告） 

 
本事業対象外生徒数 247 0 0

本事業対象生徒数 485 684 638

全校生徒数（人） 732 684 638

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

0 －

目標設定の考え方：高校3年生は難しいが、高校１、２年生の半数が自主的に参加してほしいと考え算出した

42

ー 0 0 0 ー

目標設定の考え方：本事業の効果が大学卒業後も継続していると考え算出した

29 0 0 －

c 70

本事業対象生徒以外： ー 24 18 0 0 ー

（その他本構想における取組の達成目標）
単位：　％

高校卒業段階における４技能の総合英語力がCEFRでＢ１以上の生徒の割合

本事業対象生徒： ー 59

目標設定の考え方：本事業を通して、留学等でグローバルな視野を獲得したいと考える生徒が増えると考え算出した

本事業対象生徒： 126 59 74 175

本事業対象生徒以外：

目標設定の考え方：高校3年生は難しいが、高校１、２年生の半数が自主的に参加してほしいと考え算出した

ｂ

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　％

本事業対象生徒： 81 88 85 90

－

目標設定の考え方：本事業を通して、全ての生徒に地元の依頼に貢献する気持ちをもってほしいと考え算出した

ａ

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：　名

本事業対象生徒： 75 22 259

ａ

ローカルおよびグローバルな社会課題に関する公益性の高い大会（オンラインも含む）に自主的に参加す

る生徒の数

高校卒業段階で、将来地元には戻らないかもしれないが何らかの形で地元の未来のために貢献したいと考える生徒の割合

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値( 2021年度)

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　名

オンライン等を含んだ外部団体が主催するシンポジウムおよび講演に参加する生徒の数

本事業対象生徒： 168 37 263 200

本事業対象生徒以外： ー

ａ

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　名

推進校以外の機関が実施する課題探究プログラムに自主的に参加する生徒の数

ｂ

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　％

本事業対象生徒： 56 87 84 65

本事業対象生徒以外： ー 10 0 0 0 －

目標設定の考え方：本事業を通して、将来多くの生徒に地元で働いてほしいと考え算出した

高校卒業段階で、将来地元に戻り地元の未来のために貢献したいと考える生徒の割合

32

38 52 0 0 0 －

0 0 0 －

目標設定の考え方：高校3年生は難しいが、高校１、２年生の半数が自主的に参加してほしいと考え算出した

目標設定の考え方：本事業を通して、地元の大学に通うという選択肢を持つようになると考え算出した

高校卒業段階で自宅から通学できる地元の大学や専門学校に進学する生徒の割合
単位：　％

本事業対象生徒： － 39 37

本事業対象生徒以外： ー 30 0 0 0

175

本事業対象生徒以外： 73 115 0 0

35

本事業対象生徒以外： 17 21

ｂ

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

ｂ

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　％

大学卒業段階で、地域の未来のために貢献できると感じる職業に就く生徒の割合　※2026年度

本事業対象生徒： ー ー ー 60

本事業対象生徒以外： ー



- 12 - 

 

 

 

２．地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

b２

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　回

本学ＨＰ上での本事業の活動報告を行う回数

ー 43 35 6 8 20

目標設定の考え方：ＳＧＨアソシエイトプログラムにおける2018年の活動報告の回数をもとに算出した

単位：　回
開発単位Ⅳ「ミニ探究」の充実および開発教材の情報を共有するための教科主任会議の回数

ー 0 1 0 0 8

1

目標設定の考え方：運営指導委員会の指導・助言を反映させるため、運営指導委員会後に開催することを踏まえて算出した

目標設定の考え方：「ミニ探究」は5月から開始し、8･12･3月は実施しないことを考えて算出した

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

b１

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　回

各開発単位における発表会（動画形式を含む）の実施回数

ー 2 5 7 8 8

目標設定の考え方：開発単位Ⅰ･Ⅱはポスターセッションと最終発表会の2回ずつと成果発表会の1回と合わせ、計5回とし

た

0 1 3 2

a３

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値(  年度)

単位：　回
研究授業の実施回数（年間1回　３教科）

ー 1 1 1 1 1

目標設定の考え方：研究授業は現行通りとするが、「ミニ探究」授業は日常的に参観し、学びあえる環境を作る

a２

a１

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　回

教育改革推進事業運営委員会の主催で全教員が参加するカリキュラム検討会議の実施回数

ー

c新

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：　回

他のグローカル校と連携し、地域人材の育成を補助するような取り組みを行う

0 0 0 1 2 2

目標設定の考え方：2020年度に「Glocal High School Meetings2021」の協力校として活動する実績から算出した

３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

d新

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：　個

コンソーシアム参加機関等との協働のもと地域協働事業の学びを踏まえたオンライン教材の開発を行う

ー 0 0 0 2 2

目標設定の考え方：株式会社マイナビとの教材開発を踏まえて算出した

a１

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指
単位：　団体

コンソーシアム構成団体数

a２

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指
単位：　人

課題研究または発展的な実践に協働する外部人材の参画状況（オンラインを含む）

ー 72 153 のべ438 のべ472

ー (10) 10 10

a３

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指
単位：　回

コンソーシアム運営委員会の実施回数

ー 0 3

のべ230

目標設定の考え方：本事業のプログラムおよび各発表会等への参加を依頼することを踏まえて算出した

11 12

目標設定の考え方：本事業を継続する中で、連携を申し出てくれる機関が増えると考えて算出した

3 4 4

目標設定の考え方：年間で前年度反省・新規参入１、カリキュラム検討・助言2、成果報告１と考え算出した

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値(  年度)
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Ⅱ 具体的な研究開発内容報告 

① 開発単位Ⅰ「リージョン探究」（現高校１年生対象 ※４月から実施） 

 １ 目的 

 地元和歌山の抱える地域課題と向き合うことによって、社会課題に対する当事者意識、地域の未来への

責任感を醸成し、探究活動の基礎的な手法を身につけることを目的とする。地域の未来のために尽力する

それぞれの立場の人たちと協働することで「絆」が結ばれると同時に、人と人とを繋ぐ「Key」パーソン

としての資質が育成される。また、自己の利益だけを考えたキャリア形成ではなく、将来地元のために奉

仕・貢献したいという気持ちが育まれる。 

 

 2 内容 

 地域が抱える「医療」「経済」「産業」「行政」「農業」「林業」という６つの分野の課題をテーマに、高

校１年生を６つのグループに分けて探究学習を実施する。コンソーシアム参加機関から派遣された講師

が提示した課題についてグループディスカッション、フィールドワーク、中間発表等の活動を経て、最終

発表会において、最善の解決策を提案する。本探究プログラムは、グループによる協働活動とし、コース

やクラスの垣根を越えたグループ編成を行う。 

 

 ３ 期待される成果 

 「Key Girl」の資質 … ①・②・③・⑤・⑥・⑦・⑧  

 

 ４ 新型コロナウイルスの影響 

 2020 年度と比較すると休校などによるスケジュール的な面での影響は非常に少なかった。しかし、対

面型の活動、地域課題の現状を自らの五感で感じる機会であったフィールドワークなどの実施にあたり、

内容を変更しながらの活動を余儀なくされた。なお、年間および指定最終年度における本事業の成果報告

会については、当初２月 14 日（月）に外部施設を借りて対面型で実施する予定であったが、2022 年 2 月

5 日より和歌山県にまん延防止等重点措置が適用されたため急遽 Zoom ウェビナー機能を用いたオンラ

イン形式へ変更した。詳しくは、６のⅰに述べる。 

 

 ５ ICT 機器の活用 

 昨年度より本学では iPad を１人１台所有することとなった。当初は手探りの中での使用であったが、

今年度においては年度当初の段階で新型コロナウイルスにおける影響は短期間で終わるものではないと

判断し、高校１年生に関しては、対面型のポスターセッションや発表会などを実施できないという前提で

プログラムの変更を行った。そのため、いかに ICT 機器を上手く活用しながら、対面型と変わらない教

育効果を生徒たちにもたらすかという点について、ある一定の成果を得ることができた一年となった。詳

しくは８のⅸに述べる。 
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６ 概要（実践） 

 ⅰ 年間実施内容 

 

 

 

 

 

学期 回 月日 コマ数 内容 実施状況

新入生研修会（内進生）にて

「地域協働事業」および「リージョン探究」ガイダンス

2 「信愛フェスタに企画を出そう」グループワーク

4月16日（金） 1 「信愛フェスタに企画を出そう」発表会

新入生研修会（高入生）にて

「地域協働事業」および「リージョン探究」ガイダンス

② ４月26日（月） 2 プレ活動（ブレーンストーミング練習） 通常実施

5月下旬 2 「リージョン探究」パネルディスカッション（体育館） 中止

5月18日（月） 2 「リージョン探究」講師による課題提示（オンライン） 代替実施

－ － － 探究分野の選択および活動グループの編成 通常実施

④ 5月31日（月） 2 グループワーク①　アイスブレイク 通常実施

⑤ 6月14日（月） 2 グループワーク②　解決策のアイディア出し 通常実施

グループワーク③　フィールドワークに向けての準備

　※原則、生徒は校外での調査活動を行わない

7月中旬 6 フィールドワーク 中止

7月下旬 2 グループワーク④　フィールドワークの振り返り 中止

各種フィールドワーク

「地域医療」…  和歌山県立医科大学、すさみ病院（オンライン）

「地域経済」…  湯浅町伝統建築地区（現地訪問）

「地域産業」…  みなべ町うめ課（オンライン）

「地域行政」…  和歌山市役所、ぶらくり丁等（一部現地訪問）

「地域農業」…  桃山町、有田川町農業関連施設（オンライン）

「地域林業」…  田辺市林業現場等（現地訪問）

グループワーク④　フィールドワークの振り返り 変更実施

自主的な活動を推奨

　※新型コロナウイルスへの感染予防を徹底した上で実施

1

夏休み － 夏期休暇中

4月15日（木）

4月16日（金）

－ 変更実施

⑦

７月15日（木） 6

通常実施

③

⑥ 7月12日（月） 2 変更実施

※一部分野は担当教員が事前に現地を訪問し、フィールドワーク

動画を作成

代替実施

通常実施

①

1

1
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学期 回 月日 コマ数 内容 実施状況

グループワーク⑤　中間発表のアウトラインを考える

　※昨年度同様、動画による発表

⑨ 9月13日（月） 2 グループワーク⑥　中間発表資料作成 変更実施

⑩ 10月4日（月） 2 グループワーク⑦　中間発表用ポスターおよび発表原稿の作成 変更実施

⑪ 10月11日（月） 2 グループワーク⑧　中間発表動画の撮影 変更実施

10月中旬 2 ポスターセッション（体育館・口頭発表） 中止

動画による中間発表（オンライン）

　・GoogleMeetを用いて分野ごとに実施

　・各分野講師も参加の上、アドバイスおよび評価の実施

　・本学独自の発表用ルーブリックを用いて評価

　・生徒も動画を視聴の上、評価活動を実施

⑫ 10月25日（月） 2 グループワーク⑨　中間発表からのブラッシュアップ活動 通常実施

グループワーク⑩　最終発表用資料作成および発表原稿の作成

　※最終発表はオンラインによる口頭発表形式で実施

⑭ 12月6日（水） 2 グループワーク⑪　最終発表会に向けての発表練習 変更実施

12月中旬 8 最終発表会（ホール・口頭発表） 中止

最終発表会（オンライン・口頭発表）

　・GoogleMeetを用い、全分野の発表を全生徒が視聴

　・質疑応答の実施（ロイロノート for Schoolの提出箱に質問を

　　提出。その中から教員が選択し、代わりに質問の実施）

　・本学独自の発表用ルーブリックを用いて評価活動の実施

　・各分野講師にも参加を依頼、評価・講評の実施

「リージョン探究」リフレクション

　・ルーブリック評価表を用いて、評価活動（自己、他者）

「リージョン探究」レポート作成

　※12月19日（月）を提出期限とし、Classi上に提出

変更実施29月6日（月）

⑬

⑧

10月18日（月） 2 変更実施

11月8日（月） 2 通常実施

変更実施－－－

2

変更実施
⑮

⑯ 12月15日（水） 1 通常実施

12月13日（月）

12月14日（火）

4

4

－

最終成果発表会

　・和歌山城ホールにて各分野の優秀班のみが口頭発表

最終成果発表会（オンライン・ホールより配信）

　・Zoomウェビナー機能を用いてオンラインにて実施

　・各分野の優秀班１班が口頭発表

　・オンラインでの質疑応答の実施

　・他のグローカル型校、地域の学校からの参加を募る

　・ここまで参加してくださった地域の方々にも告知

　・文部科学省担当官による視察

※３学期は自主的な活動の期間としており、「Glocal High School Meetings 2022」にも1班が参加

変更実施

中止２月中旬

2月14日（月）

3 ⑰

3

3
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  ⅱ 担当講師および提示課題 

医療 ： 和歌山県立医科大学 上野雅巳先生 

〔課題〕 ①和歌山県における医師偏在、診療科偏在をどのように解決するか 

            ②和歌山県民が平均寿命、健康寿命を延ばすために必要なことは 

 

経済 ： 和歌山大学 足立基浩先生 

〔課題〕 With コロナの時代に観光で地域経済を活性化させるには 

 

産業 ： みなべ町うめ課 中野愛理先生 

〔課題〕 みなべ町の梅産業全体として働き手を確保するには 

 

行政 ： 和歌山市都市再生課 まちなか再生班 中村英人先生 

       〔課題〕 ①道路や広場、公園などの公共空間をどのように使えば賑わいが生まれるか 

            ②あなたが行ってみたいと思う公共空間とは 

    

農業 ： 和歌山県農林水産部農林水産政策局 庄司統弘先生 

       〔課題〕 和歌山県の農業をどのようにして活性化するか 

    

林業 ： 和歌山県森林・林業局 林業振興課 石橋寛紀先生 

       〔課題〕 現在の若者が、林業への関心を持ち、実際に働いてもらうためにはどのような

取り組みが必要か 

 

７ 評価 

  ⅰ 評価方法 

    各担当講師から提示された地域の抱える課題に対する「最善の解」の提案に向けて、主体的かつ

協働的に探究学習に取り組んだ経緯をプログラム終了後に、「Ｓ（大変優れている）・Ａ（優れてい

る）・Ｂ（改善を必要とする）・Ｃ（努力を必要とする）」の４段階からなる本学独自のルーブリッ

ク評価表（表１）を用いて評価を行った。なお、本ルーブリック評価表は、「リージョン探究」の

スタート段階で生徒に配布し、評価基準を明確化するとともに、目指すべき目標としている。また、

評価は自己および他者（グループのメンバー）、そして担当教員から実施し、より多面的かつ客観

的なものとなるようにしている。 

また、発表に関しても、アドバイスシートに付属したルーブリック評価表（表２）を用いて、各

分野の講師、生徒、教員、コンソーシアム参加機関、など複数の視点から評価を行うようにしてい

る。 
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  ⅱ ルーブリック評価表 

（表１） 

 

     

（表２） 

 

 ※①は資料作成、②は発表の様子に評価の軸を置いたものとなっている。 

 

 

 

探究

献身性・主体性 興味関心 課題解決力 表現力・発信力（他者へ） 多様性受容力（他者から）

S

グループのリーダー的存在
として自らの役割や責任を
果たすだけでなく、活動を
通して進んで地域の未来の
ために貢献しようとする強
い意志が感じられた。

地域の方々の危機意識から
スタートした活動である
が、強い好奇心とともに深
い探究が行われ、未来の地
域のあり方に強い興味関心
を持つようになった。

充実した調査を通して得た
資料やデータを踏まえ、十
分な論拠とともに独創的な
解決策を提案することがで
きた。

他者に対して様々な方法・
手段を駆使して分かりやす
く伝えることができただけ
でなく、意見の異なる相手
からも理解を得ることがで
きた。

自らと考えや価値観が異な
る人とも自分から積極的に
交流し、自らにない価値観
を受け入れるなど相互理解
を通して質の高い成果につ
なげることができた。

A

グループの一員として自ら
の役割や責任を果たした経
験から、将来地域の未来の
ために貢献したいという思
いを抱くに至った。

地域の方々の危機意識から
スタートした活動である
が、深い探究を行おうと積
極的に取り組んだことで、
未来の地域のあり方に興味
関心を持つようになった。

熱心な調査を通して得た資
料やデータを解釈して、解
決策を提案することができ
たが、ありふれた内容に留
まってしまった。

他者に対して常に分かりや
すく伝えようとし、意見の
異なる相手からも理解を得
ようと工夫することができ
た。

自らと考えや価値観の異な
る人のことも尊重し、探究
活動がより意義あるものと
なるように協働することが
できた。

B

与えられた自らの役割は果
たしたが常に受動的で、地
域の未来のために貢献する
という生き方に価値を見い
だすことができなかった。

地域の方々の危機意識から
のスタートであったため、
積極的に探究活動に取り組
むことができず、興味関心
を広げることができなかっ
た。

独自の解決策を提案するこ
とができたが、資料やデー
タ等を活用しておらず、論
拠に乏しいものとなってし
まった。

他者に対して自らの思いを
伝えようとする気持ちはあ
るものの、伝わらないもど
かしさから感情的になる場
面が多く見られた。

自らと考えや価値観の異な
る他者の存在に気付くこと
はできたが、自らの考えを
押し通そうとする場面が多
く見られた。

C

グループの一員としての役
割も果たそうとせず常に消
極的で、地域の未来のため
に貢献することへの価値を
全く見出すことができな
かった。

地域の方々の危機意識から
のスタートであったため、
興味関心を持つ意義を全く
見出すことができず、探究
活動を他のメンバーに任せ
きりであった。

調べた資料やデータ等をた
だ提示しただけであった。
もしくは、解決策を提案す
ることができていない。

そもそも他者に思いを伝え
ようとする気持ちに乏し
い。もしくは他者に思いを
伝えることができなかっ
た。

自らと考えや価値観の異な
る他者の存在を認めること
ができず、自分の考えに固
執していた。もしくは、協
力しあうことを放棄するな
ど協調性に欠けた。

2021年度和歌山信愛高等学校「リージョン探究」ルーブリック評価表

姿勢 コミュニケーション

【発表に関するルーブリック評価表】

【内容に関するルーブリック評価表】

Ｓ
配慮もなされるなど発表の姿勢もすばらしかった

Ｃ 発表資料に説得力が乏しく、発表の姿勢にも大きな改善が必要な発表であった

説得力があり、内容の理解を助ける発表資料とともに、声量やスピード、視線など聞き手への

Ａ① 発表資料に秀でたものが感じられる発表であった

Ｂ① 発表資料に改善の必要性が感じられる発表であった

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

丁寧な調べ学習の成果を踏まえ、独創性のある実現可能な課題解決策を提示することができた

課題解決策の着眼点などにはおもしろさが感じられたが、具体性や実現性には課題が残った

課題解決策が一般的なものであったり、調べ不足であったりして物足りなさが感じられた

Ａ② 発表の姿勢に秀でたものが感じられる発表であった

Ｂ② 発表の姿勢に改善の必要性が感じられる発表であった　

提示された課題について調べたことをただ発表しているだけであった
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 ８ 成果  ※文中の【  】は、本開発単位終了後の生徒レポートから引用 

本開発単位は初年度から数えて 3 度目の実施となり、その都度改良を加えながら実践している。そん

な中で、今年度の大きな特徴は、新型コロナウイルスの感染拡大を恐れ、活動を縮小した昨年度と異な

り、新型コロナウイルスの影響を受け入れ、コロナ以前の教育効果を目指した点にある。特に、Key Girl

の８つの資質の１つである「表現・発信力」の育成において、フィールドワークにおける地域の方々との

交流や、各種発表会での発表や質疑応答の機会を奪われることは大きな痛手であったが、担当教員による

模索を通して、コロナ禍における発表会の形式が確立されたことは大きな成果であると考えている。 

それでは、まず以下に、本開発単位で育成したい資質における成果について昨年度と対比しながら述べ

ていきたい。 

 

ⅰ 資質①「献身性」 

  本開発単位終了後に実施

したアンケートでは、「リー

ジョン探究」を通して「献身

性」の向上を実感した生徒

が 67.8％となっており、昨年度と比較して大きな変化は見られなかった。 

昨年度の報告書でも述べたが、本学はカトリックミッションスクールであり、週に 1 コマ「宗教」

という授業が設定されているだけでなく、日々のお祈りや聖母祭、物故者追悼ミサ、クリスマスミサ

などの各種宗教行事、また、教室やトイレなどの学校施設を生徒たち自身が毎日清掃するという伝統

もあり、日々の学校生活の中でも「献身性」を育んでいるため、本開発単位の活動を通して「献身性」

が向上したとは考えにくいのだろう。しかし、レポートの中には【和歌山の課題について 1 年近く取

り組み、地域のために活動するということの充実感を味わうことができた。今後は、自分自身の目で

も地域を見つめ、貢献できるようになりたいと思う：医療】、【最初はこの「リージョン探究」に何の

意味があるのだろうかと思ったが、活動を通して自分たちの生活する地域に対してもっと「当事者意

識」を持つべきだという最初のガイダンスでの言葉が今では納得できる。これまでは、自分の生活し

ている地域について何の知識もなかったし、今後に向けて解決していかなければならない課題がた

くさんあることも知らなかった。誰かがやってくれるではなく、自分がその一部分でもいいから携わ

りたいという気持ちが芽生えたと思う：農業】などという意見が見られ、本開発単位における活動が、

「奉仕・貢献」の意識につながっていることが確認できる。 

 

 ⅱ 資質②「興味・関心」 

昨年度と比較すると若干

数 値 は 下 が っ て い るもの

の、今年度も多くの生徒が

資質の向上を実感した項目

となっている。 

生徒のレポートからも、【私たちは今回和歌山市内の商店街について調べてみた。これまでシャッ

ター通りとなっている姿しか見たことがなかったが、かつてはとてもにぎわっていたことを初めて

知った。今回の「リージョン探究」ではそこまで踏み込むことはできなかったが、なぜこのような状

態になっているのか。今後どうしていくことがここに住む私たちにとって幸せなことなのかという

2021年度 2020年度

向上した 67.8% 68.0%

向上していない 2.4% 2.5%

分からない 29.8% 29.5%

献身性

2021年度 2020年度

向上した 90.3% 91.5%

向上していない 2.9% 1.0%

分からない 6.8% 7.5%

興味・関心
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点にとても興味を感じており、今後も取り組んでみたいと思うようになった：経済】、【私は「地域林

業」を選択したが、今回の「リージョン探究」では最終発表会で全ての班の発表を見ることができた

ことがとてもよかったと思う。他の分野にも様々な課題があるということは、学年全体で取り組んだ

６つの分野以外にもきっと課題はあるはずだ。これから「グローバル探究」に進み、世界の課題につ

いて学びを深めていくことになるが、自分が将来取り組みたいと思う「何か」に出会えるのはないか

とわくわくしている：林業】など、本開発単位の学びを通して「（社会課題に対する）興味・関心」

が育成されたことが確認できる。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

ⅲ 資質③「確かな知識」 

アンケートの結果からは

90.9％の生徒が「確かな知

識」の向上を実感している

という結果が見られた。ま

た、向上していないと答えた生徒が 1 名もいなかったことは大きな成果であると考えている。 

生徒のレポートからも、【農業などの分野では後継者不足が問題になっているということは何とな

く知っていたが、今回梅産業の問題に取り組んだことで、それがいかに深刻なものかということを知

ったように思う。また、収穫期が異なる他の作物の農家と連携して対応とする新たな試みなどについ

ても知ることができた。やはり、様々な情報を受け身で何となく聞いているのはなく、「自ら探す」

ということに価値があるということを実感できた：産業】、【これまでもインターネットで調べること

が正しいとは限らないという話は聞いたことがあるが、正直そっちの方が便利だしと思っていた。し

かし、今回の「リージョン探究」を通して自分たちで調べることの大切さを学んだ。ネット上のデー

タは少し古いものも多く、リアルな「今」とは異なっていることもあるということを体感できた：行

政】などと、こちらの「確かな」という言葉の意味をしっかり理解した上で探究活動を行っている姿

を確認することができた。 

 

  ⅳ 資質⑤「課題解決力」 

   「Key Girl」として育成

を目指す８つの資質の中

で比較的数字が伸び悩む

項目の 1 つがこの「課題解

決力」である。今年度も昨年度と同様、数値には伸び悩みが見られた。 

   生徒のレポートからは、【自分たちなりに色々考えた上で発表した解決策が、講師の先生からも評

価をしていただけたので、自分なりには向上したのではないかと感じている：経済】、【中間発表でも

らったアドバイスを参考にして最終発表に臨んだことで自分たちなりにも達成感を得ることができ

た：林業】と他者からの評価が向上の実感につながると同時に、【他の班の発表を見て、自分たちの

班の解決策はまだまだ浅いものだと感じた：産業】、【自分たちなりに色々と考えて出した解決策だっ

たが、すでに他の地域で実践されているものだった。なかなか新たな視点から解決策を考えるのは難

しいと感じた：農業】などと、他との比較が向上の実感を阻害している例も見られた。また、【色々

グループで議論して解決策を考えたので「向上した」と言いたいが、私たちのアイディアが実際に採

用されているわけでもないので、「向上した」と答えるのはちょっと違うと感じた：行政】と「謙虚

2021年度 2020年度

向上した 90.9% 86.0%

向上していない 0.0% 2.0%

分からない 9.1% 12.0%

確かな知識

2021年度 2020年度

向上した 75.5% 77.5%

向上していない 3.4% 3.5%

分からない 21.1% 19.0%

課題解決力
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さ」のような感情が「向上した」と答えることへのためらいにつながっているのではないかという意

見も散見されている。 

 

  ⅴ 資質⑥「表現・発信力」 

   昨年度と比較して、今年

度一番の伸びが見られたの

がこの項目である。 

   レポートからは、これま

で通り【私は人前で自分の

意見を言ったり、発表したりすることが苦手なので、このような活動は苦しいものでした：産業】の

ように大人しい性格の生徒にとってはなかなか苦しいものであることがうかがい知れるが、【最終発

表ではしっかり準備をしていたので、堂々と発表することができた。中間発表は動画だったので正直

緊張したが、とてもよい経験になったと思う：医療】、【中間発表で他の班の発表を見たことを活かし、

最終発表ではより見やすい資料を作成することができたと思う。話すことだけではなく、相手に伝え

るためには資料作成も大切だということを強く感じた：農業】などという意見が見られた。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から昨年度は質疑応答を行わなかったが、「表現・

発信力」の向上には、瞬間的な対応も大切であろうと考え、最終発表会および最終成果発表会におい

ては「ロイロノート・スクール」を用いた質疑応答を実践した。【最終発表会で質問を入力したら、

自分の質問が選ばれた。「発表の質をより向上させるのはよい質問だ」と聞いたことがあるので、そ

れは自分にとってとてもうれしい経験となった：医療】、【最終発表会では、質問に対して対応しなけ

ればならなかった。他の発表では難しい質問をされている班もあり、自分たちにも難しい質問が飛ん

できたらどうしようととても不安だった。しかし、たまたま私が調べていたことに対しての質問で、

自分が代表してしっかりと対応できたと思う。それは自信になった：経済】などという意見があり、

やはり「質疑応答」が生徒たちの「表現・発信力」の向上の実感につながることも確認できている。 

 

  ⅵ 資質⑦「主体性」 

   かつての本学における一

番の課題がこの「主体性」で

あった。しかし、2015 年か

ら探究学習を導入したこと

によって、生徒たちの変容

を最も強く感じるのがこの「主体性」でもある。しかし、その反面、「主体性が向上した」と回答し

た生徒が、昨年度は 69.0％、今年度も 69.2％と、運営側の想定ほどには生徒たちの実感へとつなが

っていないようである。そのため、レポートを見てみると、次のような意見が散見された。【「リージ

ョン探究」の活動を通して、同じグループの人が大きく変わったような気がする。最初は大人しそう

な人だなと思っていたのに、活動を通してとてもいきいきとした人というように印象が大きく変わ

った。グループでの議論、発表などすごいなと感じることがたくさんあり、このような人が「主体性

のある人」なのだなあと痛感した：医療】、【同じ学年なのに、積極的に行動したり、堂々と発表した

りとすごい人がたくさんいて圧倒された１年だった。自分もそうなりたいという思いはあるが、なか

なか行動に移すことができていない：行政】と、主体性に富んだ生徒と比較することが生徒の実感の

2021年度 2020年度

向上した 76.0% 71.5%

向上していない 6.3% 8.0%

分からない 17.7% 20.5%

表現・発信力

2021年度 2020年度

向上した 69.2% 69.0%

向上していない 4.8% 8.0%

分からない 26.0% 23.0%

主体性
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ハードルも上げることにもつながっている現状を確認することができた。 

   なお同時に、【私たちの班は、農業の活性化のために、和歌山県の特産品の１つである「みかん」

に着目した。みかんの販売だけでは冬場だけになってしまうため、通年で販売でき、目玉になるよう

な商品を作りたいと「みかんジャム」を作ることにした。今振り返って自分たちの活動を評価できる

のは、実際に「みかんジャム」を作成したことである。他の土地でも「みかんジャム」は販売されて

いるかもしれないが、自分たちで試作したということには価値があると思う：農業】などという意見

もあり、向上の実感には至らなくとも、「主体性」の伸びが感じられる意見は多数見られている。 

   

  ⅶ 資質⑧「多様性受容力」 

   「リージョン探究」におい

て比較的高い数値が出るの

がこの項目である。本開発

単位の活動の特徴の１つに

コースやクラスの垣根を取

り払った探究グループの編成があげられるが、これは、本学が「医進」「特進」「学際」という３コー

ス制であること、中学校から進級する「内進生」、高等学校から入学する「高入生」、また、ソフトテ

ニス、バスケットボールなど全国大会常連クラブの生徒が在籍するスポーツクラスと多様な生徒が

在籍しているという環境を逆手にとったものである。そのため、【中学校からあまりクラス替えのな

い環境で過ごしてきた自分にとって、「リージョン探究」におけるグループ活動は非常に衝撃的だっ

た。学校のなかにも様々な考え方があることを知ることはできたのはよかったと思う：経済】、【最初

のガイダンスで「これからの私たちは国境を越えた人たちと協働していく可能性が高い」という話を

聞いたが、この「リージョン探究」を通して、何となくその意味が分かったような気がしている。同

じ学校という狭い範囲の中でもこれだけ個人の意見や考え方が異なるということは、今後より広い

社会の中で生活いくことは難しいことなのだと思う：産業】などと、運営側の意図をしっかり汲み取

っていた生徒の姿を確認することができた。しかし、同時に【「リージョン探究」ではクラスを越え

て勝手にグループが決められていた点に不満が残る。同じクラスであれば簡単に連絡も取りあえる

が、違うクラスの生徒ばかりでグループを編成されると、特定の人ばかりに負担が偏ってしまう。ク

ラブ活動で放課後や休日も自由に使えない人もいて不平等だと感じたこともあった：林業】などとい

う意見も見られたため、このあたりについては課題が残る。 

 

  ⅷ その他の資質 

   本開発単位終了後のアンケートで、「『リージョン探究』の活動を通して、向上したと感じる能力で

上記に含まれていないものがあれば教えてください」という項目を実施した。以下に主なものを記載

する。 

   ・複数の視点から物事をみる力 

   ・人の話を聞く力 

   ・計画的に考える力 

   ・資料を作成、編集する力 

   ・難しいことに挑戦する力   など 

 

2021年度 2020年度

向上した 80.3% 82.0%

向上していない 2.0% 2.0%

分からない 17.7% 16.0%

多様性受容力
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  ⅸ 本開発単位における運営面の成果 

   ①コロナ禍における口頭発表会の形式確立 

昨年度、新型コロナウイルスによって最も大きな影響を受けたのが口頭発表である。飛沫や密

による感染を恐れ、中止という判断をせざるを得なかった。その代替となったのが、事前に撮影、

編集した動画である。これは個人で作成したものを持ち寄り、１つの動画にすることにでき、非常

に効率的ではあるが、その反面、「人前ではないので緊張感を与えることができない」、「１度の機

会でいかに他者に伝えるかという力を養いたいのに、何度でも録り直しができる」などのデメリッ

トも見られた。 

また、同様の理由で質疑応答も中止することとなり、適切な質問を行う力とともに、瞬間的な

対応力を養う機会も奪われることになってしまった。 

そこで、今年度は、新型コロナウイルスのせいだとあきらめるのではなく、コロナ禍でもコロ

ナ以前と同様の教育効果をもたらす口頭発表会の形式を考え、実践することを運営側の目標とし

た。そこで、これまでは体育館やホールなどを用い、発表者と聞き手とを同じ場所に集めていたが

Gsuite for Education の「GoogleMeet」を用い、聞き手は各ＨＲ教室、発表者は別の特別教室と分

離することで密になることを解消した。また、発表者は発表前には消毒を行い、マスクをつけたま

ま発表することで飛沫による感染も防ぎ、オンラインではあるがリアルタイムでの発表会を可能

にした。 

さらに、株式会社 LoiLo の「ロイロノート・スクール」の提出箱機能を活用することで質問も

可能にした。発表後に質問を記入し、提出する時間が必要なため、若干のタイムロスは生じてしま

うものの、提出された質問の内容を教員が確認した上で質問者を指名できるというメリットも判

明した。質問の質も保証できるというのは、従来の口頭発表会にもなかったメリットである。 

 

   ②次年度以降の「総合的な探究の時間」の運営 

    本事業における３年間だけでなく、SGH アソシエイトとしての５年間の取り組みを通して、特

定の教員だけが探究学習に関わるのではなく、当該学年の教員全員が創意工夫をもって探究学習

の運営に携わるという環境が成立した。依然として、その理解という部分においては、個人差は残

るものの、「生徒の変容」および「探究学習を活用した進路確保」という２つの成果が次年度以降

の「総合的な探究の時間」における本事業プログラムの継続という結論につながっている。 

 

 ９ 事後アンケートの集約 

８でも述べた通り、本開発単位の終了後に、学びの効果を測定するためアンケートを実施した。上

記に含まれなかった項目を以下にまとめる。 

 

〇質問項目 

  ①「リージョン探究」の学びを通して、将来「（現在自らが生活する）地域」で地域の未来のために

貢献したいという思いが強くなった。 

2021年度 2020年度

当てはまる 83.6% 86.5%

当てはまらない 16.4% 13.5%
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 ②「リージョン探究」の学びを通して、将来他地域や他国で生活することになったとしても、何らか

の形で「（現在自らが生活する）地域」の未来のために貢献したいという気持ちが強くなった。 

 

③「リージョン探究」の学びを通して、これからの社会を生きていく上では、「答えが一つとは限ら

ない課題」と向き合っていく必要があると感じるようになった。 

 

④「リージョン探究」の学びを通して、英語を学ぶことの重要性を感じるようになった。 

 

⑤「リージョン探究」の学びを通して、自分には良いところがあると感じることができるようになっ

た。 

 

  ⑥「リージョン探究」の学びに対する自らの姿勢に対して自己評価をしてください。 

 

 10 昨年度の課題とその対応 

最終年度となる３年目の今年度は、コロナ禍への対応という部分で大きな成果をあげることができ

たと認識しているが、昨年度の本報告書で挙げた課題がいかに克服されたかについては検証しておき

たい。 

 

 ⅰ 「探究の深み」と「発展的活動」の不足 

各種の発表会などに参加し、本校の生徒の発表と他校の発表と比較すると本学生徒の「探究の深

2021年度 2020年度

当てはまる 88.5% 85.0%

当てはまらない 11.5% 15.0%

2021年度 2020年度

当てはまる 98.1% 98.0%

当てはまらない 1.9% 2.0%

2021年度 2020年度

当てはまる 71.0% 66.0%

当てはまらない 29.0% 34.0%

2021年度 2020年度

当てはまる 61.5% 70.0%

当てはまらない 38.5% 30.0%

2021年度 2020年度

S 楽しみながら積極的に取り組むことができた 20.3% 43.5%

A 積極的に取り組むことができた 57.5% 38.5%

B あまり積極的に取り組むことができなかった 21.7% 15.5%

C 消極的にしか取り組むことができなかった 0.5% 2.5%
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み」の不足が気になった。そこで、今年度の運営を行うにあたり、生徒の探究活動をより深いものに

していくために、教員がどの程度関わるのかという議論を行った。その結果、やはり本学が探究学習

を行うにあたって大切にしたいのは、「教員はあくまでも伴走者であるべき」ということだった。教

員が関わりすぎるとそれは生徒の探究ではなくなってしまう。たとえ低学年段階で探究の質が浅く

なり、各種の発表会で表彰されなくても、生徒が先輩や他校の生徒の発表を通して自分たちで気づ

き、深めていくことこそ本物の探究であると考え、手を出したくてもぐっと我慢するという指導を行

った。今年度の締めくくりとして、3 年間の成果を地域へと発信する最終成果発表会を行い、高校 1

年生から大学１回生までの代表生徒が登壇したが、明らかに学年による成長が見られたため、本指定

の終了後も本学らしく、地道にコツコツと取り組んでいきたいと思っている。 

また、「リージョン探究」では 1 月から３月を発展的活動の期間とし、「リージョン探究」の学びを

アクションなどにつなげてほしいと考えていたが、こちらの方は昨年度と同様、新型コロナウイルス

の影響があり、学外での積極的な活動をなかなか奨励することができず、今年度も低迷してしまった

ように思う。この問題の解決には「社会状況」も大きく関わってくるため、もう少し長い目で対応し

ていきたいと思う。 

 

  ⅱ 「表現・発信力」の育成 

すでに述べた通り、昨年度は新型コロナウイルスに対する正しい知識にも乏しく活動が消極的に

なってしまった。そのために、口頭発表や質疑応答を行うことができず、録画形式の発表となったこ

とで画像の後ろで原稿を見ながら読むことも可能となり、聞き手に対して思いや熱意を届けるとい

う活動を行うことができず、本来想定していた形で「発信・表現力」の育成を行うことができなかっ

た。そのため、今年度の運営では、その改善を優先し、８－ⅸの②に報告した形で対応することがで

きた。 

 

  ⅲ 客観的かつ適切な評価活動の実施 

   本学では、７－ⅱ表 1 にて紹介した「S」「A」「B」「C」の４段階からなるルーブリック評価表を

用いて自己評価、グループメンバーおよび担当教員からの他者評価を実施している。しかし、他者評

価において、今後の人間関係などへの配慮からどうしても無難な評価をせざるを得ないという意見

が届いていた。 

   そこで、今年度はガイダンスや中間発表などの連絡や、最終発表後に実施したアンケートを通し

て、本当の意味で他者を育てる適切な評価の大切さを訴えかけた。どの程度の効果があったかは定か

ではないが、これも継続することで客観的かつ適切な評価活動につながっていくと考えている。 

   なお、以下に、最終発表後に実施したアンケートの結果を述べる。 

 

2021年度

相手のことを考え、客観的かつ適切な評価やアドバイスができた 72.5%

もう少し厳しい評価やアドバイスを行いたかったが、相手の感情が

気になり、甘いものになってしまった
25.6%

評価をしなければならなかったため行っただけで、適切なものでは

ない
1.9%
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② 開発単位Ⅱ「グローバル探究」（現高校２年生対象 ※ただし、昨年度高校１年生１月から実施） 

 １ 目的 

本学の目指す「Key Girl」の姿は、グローバルな視点を有しながらも地域の未来のために貢献できる人

材である。「リージョン探究」では自らの住む地域にも多くの課題があることを知り、地域に対して「興

味・関心」が育まれた。また、地域の方々との協働活動は「絆」となり、いつか地元に対して自らの持て

る力を還元したいという郷土愛にも繋がっているはずである。しかし、自分さえよければいい、自分の身

近なところだけがよければいいという考えのもとでは、一時的な解決はできても sustainable なものとは

言えない。「世界」と「地域」とは相反するものではなく、世界に目を向け、世界の課題を学び、そこで

獲得したグローバルな視点を用い、地域にフィードバックする力へと発展させることを目的とする。 

 

 ２ 内容 

 グローバルな視点を獲得するために、SDGs の中から４つの分野を選び、その範囲の中で探究活動を実

施する。2015 年 9 月の国連サミットで採択された国連加盟 193 カ国が 2030 年までに達成する目標であ

る SDGs は、17 の目標と 169 のターゲットから構成され、持続可能な社会を実現するために、地球上の

誰一人取り残さないことを誓ったものである。 

 本学の礎が明治初期に文明開化の陰で置き去りにされた人々に教育と福祉を提供した 4 人のフランス

人シスターにあることから「教育（目標 4：質の高い教育をみんなに）」、「福祉（目標 1：貧困をなくそ

う、目標 2：飢餓をゼロに、目標 3：すべての人に健康と福祉を、目標６：安全な水とトイレを世界中に）」。

また、本学がカトリックミッションの女子校であることから「女性（目標 5：ジェンダー平等を実現しよ

う）」。さらに、SGH アソシエイト時代より実施してきたアンケートで環境問題をテーマに探究活動を行

いたいという生徒からの要望が多かったことから「環境（目標 7：エネルギーをみんなにそしてクリーン

に、目標 11：住み続けられるまちづくりを、目標 12：つくる責任つかう責任、目標 13：気候変動に具体

的な対策を、目標 14：海の豊かさを守ろう、目標 15：陸の豊かさも守ろう）」。以上の 4 分野を「グロー

バル探究」のテーマとする。 

 なお、本開発単位においては、「リージョン探究」よりも難易度をあげるために、テーマは設定するも

のの、課題に関しては生徒が独自に設定することとする。また、原則グループでの探究活動を推奨する

が、どうしてもこの課題でやりたいというものがある場合は、個人での探究活動も可能とした。 

さらに、フィールドワークも「自分で創るフィールドワーク」と命名し、自分たちの設定した課題の解

決のために必要なフィールドワーク先を自分たちで開拓し、交渉の上、インターンシップの形で受け入れ

を目指す（ただし、2020 年度より新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点からオンラインによるイン

タビューを推奨）。 

 

 3 期待される成果 

 「Key Girl」の資質 … ①・②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧ 

 

 ４ 新型コロナウイルスの影響 

開発単位Ⅰの報告でも述べた通り、昨年度と比較するとスケジュール的な面での影響は非常に少

なかった。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、各種の対面型の活動に関す

る制約からはどうしても逃れることができなかった。特に、次項で詳しく説明する「グローバル探究」

の目玉となる活動である「自分で創るフィールドワーク」に対して自由に取り組むことができなかっ
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たことは非常に残念なことであった。 

 

 ５ 「自分で創るフィールドワーク」 

  ⅰ  概要 

   「グローバル探究」における１つのチャレンジが「自分で創るフィールドワーク」である。東京、

大阪、和歌山の 3 カ所を設定し、夏期休暇期間中の最低２日間インターンシップを実施し、その中で

調査活動を行うこととする。なお、東京・大阪に関しては、生徒の安全を確保するため受け入れの日

時など細かな条件を課す。 

 

  ⅱ 新型コロナウイルスの影響 

   前項でも新型コロナウイルスに関しては述べたが、東京や大阪など、基本的に学外での活動が中心

となる本プログラムは、新型コロナウイルスの影響を非常に大きく受けるものである。本フィールド

ワークは、自ら設定した課題の解決のために、生徒自身が直接企業や各種団体などと交渉し、フィー

ルドワーク先を確保するというチャレンジ性の高いプログラムで、生徒の主体性育成にとって大き

な役割を果たすものだと認識していたが、本フィールドワークを実施することは感染拡大を助長し

かねず、保護者の理解も得にくいだろうという判断のもと、今年度も当初想定した形での実施は断念

した。 

 

  ⅲ 代替案 

   本学では、昨年度より生徒 1 人が 1 台の iPad を所有しており、現在「グローバル探究」に取り組

んでいる高校２年生も iPad を所持している。そこで、「自分で創るフィールドワーク」の代替とし

て、その iPad を活用し、Zoom などのオンライン会議アプリを用いて距離の壁を越えた「オンライ

ンフィールドワーク」の実施を推奨した。もちろん、「自分で創る」の部分が大切であるため、自分

たちの設定した課題の解決のために必要と考える調査を行うために、調査先の選定や交渉は全て生

徒自身で行うという本開発単位のフィールドワークの中で最も重視した部分は継続した。なお、「自

分で創るオンラインフィールドワーク」と名付け、期間も夏期休暇中にこだわらず、継続して実施し

てよいことにした。その結果、官公庁や企業、各種団体の HP の中の問い合わせ窓口や電話などを用

いて積極的にコンタクトをとった生徒が多数いた。 

 

  ⅳ 「自分で創るオンラインフィールドワーク」実績 

   生徒たちの交渉によって、計 30 の企業、団体、事業所などから協力をいただき、オンラインフィ

ールドワークを実現することができた。以下に主なものを紹介する。 

  環境省、和歌山県庁、和歌山県福祉サービス運営適正化委員会、和歌山県教育委員会 

和歌山信愛大学、和歌山県立医科大学、金沢大学、 

Yahoo！、株式会社インテリックス、ヤクルト販売株式会社、イオンモール株式会社 

Save the children、法テラス日本司法支援センター、日本ケアラー協会、男女共同参画センター 

                                            など 
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６  概要（実践） 

  ⅰ 昨年（2020 年）度実施内容 

 

   ※「グローバル探究」は高校 1 年生の 1 月からスタートしている。 

 

 

  ⅱ 今年度実施内容 

 

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

「グローバル探究」ガイダンス（オンライン）

　・「リージョン探究」の振り返り

　・「グローバル探究」の内容説明

　・「グローバル探究」ルーブリック評価表の配布

「グローバル探究」分野選択講義①（オンライン）

　・「女性」「福祉」分野

「グローバル探究」分野選択講義②（オンライン）

　・「環境」「教育」分野

変更実施

変更実施

変更実施

3

① 1月24日（月） 1

② 2月21日（月） 2

③ 3月16日（水） 2

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

「グローバル探究」ガイダンス②（オンライン）

　・年間スケジュールの連絡

　・「グローバル探究」ルーブリック評価表の配布

分野選択およびグループ編成

　※ただし、個人での活動もOKとする

グループワーク①　

　・探究課題の設定、フィールドワーク先の選定

グループワーク②

　・調査活動の開始、フィールドワーク先へのアポ取り

進捗状況報告会（オンライン）

　・分野ごとに講師に進捗状況の報告。アドバイスを受ける

グループワーク③　

　・講師からのアドバイスを踏まえ、ブラッシュアップ活動

－ － － 「自分で創るフィールドワーク」 中止

「自分で創るオンラインフィールドワーク」

　※ただし、今年度は夏期休暇期間外の実施も推奨した

グループワーク④　中間発表のアウトラインの作成

　※昨年度同様、動画による発表とする

⑪ 9月13日（月） 2 グループワーク⑤　中間発表の資料作成 変更実施

⑫ 10月4日（月） 2 グループワーク⑥　中間発表動画および発表原稿作成 変更実施

夏期休暇
－ －

⑤

④ ４月26日（月）

⑦ 2

1

15月10日（月）

⑨ 7月13日（火） 2 通常実施

25月31日（月）⑥

6月14日（月）

⑧ 27月12日（月）

変更実施

通常実施

通常実施

通常実施

変更実施

2

1

⑩ 9月6日（月） 2 変更実施

変更実施－
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ⅲ 担当講師 

本開発単位は、本年度が本格実施初年度ということもあり、「教育」「福祉」「女性」「環境」のそれ

ぞれの分野に担当講師を選定、依頼した。 

 

教育 ： 和歌山信愛大学教育学部子ども教育学科 辻伸幸先生 

 

福祉 ： 日本赤十字社和歌山医療センター 

外傷救急部/外科医/国際医療救援登録要員/国際人道法普及担当 益田充先生 

 

女性 ： 一般社団法人「女性と地域活性推進機構（WAO）」代表理事 堀内智子先生 

 

環境 ： 徳島大学 環境防災センター学術研究員 松重摩耶先生 

 

 ７ グループの編成 

本開発単位の２で述べた通り、本開発単位はグループ活動を推奨するものの、生徒たち自身で課題設

定を行うことから、「主体性」を尊重するため、個人での探究活動も許可した。そのため、「教育」分

野が 12 班、「福祉」分野が 14 班、「女性」分野が 20 班、「環境」分野が 13 班と、全４分野で 59 班の

グループが編成され、6 人の生徒が１人で探究活動を行うことになった。 

 

⑬ 10月11日（月） 2 グループワーク⑦　中間発表動画の撮影 変更実施

10月中旬 2 ポスターセッション（体育館・口頭発表） 中止

動画による中間発表（オンライン）

　・GoogleMeetを用いて分野ごとに実施

　・各分野講師も参加の上、アドバイスおよび評価の実施

　・本学独自の発表用ルーブリックを用いて評価

　・生徒も動画を視聴の上、評価活動の実施

⑮ 10月25日（月） 2 グループワーク⑧　中間発表からのブラッシュアップ活動 通常実施

⑯ 11月8日（月） 2 グループワーク⑨　最終発表用資料および発表原稿の作成 通常実施

最終発表会（対面/オンライン・口頭発表）

　・各講師へはGoogleMeetを用いてオンライン配信

12月16日（木） 3 　・各講師による講評と評価の実施

　・体育館、ホールの2か所で３コマ×2日間で実施

12月17日（金） 3 　・休み時間を利用して、会場間の移動は可能

　・本学独自の発表用ルーブリックを用いて評価活動の実施

　※質疑応答の実施（質問用端末を使用）

⑱ 12月18日（土） 1 「グローバル探究」の活動振り返り、評価活動 通常実施

「グローバル探究」レポート作成

　※12月23日（木）を締切とし、Classi上で提出
通常実施

2

⑰ 変更実施

⑭
10月18日（月） 2 変更実施

ー ー ー
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 ８ 評価 

ⅰ 評価方法    

各探究グループにおいて設定したグローバル課題に対して、「2030 年度を期限とし、持続可能な最

善の解」の提案に向けて、主体的かつ協働的に探究活動に取り組んだ経緯をプログラム終了後に、

「Ｓ（大変優れている）・Ａ（優れている）・Ｂ（改善を必要とする）・Ｃ（努力を必要とする）」の 4

段階ルーブリック評価表（表 1）を用いて自己評価および相互評価、そして担当教員からの評価を行

った。また、中間発表および最終発表会における発表および資料に関しては、アドバイスシートに付

属したルーブリック評価表（表 2）を用いて、他者評価だけでなくアドバイスも行うこととした。 

 

  ⅱ ルーブリック評価表 

（表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献身性・主体性 興味関心
課題発見力
課題設定力

課題解決力
表現力・発信力
（他者へ）

多様性受容力
（他者から）

S

グループのリーダー
的存在として自らの
役割や責任を果たす
だけでなく、進んで
他者や社会のために
貢献しようとする意
志が感じられた。

課題意識を持って活
動をスタートし、強
い好奇心とともに深
い探究が行われたこ
とで、関連する他の
分野にも課題意識が
広がった。

グローバル探究にふ
さわしい独自性に富
んだ具体的な課題を
設定することができ
た。

先行研究を踏まえ、
十分な論拠ととも
に、独創的な考えを
展開することができ
た。

他者に対してさまざ
まな手法を駆使して
分かりやすく伝える
ことができただけで
なく、意見の異なる
相手からも理解を得
ることができた。

自らと考えや価値観
が異なる人とも自分
から積極的に交流
し、自らにない価値
観を受け入れるなど
相互理解を通して質
の高い成果につなげ
た。

A

グループの一員とし
て自らの役割や責任
を果たした経験か
ら、将来他者や社会
のために貢献したい
という思いを抱くに
至った。

課題意識を持って活
動をスタートし、深
い探究を行おうと積
極的に取り組んだこ
とで、さらに興味関
心が広がった。

グローバル探究にふ
さわしい具体的な課
題を設定することが
できた。

調べた資料やデータ
を解釈し、自らの考
えを展開することが
できた。

他者に対して常に分
かりやすく伝えよう
とし、意見の異なる
相手からも理解を得
ようと工夫すること
ができた。

自らと考えや価値観
の異なる人のことも
尊重し、活動がより
意義のあるものとな
るように活動するこ
とができた。

B

与えられた自らの役
割は果たすが主体的
なものではなく、他
者や社会のために貢
献するという生き方
に価値を見いだすこ
とができなかった。

課題意識を持って活
動をスタートしたに
も関わらず、積極的
な探究を行うことが
できず、興味関心を
広げることができな
かった。

グローバル探究には
ふさわしいが、漠然
とした課題設定と
なってしまった。

独自の考えを展開し
ているが、調べた資
料やデータを活用で
きておらず論拠に乏
しい。

他者に思いを伝えよ
うとする気持ちはあ
るが、もどかしさか
ら感情的になること
が多かった。

自らと考えや価値観
の異なる他者の存在
に気付くことはでき
たが、自らの考えに
こだわることが多
かった。

C

グループの一員とし
ての役割も果たそう
とせず常に消極的
で、他者や社会に貢
献しようとする意志
も見られなかった。

他者の課題意識に追
従して活動をスター
トさせたため、興味
関心をもつ事柄を見
出せず、積極的に探
究を行うこともでき
なかった。

グローバル探究に関
連していない課題設
定となってしまっ
た。

調べた資料やデータ
をただ列挙しただけ
にとどまっている。

他者に思いを伝えよ
うとする気持ちを
持っていない。もし
くは、他者に思いを
伝えることができな
かった。

自らと考えや価値観
の異なる他者の存在
を認めることができ
ず、周囲から促され
て交流をするだけ
だった。

姿勢 探究 コミュニケーション

2021年度和歌山信愛高等学校「グローバル探究」ルーブリック評価表
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（表 2） 

 

 ９ 成果  ※文中の【 】は、本開発単位終了後の生徒レポートから引用 

 本開発単位は初年度のプレ実施から数えて３度目の実施となり、例年改良を加えながら実践している。

特に今年度は、昨年度とは異なり、開発単位Ⅰ「リージョン探究」同様、新型コロナウイルスの影響を受

け入れた上で、コロナ禍以前の教育効果を目指した点にある。特に、「自分で創るフィールドワーク」を

２年連続で実施できなかった点は非常に残念であるが、昨年度の経験を踏まえ、スムーズな形で「自分で

創るオンラインフィールドワーク」へと移行することができた。 

 また、本開発単位では、開発単位Ⅰ「リージョン探究」で育まれた地域の未来に対して貢献したいとい

う思いを、グローバルな視野と考え方を身につけることで、広い視野をもって地域に貢献できる力へと発

展させることを意識するとともに「Key Girl」の８つの資質全てを育成することを目指している。 

 では以下に、本開発単位で期待される成果と対比させながら詳細を述べる。 

 

 

分野 組

発表を聞いての感想

班へ より

評価 内容 発表

【内容】

Ｃ

課題の設定もしくは解決策が一般的なものであり、内容的にはもの

足りなさが感じられた。

設定した課題について調べたことをただ発表しているだけであり、

解決策については触れられないなど内容に乏しさが感じられた。

Ｓ

Ａ

Ｂ

課題の設定および解決策に独創性や実現性があり、非常に興味深い

内容だった。

課題の設定もしくは解決策の着眼点などに良さがあり、さらなる発

展が期待できる内容だった。

【発表】

Ｃ
聞き手に自らの成果を伝えようという意識や、ともによりよい探究

活動を行おうとする意識に欠けた発表だった。

Ｓ
適切な声量と話すスピードで内容を理解しやすく、聞き手のやる気

や主体性まで引き出されるような発表だった。

Ａ
適切な声量と話すスピードで内容を理解しやすく、原稿を見るのは

最小限で、聞き手への配慮がなされた発表だった。

Ｂ
声量や話すスピードなどに物足りなさはあったが、聞き手に自らの

成果を伝えようとする思いが感じられる発表だった。

2021年度「グローバル探究」最終発表会　ルーブリック評価および感想シート
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  ⅰ 資質①「献身性」 

   本開発単位終了後に実施

したアンケートでは、「グロ

ーバル探究」を通して「献身

性」の向上を実感した生徒

が 76．7％となっており、昨

年度よりも大幅な伸びを見せている。生徒のレポートからは、【今年度私はあえて 1 人で「グローバ

ル探究」に取り組んだ。昨年度の「リージョン探究」はグループでの活動でメンバーに頼ってしまっ

たところがあると感じたからだ。グローバルな社会課題を持続可能な方法で解決に導くという「グロ

ーバル探究」の活動は非常に大変だったが、その活動を通して誰かのために活動することの大切さを

感じることができるようになったと思う：福祉】、【「グローバル探究」では、解決策を導くにあたっ

て、色々な方の協力を得るために積極的にコンタクトをとるという活動があった。私は環境分野を選

択したが、様々な人が、このままでは地球環境は破滅してしまうという思いのもと地道に活動してい

ることを知った。その方々の思いを通して、自分自身も何らかの形で未来の人たちが不安なく生活で

きる環境を取り戻すために尽力したいと思うようになった：環境】などと、「グローバル探究」の学

びや活動を通して、誰かのために行動することの尊さに気付いた様子が見られた。 

 

 

  ⅱ 資質②「興味・関心」 

   昨年同様 92.6％と非常

に高い割合の生徒が「（グ

ローバルな社会課題に対

する）興味・関心」の向上

の実感を述べており、成

果の感じられる項目となった。 

   レポートからも【「グローバル探究」の良さは、自分で課題設定を行うことによって興味を感じて

いる分野について取り組むことができる点だと思う。そのため、この１年間はとことん取り組むこと

ができたと思う：教育】、【1 年という長い期間取り組んだことは大変だったが、興味や関心があるこ

とについてより深く知る機会を持つことで、さらにその課題の奥深さに気付くことができた：教育】

などと、課題提示型の「リージョン探究」を経て、課題設定型の「グローバル探究」を実施するとい

う本プログラムの展開も興味・関心の向上に繋がっていることが確認できた。 

 

  ⅲ 資質③「確かな知識」 

   本資質も昨年度より高い

向上の実感を得ていたが、

今年度は 95.3％とさらに伸

びが見られ、成果を感じる

ことのできる項目となっ

た。 

生徒のレポートからも、【ネットの情報を信じるなということはよく言われるが、それでもインタ

2021年度 2020年度

向上した 76.7% 60.5%

向上していない 4.0% 3.2%

分からない 19.3% 36.3%

献身性

2021年度 2020年度

向上した 92.6% 91.8%

向上していない 1.3% 1.8%

分からない 6.1% 6.4%

興味・関心

2021年度 2020年度

向上した 95.3% 83.2%

向上していない 0.7% 0.9%

分からない 4.0% 15.9%

確かな知識
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ーネットの手軽さは私たちにとって大きな魅力だと思う。しかし、今回学外の方々にインタビューす

るという少し面倒な形で調査を行う機会を持ったが、直接コンタクトをとって得た知識というもの

は貴重なものだと感じることができた：女性】、【自分たちも積極的に「グローバル探究」の活動に取

り組んだが、今回多くの他の班の発表を聞くことができたことに価値があると感じている。学年の皆

が同じような思いをして集めた様々な分野の知識を共有したことで、自分自身の教養みたいなもの

が豊かになったと思う：福祉】などと、「確かな知識」の「確かな」の部分をしっかりと理解した上

で、その力の向上を実感していることが確認できた。 

 

  ⅳ 資質④「課題発見および設定力」 

   本開発単位において最も

重視しているのがこの「課

題発見および設定力」であ

る。講師から課題を提示さ

れる「リージョン探究」とは

異なり、本開発単位では、「教育」「福祉」「女性」「環境」の４つのテーマの中から、グループおよび

個人で課題を発見・設定した上で探究活動を行わなければならず、その難易度を一段階あげている。

今年度は、ガイダンスの際に「設定した課題は自由に変更してもよいこと」、「グループ編成後にも課

題設定を行う期間をしっかり確保していること」の２点を意識して丁寧に行った。それが今回の結果

に反映されているのかは定かではないが、昨年度よりも本項目の数値が向上しているのは成果の 1

つと言えるだろう。 

   なお、レポートからは、【テーマの選択のみで自由に課題を設定してもよいという「グローバル探

究」の活動はとても難しいものだったのだと今なら分かる。世界中に解決しなければならない問題は

たくさんあるが、今の私たちができることにも限界があると思うからだ。私は「リージョン探究」の

反省から、「グローバル探究」ではアイディアだけでなく、そのアイディアを行動に移したいと考え

ていた。そういう点からも今回取り組んだ現地で手に入るもので作る水のろ過装置の活動を通して、

「課題発見および設定力」の向上を実感できている：福祉】としっかり運営側の意図を汲み取って質

の高い探究活動に取り組んだ生徒の姿を確認することができた。 

   また、【自分たちでは適切な課題設定ができているか自信はなかったが、発表のアドバイスシート

で「斬新な発想でとても興味深い発表でした」というコメントをもらったことがとてもうれしく、自

信になった：教育】と他者からの評価が成長の実感に繋がった例も確認することができた。生徒にと

って課題設定を行うということは非常に難しいチャレンジであると同時に、難しいからこそ大きな

自信へと繋がるものであるということが分かった。 

 

  ⅴ 資質⑤「課題解決力」 

   アンケートの結果から

は、本項目においても昨年

度と比較し、更なる成果の

感じられる結果が出てい

る。 

生徒のレポートからも【私たちは「性教育」をテーマに探究活動に取り組んだ、社会ではその問題

2021年度 2020年度

向上した 82.0% 75.9%

向上していない 4.0% 3.2%

分からない 14.0% 20.9%

課題発見

および設定力

2021年度 2020年度

向上した 80.5% 73.1%

向上していない 5.4% 3.1%

分からない 14.1% 23.8%

課題解決力
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に触れることすら好意的に受け止められていないように感じていたが、「グローバル探究」では全く

制約なく自由に取り組むことができたのがとてもうれしかった。自分たちなりにこれからの「性教

育」の在り方について具体的にまとめることができたという実感があるので、それが社会的にどのよ

うに評価されるのかは別にして、難しいことにチャレンジし、具体的な提案へと繋げる力は確実に向

上したと思う：教育】、【これまでは社会が大きく変化するなどと思ったことがなかったが、実際に社

会が変化するのを目の当たりにした今「地域協働事業」のような活動はとても大切なものなのではな

いかと感じている。今の自分が社会に役に立つほどの「課題解決力」を有しているとまでは思わない

が、この活動に取り組んでいなかった自分と比較すると、大きく「課題解決力」は向上したと思うし、

何よりも将来に対する意識が変わったと思う：福祉】と現在の社会情勢に後押しされながら、本事業

の意図をつかみ、探究学習に取り組んでいる生徒の姿は多く見られている。 

反面、昨年度も存在していたが、【「リージョン探究」でも思ったが、今の私たちにできることなど

何もないと思うのに、こんなことをやらされている意味が分からない。専門的な知識や技術がない私

たちが取り組んでも無駄だと思うし、自分たちの出した解決策もとりあえずまとめたというものに

留まっている：環境】などと一部ではあるが、目に見える成果といった部分にこだわるネガティブな

意見が見られた。「○○力」を伸ばすという目標はあくまでも形式的なものであり、本質的に大切に

したいのは、生徒たちの社会に対する意識の改革なのであるが、どうしても一部の生徒たちに伝わら

ないことは今後に向けての課題と言える。 

 

  ⅵ 資質⑥「表現・発信力」 

   アンケートの結果とし

ては昨年度と比較すると

数値は向上しているもの

の、昨年度と同様に今年度

も８つの資質の中で最も

生徒の成長実感の乏しい資質となっていた。これは、現状の形でアンケートを実施していない初年度

からも継続している傾向であり、本学生徒の大きな特徴の一つかもしれない。 

   生徒のレポートからは、「緊張したが、しっかり発表できた」という意見も見られたが、【ロイロノ

ートやパワーポイントなど発表用の資料については、メンバーで協力し、それなりのものができたと

思うが、やはりカメラや人の前で話すということについては全然できていないと感じた。特に、中間

発表の時には、カメラの前ということもあり、発表の原稿をただ読むだけだったように思う：女性】、

【私は昨年他の学校の生徒の発表を聞く機会があり、その人たちが堂々と自信を持って自分たちの

活動について話していたので、自分もそのようになりたいと思っていた。しかし、やはりいざ人の前

で話すとなると緊張してしまい、覚えていた発表内容も真っ白になってしまい、結局原稿を読むだけ

になってしまった：福祉】と口頭での発表に対して苦手意識を持っている生徒が多いことに改めて気

付かされた。コロナ禍において人前で発表する機会が少なくなっていることも影響しているとは思

うが、そもそも日常の学校生活の中で、自らの考えや思いを日常的に表現することが少ないため、口

頭発表の場が非常に特別な場という形で認識されているのかもしれないと感じている。 

 

  ⅶ 資質⑦「主体性」 

   探究学習を導入したことによって、教員にとって最も大きな生徒の変容として受け止められてい

2021年度 2020年度

向上した 75.8% 64.1%

向上していない 9.4% 7.3%

分からない 14.8% 28.6%

表現力・

発信力



- 55 - 

 

るのがこの項目である。し

かし、過去 2 年のアンケー

トでは思うような結果が出

ていなかった。しかし、今年

度については「向上してい

ない」という生徒も若干増えたものの、「向上した」と回答した生徒が昨年度と比較して 10％近く増

加するという結果が出ている。 

   生徒アンケートからは、【昨年度の「リージョン探究」は新型コロナウイルスの影響もあって活動

の制約が多かったが、「グローバル探究」では、自分たちの工夫次第で色々な活動に取り組むことが

できた。ZOOM などを用いてオンラインでインタビューさせていただけたことは、将来を意識する

とても良い機会だったと思う：教育】、【以前カンボジア研修に参加した先輩方の報告会に参加し、同

じ学校の先輩たちが積極的に活動している姿に憧れを持ち、高校２年生になったら自分もカンボジ

アに行きたいと思っていた。残念ながらこのようなことになってしまい、海外体験はできなくなって

しまった。しかし、以前とは違い、今はオンラインで簡単に海外の人とも話をすることができる。今

回私は海外に住む日本の方にインタビューを行ったが、今までの自分だったら考えられないことだ

と思っている：福祉】などと、昨年と異なりオンラインが当たり前のものとなり、それを積極的に活

用することでこれまで不可能だと思われていたことが可能になるなど様々な広がりを実感できたこ

とが、結果的に自らの「主体性」の向上の実感にも繋がっているように感じられた。 

 

ⅷ 資質⑧「多様性受容力」 

   アンケートの結果を見る

と 、 他 の 項 目 と 同 様 に

84.7％の生徒が「多様性受

容力」の向上を実感してお

り、取り組みの成果が感じ

られる結果となった。しかし、開発単位Ⅰ「リージョン探究」においては、コースやクラスの枠組み

を取り払ってグループ編成を行うことで、意識的に「多様性受容力」を育成しようとするアプローチ

を行ったが、高校 2 年生は医進、特進、学際とそれぞれコース毎に授業単位数が異なっていることも

あり、昨年度と同じ形ではグループ編成を行うことができていないため、「グローバル探究」はクラ

ス内での活動が中心となっている。そのため、他者との「違い」を感じる場面は少ないと想定してい

る中で高い数値が出たことは興味深く、生徒のレポートからその理由を探ってみた。すると、【「グロ

ーバル探究」は４つの分野に分かれているが、同じ分野を選択しているのに、発表がこれほど多岐に

渡るということに驚いた。グローバルな社会課題はたくさんあるとは思うが、個人個人でこれほど興

味や関心が異なるということを改めて強く感じた：教育】、【今回の「グローバル探究」を通して、現

代の社会は徐々に多様性を許容できるようになってきているのだと感じることができた。「女性の働

き方」や「夫婦別姓」、「LGBTQ」など、これまで一律にこうすべきであるとされてきたことに対し

て、少しずつではあるが社会が対応しようとしているということだと思う。だからこそ、私たちにも

「多様性受容力」という力は必要なものだと感じた：女性】などとガイダンスや各種のアンケートな

どの機会を用いて、育成したい８つの資質について繰り返し伝えているからこそ「グローバル探究」

における様々な学びの場面と育成したい力との連携ができるようになりつつあることは、本事業に

2021年度 2020年度

向上した 80.7% 70.9%

向上していない 6.7% 5.9%

分からない 12.6% 23.2%

主体性

2021年度 2020年度

向上した 84.7% 80.0%

向上していない 2.7% 2.7%

分からない 12.6% 17.3%

多様性受容力
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おける大きな成果の 1 つと言えるだろう。 

  ⅸ その他の資質 

   本開発単位終了後のアンケートで「『グローバル探究』の活動を通して、向上したと感じる能力で

上記に含まれていないものがあれば教えてください」という項目を実施した。以下に主なものを記載

する。 

   ・人の話を聞く力 

   ・情報を収集、整理する力 

   ・物事に対して、徹底的に取り組む力 

   ・計画し、それを実行する力 

   ・依頼メールを作成する力 

   ・礼儀やマナー 

 

10 事後アンケートの集約 

９でも述べた通り、本開発単位終了後に、学びの効果を測定するためアンケートを実施した。上記に

含まれなかった項目を以下にまとめる。 

 

 〇質問項目 

  ①「グローバル探究」の学びを通して、将来「（自らが生活する）地域」で地域の未来のために貢献

したいという思いが強くなった。 

 

 

 

 

  ②「グローバル探究」の学びを通して、将来他地域や他国で生活することになったとしても、何らか

の形で「（現在自らが生活する）地域」の未来のために貢献したいという気持ちが強くなった。 

 

 

 

 

  ③「グローバル探究」の学びを通して、これからの社会を生きていく上では、「答えが一つとは限ら

ない課題」と向き合っていく必要があると感じるようになった。 

 

 

 

 

  ④「グローバル探究」の学びを通して、英語を学ぶことの重要性を感じるようになった。 

 

 

 

 

2021年度 2020年度

当てはまる 90.0% 86.8%

当てはまらない 10.0% 13.2%

2021年度 2020年度

当てはまる 89.3% 85.0%

当てはまらない 10.7% 15.0%

2021年度 2020年度

当てはまる 97.3% 97.7%

当てはまらない 2.7% 2.3%

2021年度 2020年度

当てはまる 87.3% 70.9%

当てはまらない 12.7% 29.1%
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  ⑤「グローバル探究」の学びを通して、様々な課題に対して、複数の視点からアプローチができるよ

うになった。 

 

 

 

 

  ⑥「グローバル探究」の学びを通して、自分には良いところがあると感じることができるようになっ

た。 

 

 

 

 

  ⑦「グローバル探究」の学びに対する自らの姿勢を自己評価してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 11 昨年度の課題とその対応 

最終年度となる３年目の今年度は、新型コロナウイルスへの対応、「グローバル探究」に取り組んだ

高校 2 年生における「Key Girl」の８つの資質の成長実感数値の向上といった部分で大きな成果をあげ

ることができたと認識している。しかし、昨年度の本報告書で挙げた課題について、どのように対応し

たかについてはしっかりと検証しておきたい。 

 

  ⅰ 「探究活動の質」と「発展的活動の難しさ」 

今年度「グローバル探究」に取り組んだ高校 2 年生は、昨年度の開発単位Ⅰ「リージョン探究」に

おける探究活動において調べ学習の延長線上にとどまったものが多数見られた学年であった。また、

昨年度は各学年から選抜された優秀班が口頭発表を行う研究成果発表会も中止になってしまうなど、

「探究活動の質」の目安となるような他者の発表を聞くにも恵まれない学年となってしまった。しか

し、本事業が年を経るごとに学内において当たり前のものと認識されてきたこと、各分野の講師の先

生方の生徒に対する関わり方が安定してきたことなどが要因となり、詳細は後述するが本事業の締

めくくりにあたって実施した「最終成果発表会」に参加した生徒たちを中心として、かなり深く探究

活動に取り組んだ様子を確認することができた。 

また、１月から３月に設定された発展的活動については、一部の生徒が要請を受け、同じ和歌山県

内にあり、SGH ネットワーク校の認定を受けた和歌山県立日高高等学校の第 2 学年探究成果発表会

のポスター発表に参加するなどの活動は行ったものの、やはり新型コロナウイルスの感染拡大を予

防する観点からも外部機関との連携を奨励することは難しいという結論となった。 

2021年度 2020年度

当てはまる 88.7% 75.0%

当てはまらない 11.3% 25.0%

2021年度 2020年度

当てはまる 75.7% 58.2%

当てはまらない 24.3% 41.8%

2021年度 2020年度

S 楽しみながら積極的に取り組むことができた 35.3% 39.1%

A 積極的に取り組むことができた 56.7% 50.6%

B あまり積極的に取り組むことができなかった 7.3% 10.0%

C 消極的にしか取り組むことができなかった 0.7% 0.3%
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ⅱ 「表現・発信力」の育成 

 開発単位Ⅰと同様、昨年度は新型コロナウイルスの影響を受け、ポスター発表などの対面型の発表

形式を実施することができなかったことから生じた課題であると考えている。そのため、今年度は

「グローバル探究」実施学年である高校２年生の担当教員と連携しながら、特に瞬間的な受け答え能

力を磨くために、しっかりと感染対策を行った上で、発表後の質疑応答を行うことを目指した。その

一つの完成の形としては本事業の３か年に渡る成果の報告を行った「最終成果発表会」であるが、オ

ンラインの発表会でありながらも、ICT 機器を活用することで、良質な質問とはどのようなものか

ということを生徒に提示できるという点で口頭発表以上に「表現・発信力」の向上に役立つ手法を見

つけることができた。詳しくは、「⑦最終成果発表会」の項目にて述べる。 

 

ⅲ 客観的かつ適切な評価活動の実施 

本学では、８－ⅱ表１および表２にて紹介したルーブリック評価表を用いて、自己評価や他者評価

を実施している。しかし、昨年度は他者評価において、今後の人間関係などへの配慮からどうしても

無難な評価をせざるを得ないという課題が残った。 

 そこで、今年度はガイダンスや各種の連絡の機会を通して、本当の意味で他者を育てる適切な評価

の大切さを訴えかけた。今年度はその取り組みを始めたばかりであるため効果の程ははっきりとは

しないが、これも継続していくことで客観的かつ適切な評価活動が当たり前のものとなると考えて

いる。なお、以下に評価活動に対する今年度の意識変化についてのアンケートの結果を載せるが、評

価に対して無関心だった層が減少していることを見てとることができる。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間発表後 最終発表後

相手のことを考え、客観的かつ適切な評価やアドバイスができた 64.2% 64.7%

もう少し厳しい評価やアドバイスを行いたかったが、相手の感情

が気になり、甘いものになってしまった
25.7% 32.7%

評価をしなければならなかったため行っただけで、適切なもので

はない
10.1% 2.6%
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12 「グローバル探究」プレゼンテーション資料（一部） 
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③ 開発単位Ⅲ「キャリア探究」（現高校３年生対象 ※ただし、2021 年 2 月よりプレ活動として実施） 

1 目的 

「2011 年度にアメリカの小学校に入学した子どもたちの 65％は、大学卒業時に今存在していない職

業に就くだろう（キャシー・デビッドソン）」。この言葉は、近年至るところで耳にする言葉となった。

これは、科学技術等が急速に発展する現代社会の中で、今後 10～20 年の間で社会の構造が大きく変化

することを予測した言葉である。この言葉が発表されたのが 2011 年の 8 月。そこからすでに 10 年が

経過し、その子どもたちはすでに高校生となった。 

また、近年日本でも「Society5.0」という言葉が聞かれるようになったが、これは「狩猟社会」「農耕

社会」「工業社会」「情報社会」に続く、仮想と現実を高度に組み合わせたシステムを用い、経済発展と

社会課題の解決を両立する人間中心の新しい社会のことを指している。このようにこれから社会に出

ていく生徒たちは、変化を予測することが難しい時代を生きることになる。すでに、新型コロナウイル

スの感染拡大によって社会が短時間で大きく姿を変えるということを実感している生徒たちには、こ

のような社会の変化に受け身で対応するのではなく、自ら課題を発見し、時には国籍を越えた他者とも

協働しながらその解決を図り、未来を切り拓いていく姿勢が切に求められると感じている。 

そこで、本開発単位では、本学のカトリックの理念による教育によって育まれた「奉仕・貢献の心」

と開発単位Ⅰ、開発単位Ⅱの学びを掛け合わせながら、自らの生涯に渡って取り組みたい「ミッション

（使命）」を見つけ、既存の職業観にとらわれない具体的なキャリアプランニングを行い、不透明な未

来や将来に対して「不安」を抱くのではなく、「ワクワク」を胸にチャレンジできる人材へと成長する

ことを目的とする。 

 

2 内容 

「奉仕・貢献の心」「リージョン」「グローバル」の 3 要素を意識しながら、人生を賭して取り組みた

い「ミッション」を見つけるという探究活動を通して、既存の職業観にとらわれないキャリアプランニ

ングを行う。ワークシート作成、ジェネリックスキル測定テスト、自らのキャリアプランを発表するこ

とだけでなく、他者のキャリアプランを聞くことなどの活動を通して、自らのプランをさらに深化させ

ていく。なお、本開発単位は個人による探究活動とする。 

 

 ３ 期待される成果 

 「Key Girl」の資質 … ①・②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧ 

 

 ４ 新型コロナウイルスの影響 

本開発単位は、前年度の 2021 年１月よりスタートしている。次項で詳細を述べるが 2020 年度に関

しては、新型コロナウイルスの感染に関して不透明な部分も多く、またワクチン接種も行われていなか

ったため、本来実施したかった内容を一部変更および中止したものがある。 

2021 年度に入ってからは、基本的に感染の拡大に注意しながら、当初の予定通りの活動を行うこと

ができた。ただし、９月６日（月）に実施した最終発表会に関しては、当初学内での対面形式にて実施

することを考えていたが、８月下旬からの新型コロナウイルスの第５波の影響を受け和歌山県におい

ても多数の感染者報告がなされていたこともあり、急遽動画による視聴形式に変更して対応した。 
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5 概要（実践） 

  ⅰ 前年度（2020 年度）実施内容 

 

ⅱ 実施状況 

 2020 年度の開発単位Ⅱ「グローバル探究」に１か月の遅れが生じていたため、当初 2021 年 1 月

中旬に実施予定であった「キャリア探究ガイダンス」からスタートする予定であったが、２月８日

（月）からのスタートとなった。また、先輩女性のキャリアを学ぶという観点から、運営指導委員の

先生 2 名、コンソーシアム構成団体の一つである国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川様の主催による

３つの講演を実施予定であったが、運営指導委員の先生方が関東圏在住であったことにより、動画に

よる講演に変更となり、国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川様に関しては、オンラインでの講演開催を

模索したものの、高齢の方が多く所属していることもあり、ＩＣＴ機器の使用に自信が持てないとの

理由で開催辞退の連絡を受け、中止することとなった。 

 

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

冬休みの課題として「一般社団法人ナレッジキャピタル主催

『未来の“私の”仕事を考える』」への応募

「キャリア探究」ガイダンス動画の配信

　・内容説明およびルーブリック評価表の配布

② ３月8日（月） 2 リクルート進学辞典付録「適性診断」の実施 通常実施

地域協働事業（グローカル型）特別講演

　・運営指導委員の先生による講演

3月15日（月） 1 動画による講演（運営指導委員　平山様、渡邊様） 変更実施

地域協働事業（グローカル型）コンソーシアム特別講演

　・主催国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川様

冬休み

－ 3月中旬 2 開催辞退

－ － － 通常実施

③
2月中旬 1 中止3

① 2月8日（月） 1 変更実施
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    ⅲ 2021 年度実施内容 

 

  ⅳ 担当講師 

本開発単位は個人による探究活動であり、担当講師は設定しない。高校３年生に所属する教育改革

推進事業運営チームの３名の教員を中心として、学年に所属する全ての教員が運営、指導にあたる。 

 

  ⅴ 実施状況 

   昨年度実施した本事業のプレ学年（現大学１回生）に対しては、新型コロナウイルス感染拡大防止

による休校措置の影響を受け、４月からの個人ワークはオンライン形式での実施となり悔いの残る

部分もあったが、今年度は本来想定していた形で実施することができた。 

   ただし、８月下旬より全国的に新型コロナウイルス感染者が急増し、和歌山県内においても一定量

の感染者が出たこともあり、生徒の安全を第一に考え、当初は発表者も代表者のみと人数が少ないこ

ともあり、対面型で最終発表会を実施する予定であったが、急遽動画を作成し、各 HR 教室に配信す

るというオンライン形式への変更を余儀なくされた。 

 

 ６ 評価 

  ⅰ 評価方法 

カトリックの理念に基づく「奉仕・貢献の心」と開発単位ⅠおよびⅡの学びという３つの要素を意

識した上で設定した「ミッション（使命）」を含むキャリアプランニングを提案に向けて、主体的な

探究活動の経緯とキャリアプランの具体性、そして、本開発単位に関しては、本事業のまとめに当た

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

① 4月19日（月） 2 「自分自身を理解する」実施 通常実施

② 4月26日（月） 2 「学び未来PASS（ジェネリックスキル測定テスト）」受験 通常実施

「社会との関わりを知る」実施

「ミッションを見つける」実施

キャリアプランニングシートの作成

シャッフル発表会におけるプレゼンテーション資料作成

シャッフル発表会の実施

　・学年でキャリアの近い生徒同士でグループを編成し、発表

　・相互アドバイスや評価活動の実施

クラス内発表会

　・各クラスで発表会を実施し、クラス代表を選出

夏期補習期間 ー ー ー ブラッシュアップ　※クラス代表選出者のみ 通常実施

ー ８月下旬 ー 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、発表動画作成に変更 変更実施

動画配信形式の最終発表会

　・発表者（22名）がホールに集合し、学年の各HR教室に配信

「キャリア探究」リフレクション

　・自己評価および担任からの評価活動を実施

「キャリア探究」レポートの作成

　※9月20日（月）を期限とし、Classi上に提出

2

変更実施－－－

1

変更実施9月６日（月） 2

通常実施⑧ 9月13日（月） 1

④ 6月28日（月）

⑦

2 通常実施

6月21日（月） 2 通常実施

⑥
7月21日（水）～

7月29日（木）
4 通常実施

③

⑤ 7月19日（月） 2 通常実施
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るものと位置付けて「継続・発展性」という項目を加味して、プログラム終了後に本学独自のルーブ

リック評価表（表１）を用いて評価を行った。なお、本ルーブリック評価表は、開発単位Ⅰ・Ⅱと同

様に「Ｓ（大変優れている）・Ａ（優れている）・Ｂ（改善を必要とする）・Ｃ（努力を必要とする）」

の 4 段階から構成され、本開発単位のスタート段階で生徒に配布し、評価基準を明確にするととも

に、目指すべき目標とした。 

ただし、実施初年度となる昨年度は、担任教諭を含むクラスメートとの相互評価を実施したが、本

開発単位が個人による探究活動であることから、その取り組みの過程を他者と共有することに限界

があった。そこで、２年目となる今年度は自己評価にとどめることとした。 

しかし、他者からの視点というものは非常に貴重なものであるため、シャッフル、クラス内、最終

の各発表の際には、ルーブリック評価表の付随したアドバイスシート（表２）を改良し、より充実し

たフィードバックを得られるようにした。 

 

  ⅱ ルーブリック評価表 

 （表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献身性・主体性 興味関心
課題発見力
課題設定力

課題解決力 継続・発展性
表現力・発信力
（他者へ）

多様性受容力
（他者から）

S

自らの未来と他者や社
会への奉仕・貢献とい
う2つの視点が高いレ
ベルで融合した活動を
行うことができてい
る。

自らだけでなく他者も大
切な存在であると捉えた
上で、これからの社会の
中でどのようなキャリア
を構築するかという点に
おいて強い興味関心を持
つことができている。

「キャリア探究」とい
うテーマの本質を理解
した上で、独自の課題
を発見、設定すること
ができている。

丁寧な調査によって社
会構造の変化などを予
測した上で、論理的で
興味深い「最善の解」
を提示し、その実現に
向けて行動を始めてい
る。

これまでのプログラム
における過程と結果か
ら学んだことを意識
し、強い向上心ととも
に「キャリア探究」に
おける実践に反映する
ことができている。

他者に対して自分の思
いを分かりやすく伝え
ることができるだけで
なく、その情熱で他者
の主体性も引き出すこ
とができている。

自らと興味関心や考え
方の異なる他者に強い
関心を持ち、その考え
方や経験を積極的に取
り入れ、より質の高い
成果につなげようとし
ている。

A

自らの未来という視点
だけではなく、他者や
社会のために奉仕・貢
献するという視点も意
識しながら活動するこ
とができている。

自らを大切な存在であ
ると捉えた上で、今後
の自己キャリアの構築
に対して興味関心を持
つことができている。

「キャリア探究」とい
うテーマを踏まえ、適
切な課題を発見、設定
することができてい
る。

社会構造の変化などを
自分なりに予測した上
で「最善の解」を提示
することができてい
る。

これまでのプログラム
における過程と結果か
ら学んだことを意識し
ながら、「キャリア探
究」での実践に取り組
むことができている。

他者に対して自分の思
いを分かりやすく伝え
ることで、他者の心に
も刺激を与えることが
できている。

自らと興味関心や考え
方の異なる他者にも関
心を持ち、その考え方
や経験を自らにも活か
そうとする態度をとる
ことができている。

B

自らの未来という視点
が中心となり、他者や
社会のために奉仕・貢
献するという視点に乏
しい活動となってい
る。

自らを大切な存在であ
ると捉えながらも、今
後の自己キャリアの構
築について受動的で興
味関心を持つことがで
きていない。

「キャリア探究」とい
うテーマを踏まえた上
で、課題を発見、設定
しているが、その課題
設定に物足りなさが感
じられる。

「最善の解」を提示す
ることはできたが、そ
れは現状から考えたも
のに留まってしまって
いる。

これまでのプログラムに
おける過程と結果から学
んだことを「キャリア探
究」における実践に活か
したいと考えているよう
だが、行動には移しきれ
ていない。

他者に対して自分の思
いを伝えようとする気
持ちはあるが、他者を
巻き込むには至ってい
ない。

自らと興味関心や考え方
の異なる他者の存在に気
付いたが、自分とは違う
という思いから何かを得
ようとする態度をとるこ
とができていない。

C

自らの未来という視点
しか含まれておらず、
他者や社会のために奉
仕・貢献するという視
点に欠けた活動になっ
ている。

自らを大切な存在であ
ると捉えることができ
ず、今後の自己キャリ
アの構築という重要な
課題に興味関心を持つ
ことができていない。

「キャリア探究」とい
うテーマの本質や全体
を踏まえることができ
ておらず、適切な課題
の発見、設定を行うこ
とができていない。

しっかりと思いを持っ
て取り組み、考えた上
での「最善の解」を提
示することができてい
ない。

これまでのプログラム
における学びを「キャ
リア探究」における実
践に全く反映させるこ
とができていない。

他者に対して自分の思
いを伝えたいという気
持ちが乏しいため、他
者を巻き込むこともで
きていない。

自らの興味関心や考え
方以外に関心がなく、
他者の考え方や経験を
自らに活用させること
の意義も理解すること
ができていない。

姿勢 探究 コミュニケーション

2021年度和歌山信愛高等学校「キャリア探究」ルーブリック評価表
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 （表２） 

 

 ７ 成果  ※本文中の【 】は本開発単位終了後の生徒レポートやアンケートから引用 

本開発単位は、昨年度のプレ実施を経て、本事業１期生のために実施したものである。本来であれば、

申請書段階で考えていた内容をプレ実施で確認・改良をし、今年度の実施に繋げる予定であったが、昨

年度の新型コロナウイルス感染拡大防止による休校措置のため、本来想定していた知見を得ることは

できなかった。しかし、そのような中でも振り返ってみると「Key Girl」育成の最終段階としてふさわ

しいプログラムであったという成果をあげることができたと認識している。本開発単位では、「Key Girl」

の８つの資質を全て育成したいと考えているが、その中でも、自らの人生と真摯に向き合い、「ミッシ

ョン」を見つけるという観点から「主体性」「課題発見および設定力」、その「ミッション」にいかにし

て取り組むことができる環境を獲得することができるかという観点から「課題解決力」、そして、「Key 

Girl」として、その中に「社会課題の解決」を盛り込むという観点から「献身性」の育成を重視した。 

では、以下に本開発単位で期待される成果と対比させながら、その詳細を述べていきたいと思う。な

お、昨年度のプレ実施における成果とも対比させながら述べていきたいと考えるが、今年度は「Key Girl」

を構成する８つの資質それぞれについて、「向上した」「向上していない」「分からない」という３択で

アンケートを取ったのに対し、昨年度は「『Key Girl』を構成する８つの資質の中で向上したと感じる

資質を全て選びなさい」という異なった質問形式でアンケートを実施している。 

 

 

  ⅰ 資質①「献身性」 

上記の表の通り、「献身性」

の 向 上 を 実 感 し た 生 徒 は

69.9％となり、８つの資質の

中で３番目に実感値の低い項

目となった。昨年度と比較す

ると数値としては向上しているものの、昨年度は実感値の高い項目であったため、意外な印象を受けて

いる。生徒のレポートには、【社会や他者のためにという「献身性」の大切さは分かるが、やはり自分

の人生だと思うので、正直自分のやりたいことを第１に置いて探究活動を行った。そのため、「向上し

【内容】

【発表】

内容をより良くするためのアドバイス

Ｃ
聞き手に自らの成果を伝えようという意識や、聞き手とともによりよいものを
作っていこうとする意識に乏しい発表だった。

発表会用ルーブリック評価表 さんへ より

評価 内容 発表

発表のよかった点

Ｓ
適切な声量と話すスピードで内容を理解しやすく、情熱や創意工夫に富み、聞
き手のやる気や主体性も引き出されるような発表だった。

Ａ
適切な声量と話すスピードで内容を理解しやすく、聞き手にも刺激を与えるよ
うな発表だった。

Ｂ
声量や話すスピードなどに物足りなさはあったが、聞き手に自らの探究成果を
伝えようとする思いが感じられる発表だった。

Ｃ

社会に貢献するミッションと自己実現とが高いレベルで融合した、独自性のあ
るキャリアを構想することができた。

社会に貢献するミッションを設定し、社会構造の変化などを予測したキャリア
を構築することができた。

ミッションを設定し、自らのキャリアについて考えることができているが、自
己実現の度合いが強く、貢献の意識には物足りなさが感じられた。

キャリア探究に取り組む意識が低く、ミッションの設定や自己のキャリアにつ
いて深く考えることができていなかった。

Ｓ

Ａ

Ｂ

2021年度 2020年度

向上した 69.9% 58.6%

向上していない 3.7%

分からない 26.4%

献身性
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ていない」と自己評価した】という意見があった。しかし、その生徒も音響工学に関心を持ち、「音」

の力で現代の人々に癒しを届けるというミッションを提示しており、十分に「献身性」の向上を確認す

ることができた。また、【「リージョン探究」に取り組んだ段階で地域や社会に貢献したいという思いが

生じ、将来のキャリアを考えており、「キャリア探究」の活動では向上しなかったと思う】といった意

見も散見され、「向上していない」と答えた生徒が本事業の活動を通して「向上していない」という判

断をしていないことは確認できた。ただし、「Key Girl」の８つの資質のいくつかで「分からない」と答

える生徒が 4 分の１程度見られたことは気になるポイントと言える。【「向上している」と評価をした

かったが、正直自信がない。最終発表で堂々と自分の探究の成果を発表している人と比較すると、自分

は「向上している」とは思えないので、「分からない」とした】という意見も見られ、自己評価を行う

にあたって、他者との比較が大きなウエイトを占めている生徒が一定数いるように感じられた。 

 

  ⅱ 資質②「興味・関心」 

本資質は、アンケートに

おいて 90.0％もの生徒が向

上を実感したと答える項目

となった。これは最も実感

値の高い項目である。生徒

のレポートからも【「キャリア探究」のよい所は、複数回の発表を通して、結構深く他の人と意見交

流ができる点だと思う。特に、自分とキャリアの方向性が似ている人とのシャッフル発表会は刺激も

受けたし、そこで初めて話した人とも情報交換ができる仲になった】、【これまでの「リージョン探究」

や「グローバル探究」は与えられた課題という印象があったが、これから自分がどう生きていくかと

いうことについては絶対に向き合わないといけないことなので、これまでの中で一番興味や関心を

持って取り組むことができた】、【クラス内発表や最終発表会で同じ学年やクラスなのに、これほど

様々なキャリアがあることに驚いた。実際私たちは社会が変わる瞬間に立ち会っていることもあり、

社会の変化に興味や関心を持たざるをえないと痛感した】などと多くの生徒が、本開発単位の取り組

みによって、「（物事に対する）興味・や関心を持つこと」の大切さに気付いたことを読み取ることが

できた。 

 

  ⅲ 資質③「確かな知識」 

昨年度と今年度で実感値

に最も大きな差が見られた

のがこの項目である。【探究

学習を通して、実は一番成

長したと思うのは、インタ

ーネットで調べたことをそのまま発表用のパワーポイント資料に添付しなくなったということだと

思う。「リージョン探究」は今思うと、「探究」ではなく、ただの調べたことの羅列だった。インター

ネットの情報をもとにインタビューやアンケートなどの調査を行うことで、より深く考えるという

活動を通して、自らが得た知識が深いものになっていると実感できる】、【今回の「キャリア探究」で

は、自らの思い描くキャリアはやはり実現させたいと思うので、ただ大学の学部を調べるだけでな

く、大学進学後もどのように行動していくことが必要なのかなどを実際にその職業に就いている人

2021年度 2020年度

向上した 90.0% 85.6%

向上していない 2.3%

分からない 7.7%

興味・関心

2021年度 2020年度

向上した 82.6% 47.7%

向上していない 2.7%

分からない 14.7%

確かな知識
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にインタビューしてみた。やはり、その職業に就いている方のお話はインターネットに書かれていた

ものとは異なっており、こういうものが「確かな知識」と言えるのかなと感じた】などと、より深く

学ぼうとする姿勢が「確かな知識」の獲得に繋がっているという認識を持っている生徒が多いことが

確認できた。 

 

  ⅳ 資質④「課題発見および設定力」 

   こちらも昨年度と比較す

るとかなり大きな伸びを感

じることのできる項目とな

った。生徒たちからも【当た

り前のことだが、「キャリア

探究」は自分のことなので、自分で考えなければならなかった。これまではグループのメンバーに頼

って課題設定を行ってきたが、今回は自分でしっかり考えたので、この力が向上したと感じている】、

【最初の自分の取り組みはとても浅いものだったと思う。ただの進路選択に過ぎなかった。しかし、

シャッフル発表会で他の人の発表を聞いて大きな刺激を受けた。進路の選択だけでなく、そこからど

のように自分のキャリアを切り拓いていこうとしているかというまで明確に述べられており、そこ

で初めて自分で自分のキャリアをいかに充実したものにしていくかということと真剣に向き合うこ

とができた。最終的には、自らの実現したいキャリアのためには、どのような部分に課題があるのか

ということまでしっかり考えることができたので、「キャリア探究」を通して「課題発見および設定

力」は向上したと思う】などという意見が見られた。段階を踏んで難易度を向上させていく本学のプ

ログラムがしっかりと機能していることが確認できたように思う。 

 

  ⅴ 資質⑤「課題解決力」 

   前年度と比較するとある

程度の伸びは見られたもの

の、今年度の成果として最

も低い値にとどまったのが

本項目である。レポートか

らは【これまでに取り組んだ探究活動で自分なりには解決策を考え、提案してきた。しかし、実際に

行動を起こしたわけではないので、この力が伸びたかどうかには自信がない。ただ、今後の人生の中

で行動に移していきたいとは考えている】などとアクションの欠如を述べているものや、【解決策に

ついては色々と考えたつもりだが、ありきたりなものであったり、実現不可能なものであったりと自

分なりに向上したという実感はあまりない】と適切さを基準に厳しく判断している姿がうかがえた。

【答えのない課題に対する解決策を見つけ出すのはとても難しい。特に、自分の今後の人生となると

夢や希望はあっても果たしてそれが正解なのだろうか。自分にはもっと他の道もあるのではないか

とぐるぐるぐるぐる考えることになった。しかし、この自分なりに考えたという経験こそが「課題解

決力」の向上に繋がっているのだと思う】、【「キャリア探究」は３つ目のプログラムだったので、答

えのない課題にチャレンジするということに対して、多少はコツがつかめてきているように思う。今

回は、自分のキャリアを考えるに当たって、コロナ禍における社会の変化を目の当たりにしたという

経験から今後の社会構造の変化も意識しながら考えることができた。「Society5.0」の社会についても

2021年度 2020年度

向上した 71.7% 43.7%

向上していない 4.1%

分からない 24.2%

課題発見

および設定力

2021年度 2020年度

向上した 65.8% 47.3%

向上していない 5.9%

分からない 28.3%

課題解決力
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調べてみて、その社会の中で、自分のキャリアはどうなるのだろうかなどとかなり深く考えることが

できたと感じている】などとポジティブな意見が昨年度よりも多い印象を受けた。昨年度のような

「『課題解決力』はそんなに簡単に伸びるものではない」という「謙虚な視点」も大切ではあるが、

３年間の活動を通して、「成功体験」や「満足感」を提供していくことも大切なのではないかと感じ

させられた。 

 

  ⅵ 資質⑥「表現・発信力」 

   本資質についても昨年度

と比較するとあまり伸びの

見られないものとなってい

る。ただし、「向上した」と

述べている生徒の多くは、

【自分の中では、他の人と比較してもそれほど発信力はないと思っていたが、発表の際の他者評価で

高く評価してもらえたことが自信となった。】と述べており、他者からの好意的な評価が自信に繋が

っている事例が多く見られている。 

一方、「向上していない」と答えた生徒の多くは、【「キャリア探究」では多くの発表を聞く機会が

あったが、発表の上手い人と比較すると自分はまだまだだと思う】というような意見を述べており、

他者との比較が低い自己評価にも繋がっていることが確認できた。ただし、レポートの中からは【探

究学習を通して、「自分の思いを伝えることの大切さ」を学んだように思う。自分はまだまだ「伝え

る力」は弱いと思うが、今後の人生の中で必要な力だと思うので、向上させていきたい】という前向

きな意見も見られている。 

なお、この資質については、新型コロナウイルスの影響について触れている意見も見られた。【最

初は人前で発表するのは嫌だと思っていたが、高校２年生、３年生では新型コロナウイルスの影響で

対面での発表機会が少なくなってしまったのは残念なことだと思う。代わりに動画を撮影して発表

することになったが、いくらでも撮り直しができるので、ドキドキ感はあまりなかった。また、質疑

応答の機会も少なくなってしまったので、「表現・発信力」の向上の機会はかなり失われてしまって

いると思う】と本事業において、新型コロナウイルスが与えた影響がいかに大きいかを感じさせられ

る意見も見られた。 

 

  ⅶ 資質⑦「主体性」 

   昨年度はレポートでは比

較的ポジティブな意見が見

られたにも関わらず、アン

ケートにおける成長の実感

が低いという資質であった

が、今年度は、昨年度と比較すると大きな伸びが見られた項目となった。レポートからも【「キャリ

ア探究」は自らの人生そのものについて考える機会なので、必然的に主体的に取り組むことができた

と思う。また、「キャリア探究」に取り組んで、これまでの２つのプログラムにもっと主体的に取り

組んでおくことで、より幅広くそして深く考えることができたのではないかとも感じておりその点

は反省している】や【「キャリア探究」では他の人たちの発表を聞く機会がたくさんあった。自分と

2021年度 2020年度

向上した 67.1% 53.6%

向上していない 10.5%

分からない 22.4%

表現力・

発信力

2021年度 2020年度

向上した 72.1% 44.1%

向上していない 3.7%

分からない 24.2%

主体性
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同じような夢を持っている人の中にとても深く考えている人がいたことで大きな刺激も受けた。そ

れによって自分自身もどんどん主体的に取り組むことができたように思う】などと、本事業の学びが

生徒の「主体性」の向上に大きな役割を果たしていることがうかがい知れる。 

   

  ⅷ 資質⑧「多様性受容力」 

生 徒 ア ン ケ ー ト か ら は

83.9％の生徒が向上を実感

しており、昨年度と比較し

ても一定の成果を感じるこ

とのできる項目となってい

る。また、「分からない」と答えた比率も「興味・関心」に次いで少なく、向上の実感を持ちやすい

資質となっていることが確認できた。レポートからも【「キャリア探究」では、色んな人の色んな将

来像や生き方を聞くことができた。全く同じ人は一人としておらず、きっとそれは当たり前のことな

のだろうが、それでもとても印象に残った。地域協働事業に取り組むことで、これからのことついて

考える機会が増えたように感じているが、一人ひとりがこんなに違うということを知れたことは貴

重な体験だと思う】、【人類と新型コロナウイルスとの関係が今後どうなっていくのかという社会に

遭遇した私たちにとって、この探究学習は意義のあるものだと今は強く感じている。「キャリア探究」

でみんなの「キャリア」がそれぞれ違ったように、新型コロナウイルスに対する対応も国や人によっ

てそれぞれである。何が正解なのかは、もっと長い時間が経過しないと分からないことではあるが、

だからといって今何もしない訳にもいかない。きっと世の中の全てのことが同じことなのだろうと

思う。だからこそ、常に自分が正しいと考えるのではなく、色々な人の立場や意見を尊重しながら生

きていくことが大切なのだと感じた】、【現在の社会においては「多様性」を認めていくことはとても

大切なことだと思う。まだまだ日本では自分たちと違うという理由で他者を攻撃するような事件も

数多く見られるが、少しずつ多様な生き方を認められる社会にもなりつつあるように思う。今回の

「キャリア探究」では最初一人で取り組めるというのがとてもうれしかった。これまでの「リージョ

ン探究」や「グローバル探究」ではグループで取り組んだことで意見の集約が難しかったからだ。し

かし、今はその考え方は、自分と違うという理由で他者を攻撃する人と同じだったのではないかと反

省している。みんなが思い描くキャリアが異なるのと同じで、考え方や価値観もそれぞれ違うからで

ある。これからの人生においてとても大切なことを学び、気づけたように感じている】などと、「キ

ャリア探究」の持つ「多様性」が「多様性受容力」の向上に繋がっていることを確認することができ

た。 

 

ⅸ その他の資質 

   本開発単位終了後のアンケートで「『キャリア探究』の活動を通して、向上したと感じる能力で上

記に含まれていないものがあれば教えてください」という項目を実施した。以下に主なものを記載す

る。 

   ・情報収集力 

   ・自分自身を理解する力 

   ・前向きに考えることのできる力 

   ・深く考察する力 

2021年度 2020年度

向上した 83.9% 58.6%

向上していない 2.3%

分からない 13.8%

多様性受容力
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   ・未来を想像する力 

   ・一つのことに粘り強く取り組む力 

 

 ８ 事後アンケートの集約 

本開発単位の終了後に、学びの効果を測定するためアンケートを実施した。上記に含まれなかった

項目を以下にまとめる。 

 

ⅰ 質問項目 

   ①３年間における全ての探究活動を通して、将来「（自らが生活する）地域」で地域の未来のため

に貢献したいという思いが強くなった。 

 

   ②３年間における全ての探究活動を通して、これからの社会を生きていく上では、「答えが一つと

は限らない課題」と向き合っていく必要があると感じるようになった。 

 

   ③３年間における全ての探究活動を通して、英語を学ぶことの重要性を感じるようになった。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

   ④課題の解決に向けて複数の視点からアプローチできるようになった。 

 

2021年度 2020年度

当てはまる 81.7% 49.1%

ある程度当てはまる　　 42.5%

あまり当てはまらない 8.0%

当てはまらない 18.3% 0.5%

2021年度 2020年度

当てはまる 95.9% 84.0%

ある程度当てはまる　　 15.6%

あまり当てはまらない 0%

当てはまらない 4.1% 0.5%

2021年度 2020年度

当てはまる 86.3% 59.0%

ある程度当てはまる　　 29.7%

あまり当てはまらない 9.9%

当てはまらない 13.7% 1.4%

2021年度 2020年度

当てはまる 80.4% 38.9%

ある程度当てはまる　　 29.7%

あまり当てはまらない 18.2%

当てはまらない 19.6% 13.2%
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   ⑤３年間における全ての探究活動を通して、自分には良いところがあると感じることができるよ

うになった。 

 

   ⑥「キャリア探究」の活動を通して、今後自らの可能性を主体的に発揮して、よりよい社会の構築

とともに、幸福な人生の創り手となっていきたいという意識が育まれた。 

 

   ⑦「キャリア探究」を通して、様々な立場の人の、様々なキャリアに関する話を聞いた経験は、今

後の自らのキャリアを考えていく上で参考になった。 

 

  ⅱ アンケート結果からの考察 

今年度は生徒たちにより明確に意志を表明させたいという意図があり、昨年度よりも回答選択肢

の数を絞り２択とした。その結果としては、ほぼ全ての項目において、選択肢の数が少なくなること

でポジティブな回答を選択する生徒の数が減少し、ネガティブな回答を選択する生徒の数が増加す

るという傾向が見られた。 

これは、本事業の初年度に実施された「高校魅力化アンケート」において、自らに関係する項目で

プラスに評価することを顕著に避けるという本学生徒の傾向とも共通するものである。これを良く

表現すれば「謙虚」ということになるのだろうが、客観的に言えば、「自らを適切に評価する能力に

欠ける」ということである。本事業では、この点も改善していきたいという思いも持っていたが、ま

だまだ改善できていないようである。 

 

 

 

2021年度 2020年度

当てはまる 72.6% 26.4%

ある程度当てはまる　　 49.5%

あまり当てはまらない 17.5%

当てはまらない 27.4% 6.6%

2021年度 2020年度

当てはまる 72.6% 47.6%

ある程度当てはまる　　 42.9%

どちらとも言えない 5.2%

あまり当てはまらない 0%

当てはまらない 27.4% 4.3%

2021年度 2020年度

参考になった 94.5% 70.7%

ある程度参考になった 28.3%

あまり参考にならなかった 0.5%

参考にならなかった 5.5% 0.5%
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 ９ 提出レポートからの気付き ※３年間の活動を振り返った視点も含まれている 

  ⅰ 本事業が生徒に与えたプラスの効果について 

   生徒のレポートからは、本事業を通して、様々な学びを得たということを実感していることがうか

がいしれる。 

【「地域協働事業」の活動は私にとってかけがいのないものとなりました。高校に入学した最初の

頃は、自己主張もできず、自分に自信がありませんでした。そんな中でも、試行錯誤しながら、仲間

と助け合い、一つのゴールを目指すというこの取り組みを通して、私自身も別人のように変わること

ができたと思います。このような体験はなかなか普段の授業では得ることができないものだと思い

ます。私はもうすぐ卒業しますが、ぜひ今後も後輩たちがすばらしい体験ができるようにこの活動を

続けてほしいと思います】と自らの成長を実感し、この学びの継続を願う意見が見られた。 

また、【「地域協働事業」に取り組むことで、学校の授業だけでは学べない、自分たちの生活する和

歌山県や SDGs などについて深く学ぶことができた。このような学びを通して、自分自身が社会の

一員であるという意識を持つことができるようになったと思う】、【この３年間正解のない課題につ

いて他者と協力しながら考え続けた経験は自分にとって大切なものであったと感じている。この経

験を通して、将来は社会や地元和歌山のために活躍できるような人材になりたいと思う】などと本事

業が社会の一員としての自覚や地域の未来に対する責任を育むものであったことが分かる。 

さらに、【私がこの活動で一番心に残っているのは、学校生活だけでは接することのできない人た

ちのお話をたくさん聞くことができたことである。高校 1 年生の「リージョン探究」におけるフィー

ルドワーク、高校 2 年生の「オンラインフィールドワーク」の体験は忘れることのできないものとな

っている。特に、「オンラインフィールドワーク」では自分たちである企業にメールで問い合わせ、

実際に Zoom でインタビューをさせていただくことができた。インタビューの前日からとても緊張

したが、当日は反対に自分たちの積極性を誉めていただき、とてもうれしく思ったことはきっと一生

忘れることはないと思う】などとチャレンジすることの大切さや【「地域協働事業」では、「他者と協

力することの大切さ」が繰り返し言われていたが、私は少し違う意味で協力の大切さを学んだように

思う。このような活動では、どうしてもグループ活動においてリーダーシップが重要視されると思う

が、私はどちらかと言えば、人に助けてもらうことの大切さを学んだ。私は今まで人の助けを借りる

ことが下手というか、人の力を借りることが嫌いだったのだと思う。しかし、自分の役割だからとい

って一人で抱え込んでしまうと、グループ全体に迷惑をかけてしまうことに気づいた。きっとこれか

ら先、社会人になってもグループで何かをすることがあると思うが、頼られることばかりを考えるの

ではなく、良い意味で人を頼れる人になりたいと思った】と新たな観点から意見を述べる生徒も見ら

れた。 

そして、【最初は色々な課題に取り組み、自分たちなりに解決策を提案してみても、実際に社会に

反映されるわけではないので、無駄なことをやらされていると感じたときもあった。しかし、全ての

プログラムが終了した今、少し考え方が変わっている。この活動はすばらしい解決策を考えることが

最終目標なのではなく、自らの人生をより豊かなものにしていくための基本的な姿勢を学んでいた

のだと思う。目の前にある課題の存在に気づき、その課題を解決するために、他者と協力しながら粘

り強く取り組む姿勢は、人生のどんな場面でも必要で、それが他者からの信頼にも繋がっていくもの

なのだということを教わった】という感想を述べる生徒がおり、この活動を通して、このような理解

に至った生徒を輩出できたことは、本事業における大きな成果であると感じている。 
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  ⅱ 本事業に対する生徒の批判的な意見について 

   もちろん、全ての生徒が本事業に対して肯定的なわけではなく、批判的な意見も寄せられている。

以下に、主なものを４点挙げたが、これは昨年度のプレ活動の際に出た意見とほぼ同様であり、次年

度以降も課題となっていくと考える。 

   ａ 本事業の負担の大きさ 

    ・ 【頭のどこかでは大切なことというのは分かっているが、私たち生徒にとってはとにかく負

担が大きい。普段の学習の負担が変わらないので、結局しんどいだけだと思う】 

    ・ 【とにかく面倒くさい】 

   ｂ 時間数の不足 

    ・ 【プログラムの意図は分からない訳ではないが、設定されている時間が短いというのは常に

感じていた。グループでの活動はそれぞれクラブなども異なり、放課後には時間を確保する

ことが難しい。もっとこの活動に取り組む時間を確保してほしいと思った】 

    ・ 【新型コロナウイルスによる休校などもあってとにかく時間がなかった。常に発表会の期日

に追い立てられていたように思う。もう少し余裕がほしい】 

ｃ 内向的な生徒における心理的な負担 

・ 【コツコツと考えることは嫌ではなかったが、とにかくグループで活動したり、人前で発表

したりしなければならないことが辛くて仕方なかった】 

・ 【人にはそれぞれ向き不向きがあると思う。学年の全員で取り組む必要性はどこにあるのだ

ろうか。得意な人がやったらいいと思う】 

ｄ 評価について 

・ 【この活動では何度も評価する機会があったが、それにはあまり意味が感じられなかった。

自分自身や他者からの評価で成長させるべきポイントを見つけるという理想は分かるが、実

際は無難な評価をしないと相手に悪いので意味がない】 

・ 【ルーブリック評価表が具体的、細かすぎて判断がしにくかった。もう少し一般化してほし

い】 

 

10 昨年度の課題への対応 

 「キャリア探究」は現大学１回生に対してプレ実施を行い、それを踏まえて本年度の１期生へ本格実

施した。そのために、前年度の課題に対してどのように対応したのかを以下に記す。 

  

  ⅰ キャリアプランニングにおける客観的測定テストの反映不足 

   キャリアプランニングを行うにあたって、「自分を知る」という活動の一環として、高校 2 年生２

月段階でリクルートの「適性診断」（結果は高校 3 年生 4 月に返却）、高校 3 年生 5 月段階で河合塾

「学びみらい PASS」を実施（結果は６月に返却）し、客観的に自己理解を行った。プレ実施の際に

は、その結果が意外なものであったため注目度は高かったものの、自らのキャリアプランニングの設

定にはあまり反映されなかった。そこで、本年度は本開発単位のガイダンス動画の中で、客観的な自

己理解を実施することをしっかりと告知し、以下に添付する２種類のワークシートを作成し取り組

むことで、キャリアプランニングへと反映するように誘導した。 
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   しかし、結果としてはあまり成功したとは言えない。【将来のビジョンが全くなかった私にとって

はとてもおもしろい経験だった。これが少しきっかけになって、気になった職業が出てきた】と述べ

る生徒もいたものの、【２種類の自己診断を実施し、結果そのものは意外なものも含まれていておも

しろかった。しかし、すでに自分なりの思い描いている未来を持っている私にとっては、新たなもの

を提示されて混乱する部分もあった】、【「適性診断」の結果で私の性格は希望する職業に向いていな

いのかもという思いになってしまった】などの意見が見られ、生徒の状況によってはマイナスに働く

場合も見られることが判明した。 

 

  ⅱ 人生を見通したキャリアプランニングの実施への告知不足 

   昨年度のプレ実施における「キャリア探究」では、社会の変容の予測などには触れられていたが、

「将来の仕事」のみを扱ったものが目立った。生徒たちは開発単位Ⅱ「グローバル探究」における

「女性」分野の成果を通して、現代社会の中で女性が自由に生きていくことの難しさについて学んで

いたにも関わらず、その課題を人生の中でいかにクリアしていくかという視点を盛り込ませたいと

いう意図があったが、その部分については課題が残った。 



- 84 - 

 

   そこで、今年度は本開発単位のガイダンス動画で触れるとともに、以下に添付したキャリアプラン

ニングシートを作成し、人生を見通すことを意識させるようにした。 

   しかし、結果としてはこれも成功したとは言えない。今年度の発表を見ても、社会の変容を踏まえ

た新たな職業などを提示するものは見られたが、人生を見通したキャリアを提示できたものは皆無

であった。 

 

 ⅲ 発表会の形式について 

  昨年度のプレ実施では、他者の発表から新たな視点を獲得し、内容を深めさせたいという意図があ

り、シャッフル発表会、クラス内発表会、代表者による最終発表会という３段階の発表を行ったが、

それはこちらの意図通りに働いた。しかし、新型コロナウイルスの影響を受け、最終発表会を対面型

の口頭発表形式で実施することができず、Zoom を用いて各ＨＲ教室に配信し、質疑応答も中止とい

う形式にせざるを得なかった。そのため、今年度は最終発表会を対面型で実施したいという思いを持

っていた。 

  しかし、これも 8 月下旬に予定していた最終発表会が新型コロナウイルスの感染第５波の時期と

重なってしまい、今年度は昨年度よりも後退し、事前に発表の様子を撮影した動画による配信型の最

終発表会にせざるを得なかった。生徒の安全や感染予防を考えると妥当な判断ではあったと思うが、

最終年度の取り組みとしては悔いが残るものとなった。 

 

 ⅳ 客観的かつ適切な評価活動の実施 

   これは、開発単位ⅠからⅢの全てで共通する課題であった。人間関係もある程度成立している高校
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３年生ではあるが、前項９-ⅱ-ｃにも述べたように「他者への配慮」からルーブリック評価表を用い

て「客観的かつ適切な」評価ができたとは言いがたい。 

   現高校１年生の開発単位Ⅰでは振り返りのアンケートの中に「評価」についての項目を設定するこ

とで適切な評価を行いやすい環境を提示したが、本開発単位においては具体的な対応を行うことは

できなかった。 

 

 11 次年度（自走期間）への対応 

  本開発単位は、講師を設定せずその活動は学内のみに限定しているため、予算的な面を含んでも次年

度以降の実施については大きな影響はないと考えられる。ただし、河合塾「学びみらい PASS」に関し

ては、大きな効果が見込めないこともあり、次年度以降は受験しないことが決定している。 

 

12 「キャリア探究」プレゼンテーション資料（一部） 
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④ 開発単位Ⅱ「グローバル探究」（現高校 1 年生対象） 

 1 目的 

「②開発単位Ⅱ『グローバル探究」1 目的」と同じ。 

 

 2 内容 

  「②開発単位Ⅱ『グローバル探究』2 内容」と同じ。 

 

 3 期待される成果 

  「②開発単位Ⅱ『グローバル探究』3 期待される成果」と同じ。 

 

 4 概要（実践） 

  ⅰ 今年度実施内容 

 

 

 

  ⅱ 担当講師 

教育 ： 和歌山信愛大学教育学部子ども教育学科 辻伸幸先生 

福祉 ： 日本赤十字社和歌山医療センター 

外傷救急部/外科医/国際医療救援登録要員/国際人道法普及担当 益田充先生 

女性 ： 一般社団法人「女性と地域活性推進機構（WAO）」代表理事 堀内智子先生 

環境 ： 徳島大学 環境防災センター学術研究員 松重摩耶先生 

 

５ 新型コロナウイルスの影響 

今年度は前年度の反省もあり、新型コロナウイルス感染拡大を恐れ、とりあえず中止にするという

ことは避け、創意工夫をもってできることは行うという姿勢で年度前半を運営し、本事業を原因とす

るクラスターなどは一切起こらなかった。そのため、年度の終盤となる本開発単位もその姿勢を継続

することとした。 

しかし、あえて「密」をつくることがないように、「グローバル探究」のガイダンスは、GoogleMeet

を用い、各ＨＲ教室への配信形式にした。また、「グローバル探究」の４名の講師のうち２名が他府県

在住ということもあり、分野選択講義も昨年度同様の配信形式とした。 

 

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

「グローバル探究」ガイダンス（オンライン）

　・「リージョン探究」の振り返り

　・「グローバル探究」の内容説明

　・「グローバル探究」ルーブリック評価表の配布

「グローバル探究」分野選択講義①（オンライン）

　・「女性」「福祉」分野

「グローバル探究」分野選択講義②（オンライン）

　・「環境」「教育」分野

変更実施

変更実施

変更実施

3

① 1月24日（月） 1

② 2月21日（月） 2

③ 3月16日（水） 2



- 96 - 

 

 ６ 評価 

  ⅰ 評価方法 

「②開発単位Ⅱ『グローバル探究』８評価、ⅰ評価方法」と同じとするが、今後変更することも考

えられる。 

  

  ⅱ ルーブリック評価表 

昨年度に使用した「②開発単位Ⅱ『グローバル探究』８評価、ⅱルーブリック評価表」の（表 1）

および（表 2）を用いるが、（表１）については、今年度「グローバル探究」を終了した 2 期生のア

ンケートによる意見を参考に、一部簡潔な表現に変更した。以下に添付する。 

 

  （表１）2022 年度版「グローバル探究」ルーブリック評価表 

 

 

 ７ 現状報告 

本開発単位は、「リージョン探究」を終了した本事業３期生となる高校 1 年生が行っているプログラ

ムである。各分野の担当講師は、本事業開始当初から変更せず、今回で３度目となる。開始段階では

生徒の理解や、どの程度の難易度を設定すべきかなどと手探りで進めてきたが、回を重ねるにつれ、

本学生徒の特性などについても理解が進み、生徒たちにとっては良い意味でどの分野を選択し、どの

分野の講師の指導を受けたいかを悩むような環境ができつつある。本格開始となる次年度より自走に

よる活動となるが、このような環境は継続して提供すべきであると感じている。 

 

献身性・主体性 興味関心
課題発見力
課題設定力

課題解決力
表現力・発信力
（他者へ）

多様性受容力
（他者から）

S

他者や社会に貢献す
ることの価値に気づ
き、積極的に活動し
た。

活動以前に強い興味
関心があり、それが
深い探究につながっ
た。

グローバル探究にふ
さわしく、独自性に
富んだ課題を見つ
け、設定することが
できた。

先行研究を踏まえ、
独創的なアイディア
で解決策を提示する
ことができた。

他者の理解や共感を
得るために工夫しな
がら思いを伝えるこ
とで、大きなサポー
トを得ることに成功
した。

自分と考え方が異な
る人の意見も積極的
に受け入れ、柔軟な
思考や態度を身につ
けた。

A

この活動を通して、
他者や社会に貢献す
ることの価値に気づ
いた。

活動を進めていくこ
とによって、興味関
心が大きく広がっ
た。

グローバル探究にふ
さわしい具体的な課
題を見つけ、設定す
ることができた。

調べた資料やデータ
を解釈し、妥当な解
決策を提示すること
ができた。

他者に自分の思いを
受け入れてもらうこ
とを意識しながら伝
えることができた。

自分と考え方の異な
る人の意見も尊重す
ることができた。

B

他者や社会に貢献す
ることの大切さに気
づきながらも活動に
反映できなかった。

活動を通して、あま
り興味関心を抱く事
柄を見つけることが
できなかった。

グローバル探究には
ふさわしいが、目新
しさのない課題設定
となってしまった。

独自の解決策を提示
しているが、データ
等の根拠がなく、実
現性に欠けたものと
なった。

他者に自分の思いを
伝えようとする気持
ちはあったが、上手
く伝えることができ
なかった。

自分と考え方の異な
る人の存在に気付き
ながらも、自分の考
えにこだわることが
多かった。

C

消極的な活動に留ま
り、他者や社会に貢
献することの価値を
理解できなかった。

興味関心を広げ、深
めようという姿勢で
取り組むことができ
なかった。

グローバル探究に関
連していない課題設
定となってしまっ
た。

調べた資料やデータ
を提示しているだけ
で具体的な解決策が
提示できなかった。

他者に自分の思いを
伝えようとする意志
を表すことができ
なった、

自分と考え方の異な
る人の意見は受け入
れたくないと交流す
ることを拒絶してし
まった。

姿勢 探究 コミュニケーション

2022年度和歌山信愛高等学校「グローバル探究」ルーブリック評価表
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⑤ 開発単位Ⅲ「キャリア探究」（現高校 2 年生対象） 

 1 目的 

  「③開発単位Ⅲ『キャリア探究』１目的」と同じ。 

 

 2 内容 

  「③開発単位Ⅲ『キャリア探究』２内容」と同じ。 

 

 3 期待される成果 

  「③開発単位Ⅲ『キャリア探究』３期待される成果」と同じ。 

 

４ 概要（実践） 

  ⅰ 今年度実施内容 

 

ⅱ 担当講師 

本開発単位は各個人による探究活動のため、講師は設定しない。高校３年生に所属する教育改革推

進事業運営チームの３名の教員を中心として、学年に所属する全ての教員が運営、指導にあたる。 

 

 ５ 新型コロナウイルスの影響 

   前項の「グローバル探究」と同様に、年度前半の運営においてクラスターなどが起こらなかったた

め、創意工夫をもって行うべきことは行うという姿勢で取り組んでいる。「キャリア探究」のガイダ

ンスを含め、コンソーシアム主催の特別講演も講師の及川美紀様が東京在住ということもあり、

Google Meet を用いてオンラインで実施している。 

  

６ 評価 

  ⅰ 評価方法 

   「③開発単位Ⅲ『キャリア探究』６ⅰ評価方法」に準じ、個人による自己評価のみを行う。なお、

シャッフル発表会・クラス内発表会・最終発表会という３度の発表の機会を通して、他者からの評価

やアドバイスを得ることができるようにする。と 

学期 回 月日 コマ数 内容 実施

冬休みの課題として「一般社団法人ナレッジキャピタル主催

『未来の“私の”仕事を考える』」への応募

「キャリア探究」ガイダンス（オンライン）

　・内容説明およびルーブリック評価表の配布

地域協働事業コンソーシアム主催「キャリア探究」特別講演

　・国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川主催

　・講師：株式会社ポーラ代表取締役社長 及川 美紀 様

　・演題：「可能性は広がる」

株式会社リクルートスタディサプリ「適性診断」の実施

　・ガイダンスを踏まえ、各自がオンライン上で実施
通常実施

－ － － 通常実施

②

① 2月7日（月） 1 変更実施

変更実施23月15日（火）

冬休み

3

③ ～3月18日（金） －
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  ⅱ ルーブリック評価表 

   「③開発単位Ⅲ『キャリア探究』６ⅱルーブリック評価表」に準じるが、（表１）のみ、１期生と

なる高校３年生のアンケートを参考に、一部改良した。 

 

 

 ７ 現状報告 

 本開発単位は、「グローバル探究」を終了した本事業２期生となる高校 2 年生が行っているプログラム

である。プレ学年である大学１回生、1 期生である現高校３年生が、「リージョン探究」「グローバル探究」

という負担の大きなプログラムに取り組んだ経験を自らの興味・関心や進路と結びつけることにより、よ

り具体的で、実現したいというモチベーションが伴った進路選択につながったという実績があることか

ら、「キャリア探究」のもつメリットも学内で共有することができつつあり、現段階ではかなり順調に進

んでいるという印象を受ける。 

 また、コンソーシアム主催の「キャリア探究」特別講演で、株式会社ポーラの代表取締役社長である及

川美紀様に登壇いただいたことも生徒たちのモチベーションの向上につながっている。同じ女子校出身

で多くの困難を乗り越え社長に就任した及川様のお話は生徒たちの心に深く刺さるものとなった。公演

後に実施したアンケートでは、98.6％もの生徒が「感銘や刺激を受けた講演だった」と回答している。ま

た、この講演を経て、今後「キャリア探究」に取り組む気持ちを尋ねたところ、15.8％の生徒が「講演前

から積極的に取り組むつもりだった」、81.3％の生徒が「講演を通して、より積極的に取り組みたいと思

うようになった」と回答しており、今後の活動に向けて大きな弾みがついている。自走期間となる次年度

ではあるが、様々なワークシートや適性診断の結果を参考にしながら、高いモチベーションを継続させな

がらより具体的なキャリアプランニングに向けて探究活動を継続させていきたいと考えている。 

 

 

 

献身性・主体性 興味関心
課題発見力・
課題設定力

課題解決力 継続・発展性
表現力・発信力
（他者へ）

多様性受容力
（他者から）

S

自らの未来と他者や社
会への奉仕・貢献とい
う2つの視点が高いレ
ベルで融合した活動を
行うことができてい
る。

自らのキャリアだけで
なく、これからの社会
にも強い興味関心を
持って探究活動に取り
組んでいる。

自らの適性と社会変化
の予測を踏まえ、人生
全体を見通した上で、
独自の課題を発見・設
定することができてい
る。

人生全体を見通し、独
創的で興味深い自己
キャリアを提示し、そ
の実現に向けてすでに
行動を始めている。

これまでのプログラム
の成果を活用しながら
「キャリア探究」に取
り組むことで、さらに
その学びを発展させる
ことができている。

他者に対して自分の思
いを分かりやすく伝え
ることができるだけで
なく、その情熱で他者
の主体性まで引き出し
ている。

自らと考え方の異なる
他者にも強い関心を持
ち、その考え方や成果
を積極的に取り入れ、
より質の高い成果につ
なげようとしている。

A

自らの未来という視点
だけではなく、他者や
社会のために奉仕・貢
献するという視点も意
識しながら活動するこ
とができている。

自らのキャリアについ
て興味関心を持って探
究活動に取り組むこと
ができている。

自らの適性や社会変化
の予測などを意識しな
がら、適切な課題を発
見・設定することがで
きている。

自らの適性や社会変化
などを踏まえた自己
キャリアを提示するこ
とができている。

これまでのプログラム
の成果を活用しなが
ら、「キャリア探究」
に取り組むことができ
ている。

他者に対して自分の思
いを分かりやすく伝え
ることで、他者の心に
も刺激を与えている。

自らと考え方の異なる
他者にも関心を持ち、
その考え方や成果を自
らにも活かそうとする
態度をとることができ
ている。

B

自らの未来という視点
が中心となり、他者や
社会のために奉仕・貢
献するという視点に乏
しい活動となってし
まっている。

自らのキャリアについ
て興味関心はありなが
らも、消極的な探究活
動にとどまっている。

課題を発見・設定する
ことはできているが、
自らの適性や社会変化
の予測、人生全体など
との関連性には乏し
い。

自己キャリアを提示す
ることはできている
が、自らの適性や社会
変化との関連性には乏
しい。

これまでのプログラム
の成果を活用して
「キャリア探究」にi取
り組もうとしている
が、現時点では上手く
いっていない。

他者に対して自分の思
いを伝えようとする気
持ちはあるが、他者を
巻き込むには至ってい
ない。

自らと考え方の異なる
他者の存在には気付い
ているが、何かを得よ
うとする態度はとるこ
とができていない。

C

自らの未来という視点
しか含まれておらず、
他者や社会のために奉
仕・貢献するという視
点に欠けてしまってい
る。

自らのキャリアという
重要な事柄に興味関心
を持つことができてお
らず、中途半端な探究
活動にとどまってい
る。

「キャリア探究」の内
容を理解しておらず、
適切な課題の発見・設
定を行うことができて
いない。

「キャリア探究」の内
容を理解しておらず、
将来の目標を述べただ
けにとどまっている。

これまでのプログラム
の成果を意識せずに
「キャリア探究」に取
り組んでいる。

他者に対して自分の思
いを伝えたいという気
持ちに欠け、他者を巻
き込むこともできてい
ない。

自らの考え方以外に関
心がなく、他者の考え
方や成果を自らに活用
させることの意義も理
解できていない。

姿勢 探究 コミュニケーション

2022年度和歌山信愛高等学校「キャリア探究」ルーブリック評価表
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⑥ 開発単位Ⅳ 各教科による「ミニ探究」授業開発 

 1 目的 

 開発単位ⅠからⅢが本事業の「主」の活動であるならば、本開発単位は、生徒たちにとってその主を補

い、さらに発展させるための「副」の活動となる。開発単位ⅠからⅢにおける学びと「ミニ探究」の学び

を相互に連携させながら、生徒たちを「生涯に渡って探究を深めていく未来の創り手」へと成長させるこ

とを目的とする。 

 また、本事業の 3 年間の指定が終了した翌年の 2022 年度は新学習指導要領が高等学校において年次進

行で実施される初年度となる。この段階においてカリキュラムマネジメントおよび探究学習において地

域の学校を牽引できるような存在となることを目指す。 

 なお、社会が変化することによって、社会から求められる能力も変化している現状において、生徒にチ

ャレンジを求めながら、教員は何もしないという状況では生徒たちにとって説得力がない。教員も新たな

学びに向けてチャレンジしているという姿を生徒たちに見せることで、生徒たちの本事業に取り組むモ

チベーションも向上すると考えている。 

 

 2 内容 

 本学に勤務する全ての専任教諭が、本事業との関わりを考慮した上で、創意工夫のもと探究の要素を含

んだ授業を年間に 1 つ開発・実践する。なお、その授業は公開形式とし、校務支援システム上で全教職員

に告知し、指導案・資料等を共有する。さらに、授業の実施後は、教科会議において評価・改善を行い教

材化する。 

 また、これらの成果を教科主任で構成されるカリキュラム検討会議において、「Key Girl」として育成

したい生徒の資質・能力を踏まえた上で、いつどの段階でどの「ミニ探究」授業を実施するのが効果的か

という観点をもって、本学独自の年間カリキュラム作成へと繋げていく。 

 

 3 期待される成果 

 「Key Girl」の資質 … ②・③・④・⑤・⑥・⑦ 

 

 4 今年度実施状況 

 今年度も昨年度と同様、新型コロナウイルスの影響を受け、本開発単位に取り組むことができなかっ

た。その最大の理由は「休校にならなかったこと」である。昨年度に一気に導入された「Classi」や「ロ

イロノート」は年間使用料を払っていることもあり、通常の授業で積極的に使用することが求められ、各

教員は授業への落とし込みに追われることになった。また、いつ休校となっても学びをとめることなく、

スムーズにオンライン授業へと移行できるように教材作成にも力を注ぐ必要があった。さらに、新型コロ

ナウイルスの感染拡大を生じさせることなく、本事業をより充実したものにするために、常に創意工夫が

求められ、本学のように全教員が本事業に関わるような学校においては、教員の負担が非常に大きくなっ

ていた。そこで、新型コロナウイルスへの対応というこれまでに体験したことのない「未知のものへの対

応」ということも、教員が「チャレンジ」している姿であると考え、今年度も本開発単位に関しては凍結

せざるを得ないと判断した。 

  

 5 カリキュラム作成 

 当初想定していたほど、「総合的な探究の時間」と各教科との連携はとれていないが、カリキュラム検
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討会議において、2022 年度からの新しいカリキュラムは無事に作成されている。 

 

 6 成果 

 今年度は、本開発単位を凍結させたため、特筆すべき成果はない。 

 

7 次年度への課題 

次年度からは、新しい学習指導要領に対応した新しいカリキュラムのもとでの学びがスタートする。本

事業に取り組んだことで、地域の学校と比較すると、受験に対応するための学力だけでなく、予測の難し

い社会に対応するための能力を育成すべきであるという意識は教員のなかで周知、理解されるようにな

っているが、それが教科の学びにおいては実践できていないというのが大きな課題である。なお、本事業

における 1 つの影響として、次年度より中学３年生で探究学習により重点を置いた「ｉ（アイ）コース」

が編成されることになっている。このコースでは、各教科と探究学習を有機的に結びつけることを目標に

しており、このコースにおけるチャレンジと成果を学校全体へと広げていきたいと考えている。 
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⑦ 2021 年度最終成果発表会 

 1 目的 

 本学が、本事業への申請を行ったのは、本学の生徒にこれからの社会で必要な能力をいかにして身につ

けるかという問いに対するチャレンジの延長線上から生じたものであるが、それと同時に「地域の未来」

に対する貢献という思いも存在している。近年和歌山県の県庁所在地である和歌山市には複数の大学が

開学し、状況は明らかに変化しつつあるものの、和歌山県の大学進学者の 9 割が他府県に流出するとい

う現象が 30 年も続いたという厳しい現実は、地域の未来を明るく照らすものとなるはずがない。そこで、

本学の取り組みを少しでも早く地域の学校、地域の方々に見ていただき、地域の未来のために協働できな

いかと考え、当初は最終年度となる 2021 年度に最終成果発表会を開催予定であったが、それを 2 年前倒

しし、2019 年度から実施することにした（ただし、2020 年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観

点から中止した）。 

 また、本学生徒に対しては、外部の方々の前で発表するという貴重な機会を提供するとともに、学年を

越えた発表の機会を持つことで、高校 1 年生、2 年生がともに刺激を受ける機会となることも期待した。 

 

 2 内容 

 今年度 9 月に実施した「キャリア探究」、12 月に実施した「リージョン探究」および「グローバル探究」

の最終発表会の中で、評価の高かった優秀班を選び、運営指導委員の先生方だけでなく、公開形式とし

て、他のグローカル校、地域の学校、地域の方々へ参加を呼びかけた上で実施する。また、最後に運営指

導委員の先生方より講評をいただく。 

 

３ 新型コロナウイルスの影響 

当初より本事業の最終年度となる 2021 年度は、2 月 14 日（月）に外部のホールを借り、その成果を

多くの方々に見ていただきたいと考え、広く参加を募っていた。しかし、年明けより全国的にも新型コロ

ナウイルスオミクロン株の感染が急拡大することとなってしまった。そこで、マイクの消毒、発表者と座

席との距離の確保、観覧者も間隔をとって座席に座るなどの感染対策を徹底して実施しようと考えてい

た。しかし、最終成果発表会の直前である 2 月 5 日（土）より和歌山県にまん延防止等重点措置が適用

されることとなり、最終成果発表会の実施について根本からの考え直しを迫られることとなった。中止と

いう判断をすることは簡単ではあったが、ここまで、「できることは工夫をして行う」というスタンスで

本事業を運営してきたこともあり、急遽オンラインを用いて最終成果発表会を実施すべく様々な方法を

模索することとした。YouTube や Google Meet なども検討したが、個人情報などのプライバシー保護の

観点から、最終的に Zoom のウェビナー機能を用いて配信するという方式を用いることにした。 

 

 

 ４ 当日（2 月 14 日）のスケジュール 

  12:30      第４時限終了 

  12:30 ～ 13:00  昼食 

  13:00      配信開始。各クラスおよび参加者の接続開始 

  13:20      開会、校長挨拶 

  13:30      高校１年生「リージョン探究」プログラム紹介 
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  13:32      高校１年生「リージョン探究」優秀班発表 

            「地域医療」「地域経済」「地域農業」「地域林業」「地域産業」「地域行政」の

６分野から優秀班１班ずつが発表 

  14:20      運営指導委員および「地域経済」分野担当講師 足立基浩先生による講評 

  14:30      トークセッション「探究学習と大学の学び」 

卒業生と本事業運営委員長とのクロストーク 

  14:45 ～ 14:55  休憩 

  14:55       高校２年生「グローバル探究」プログラム紹介 

  14:58      高校 2 年生「グローバル探究」優秀班発表 

            「福祉」「教育」「女性」「環境」の４分野から優秀班１班ずつが発表 

  15:30      運営指導委員 大山輝光先生による講評 

  15:40      高校３年生「キャリア探究」プログラム紹介 

            代表１名が発表 ※高校３年生は国公立大学２次試験を控えていたため、す

でに進路が決定している生徒の中から選抜した 

  15:50      「地域協働事業３年間の総括」（本事業運営委員長） 

  15:55      運営指導委員 平山恭子先生による総括 

  16:15      校長挨拶 

  16:20      閉会 

 

 ５ 成果 

  ⅰ 発表生徒 

   高校１年生の代表班は、相手の見えないオンラインという形式による緊張と最終変更前の発表用

資料が誤って投影されるというミスも重なり、悔いの残る形で発表を終えることとなったが、高校２

年生、3 年生と年次が上がっていくにつれ、発表に安定感が生まれ、2 年半に及ぶ本事業のプログラ

ムにおいて「表現・発信力」がしっかりと強化されていることが確認できた。 

   また、生徒だけでなく参加してくださった地域の方々も含めて質疑応答を実施したことで、瞬間的

な受け答えの力も強化することができたように感じている。 

  ⅱ 参加生徒 

   優秀班という評価を受けた班の発表を通して、次年度以降どのように探究学習を進めていくかと

いう指針を得るとともに、次年度以降に自分たちが取り組むテーマについての良質な発表を事前に

聞くことができるのは、参加生徒にとって大きな学びとなった。 

   また、質疑応答の際には、最終発表会同様一旦ロイロノートに質問を集約し、その中から教員が選

択し、司会生徒より指名するという形式をとったことで、とりあえず疑問に感じたことを表現すると

いう点においては心理的なハードルを下げることができた。また同時に、どのような質問が発表班の

学びをさらに深めることにつながる良質な質問であるのかということも徐々に浸透してきた。 

 

  ⅲ 地域の方々および他のグローカル型指定校などへの普及 

   対面型で実施するという段階からコンソーシアム構成団体の関係者、地域の学校、他のグローカル

型指定校へ案内状を送付していた。コロナ禍ということもあり、他地域からの参加希望は乏しかった

ものの、初年度に実施した成果発表会の時よりは反応も大きなものとなった。しかし、急遽オンライ
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ン開催となったことで連絡がギリギリとなり、学校ＨＰも活用しながら告知に努めたが、当初の予定

よりは参加者が少なくなってしまったことが残念ではあった。しかし、学外から 50 近くのアカウン

トが接続してくださり、一定の成果をあげることができたと感じている。 

 

 ６ 次年度以降への課題 

指定終了後の次年度からは、年間の成果を発表する成果発表会を開催するか否かということから検討

することになると考えている。これについては現時点で結論は出ておらず、今後も学内で検討することと

なっている。ただし、ＳＧＨアソシエイトから本事業という足掛け８年にも及ぶ日々によって、探究型学

習の意義は学内に浸透しており、可能な限り現状と近いものを実施すると同時に、新型コロナウイルスの

感染状況を踏まえながらではあるが、対面型の発表を再開できるようにしていきたいとも考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 104 - 

 

⑧ その他の取り組み 

A 2021 年度全国高校生フォーラム 

1 目的 

WWL および SGH ネットワークを広く普及し、より一層の推進を図るため。 

 

2 日時 

2021 年 12 月 19 日（日）13:00 ～ 17:30 

 

3 主催 

文部科学省、国立大学法人筑波大学 

 

4 プログラム 

13:00 ～ 13:07 開会式・全体説明 

13:08 ～ 15:04 プレゼンテーション 

15:05 ～ 15:15 休憩 

15:15 ～ 16:35 生徒交流会（テーマ別分科会） 

16:36 ～ 16:41 文部科学省施策説明 

16:42 ～ 16:50 休憩 

16:50 ～ 17:30 講評・受賞校コメント・閉会式 

 

5 本学参加生徒 

高校 2 年生 3 名 

 

6 本学の提出プレゼンテーション動画へのコメント 

 What a fantastic suggestion. Stopping mosquitos and as a result malaria, through a natural and cheap 

method is great. I hope your idea spreads and that you can help people in need with your idea. Great 

work. 

 

7 成果 

これまで過去に参加した対面型の高校生フォーラムとは異なり、オンラインということで他校の生

徒との交流や学びといった部分においては過去の学びには及ばない部分はあったと思う。 

しかし、英語を学ぶという部分においては、これまで同様参加生徒にとって大きな刺激になったよう

に思う。自分たちの考えたことや感じたことをいかにストレスなく表現できるかという点で本学生徒

はまだまだ及ばなかった。新型コロナウイルスの影響で海外研修にも参加できず、かつてと比較すると

実践的英語運用能力に陰りが見られる。そのため、このような機会は非常に貴重なものであり、次年度

以降の生徒にもこの貴重な学びを届けていきたいと思っている。 
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８ 発表概要 
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9 発表用 PPT 資料 
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Ｂ 海外研修（カンボジア） 

 1 目的 

  本事業におけるリーダー養成研修的な位置づけとして実施する。カンボジアの地方都市カンポット

での教育支援活動のお手伝いや、カンボジアで活動する日本の方々からのインタビューを中心とし、日

本では味わうことのできない非日常の体験が詰まった本研修を通して、「Key Girl」の資質のみならず、

1 人の人間として大きく成長するような機会を提供することを目的とする。 

 

 2 研修概要 

  ⅰ 日程 ： 冬期休暇（12 月下旬）の 6 泊 7 日（機内泊１日を含む） 

 

  ⅱ 研修場所 ： カンボジア（プノンペン・カンポット・シェムリアップ） 

 

  ⅲ 研修参加者 ： 高校 2 年生 10 名  

  

  ⅳ 引率 ： 教諭 2 名 

 

 3 研修参加者選抜方法 

  ⅰ 公募 ： １学期末試験後に海外研修説明会を実施。 

 

  ⅱ 提出書類 ： 参加申込書、同意書、志望理由書（800 字以上）、英語力を証明する書類（写し）。 

 

  ⅲ 選考方法 ： 「総合的な探究の時間」における活動実績、志望理由書、英語力を総合して、校

長・副校長・教頭を含む教育改革推進事業運営委員会にて選考。 

 4 事前研修 

  ⅰ 調べ学習 

研修参加者で相談のもと、カンボジアに関しての調べ学習を実施する。保護者同伴のもとで実施す

る海外研修説明会で発表・共有を行う。 

なお、これまで「クメール語」、「カンボジアの歴史」、「カンボジアと日本との関係」、「カンボジア

の教育環境」、「カンボジアの農業」、「カンボジアの産業」「アンコールワットについて」などのテー

マで調べ学習を実施している。 

 

  ⅱ 現地高校生との事前交流 

   2019 年度の海外研修より、本学の海外交流アドバイザーである現地のシスターの紹介により、現

地カトリック校である聖フランシスコ高等学校の生徒と Facebook に付随する「Messenger」アプリ

を用いて、オンラインによる事前交流を、英語を使用言語にして２週間に１回行った。これにより現

地校を訪問した際にスムーズな交流が可能となり、非常によい方法であったと感じている。 

 

  ⅲ 現地小学校における特別授業の準備 

   海外交流アドバイザーである現地のシスターは、本学の経営母体である「ショファイユの幼きイエ

ズス修道会」のカンポット共同体に所属しており、周辺の村々にも幼稚園や小学校を建設、運営して
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いる。そこで、研修訪問時にはカンボジアの学校では実施することが難しい授業を 50 分×2 コマ実

施してほしいとの依頼を受けている。そのため、参加生徒たちは事前に現地の教育環境を調査し、現

地で実施することが難しい実験等の授業や日本の文化を伝えるような授業を実践している。 

 

  ⅳ 募金活動の実施 

   現地では、子どもたちの教育環境をよりよいものにしたいと切望しながらも、金銭面の不足で実現

できていないという現状がある。そのため、体育祭等の機会を利用し、保護者などを対象に募金活動

を実施している。 

 

  ⅴ 未使用文具の回収・配布活動 

   前項と同様、現地で学ぶ子どもたちには、鉛筆やノート、消しゴムといった当たり前の文具が不足

している。そのため、各家庭で使われないまま眠っている未使用文具を回収する活動を行い、現地に

届けるという活動を行っている。子供たちとの交流の最後にそれらの文具を子供たちに配布してい

るが、目を輝かせながら我先にと文具を求める子供たちの姿から生徒たちは多くのことを感じ取り、

考える機会となっている。 

 

５ 今年度の実施について（新型コロナウイルスの影響を含む） 

 ⅰ カンボジア研修に向けての考え方 

本事業においてカンボジアへの渡航が可能だったのは初年度となる 2019 年度のみである。昨年度

に引き続き、今年度も多くの生徒がカンボジアへの渡航を希望していたが、新型コロナウイルスの状

況を鑑みると、仮に実施をしたとしても、保護者のみならず、学校内外の理解を得ることはできない

であろうと判断し、年度早々の段階で中止を決断せざるを得なかった。 

しかし、2021 年度は、簡単に中止で終了するのではなく、創意工夫のもとできることを行うとい

うスタンスで本事業を運営していたため、実際にカンボジアを訪問することによって得られる学び

に少しでも近づけることができないかということを模索した。 

 

  ⅱ ハイブリッド型（動画×オンライン）カンボジア研修の実施に向けて 

   本学の海外交流アドバイザーの 1 人である Happy Smile Tour の伊東邦将氏との綿密な打ち合わせ

を重ねることによって、年末の段階で、日本出国前の PCR 検査で陰性であること、カンボジア入国

前の PCR 検査で陰性であれば、カンボジアに隔離なしで入国できること、また、カンボジアの新型

コロナウイルスの感染状況が落ち着いていることから、研修当日にファシリテートを行う教員が、実

際にカンボジアを訪問し、そこで様々な取材を行った上で動画教材を作成することによって、ただ

「動画を見る」やただ「現地とオンラインで接続する」とは異なる「熱さ」がこめられた研修となり、

参加生徒の心に与える衝撃も大きくなるのではないかという結論に達し、教員２名（実際は、家庭の

都合により１名は直前でキャンセル）が年末に現地を訪問し、作成した動画を用いて３月に「ハイブ

リッド型カンボジア研修」を実施することにした。 
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  ⅲ 教員（1 名）によるカンボジア渡航（行程） 

 

 

 

月日 時間 内容 訪問地

12:20 関西空港発、仁川空港へ 関西空港

14:25 仁川空港着 仁川

18:30 仁川空港発、プノンペン空港へ

22:25 プノンペン空港着　PCR検査後入国 プノンペン

0:30 プノンペン空港よりホテルへ

9:30 ホテル発

10:00 「Rice Ball PhnomPenh」見学

10:30 「うどんハウスNGO」楠川富子さん訪問

11:30 「SANCHA」奥田真理子さん訪問

13:30 「Cheers」前園瑞貴さん訪問

15:00 「NyoNyum」山崎幸恵さん訪問　※動画撮影

16:30 チョロイチャンバー地区見学

19:00 イオンモール1号店見学

9:00 「Sunrise Japan Hospital」中山美穂子さん訪問　※動画撮影

12:30 「Le Point」重富祐佳さん訪問

15:30 トゥールスレン虐殺博物館見学　※動画撮影

19:30 ナイトマーケット見学

8:30 車にてシェムリアップへ移動 プノンペン

14:30 シェムリアップ着

15:00 「RAY'S Mrech Kampot Café」訪問

16:30 プサールー（マーケット）見学

18:00 シェムリアップ再開発地区見学

8:30 アンコールワット遺跡修復現場見学　　※動画撮影

上智大学特任助教　三輪悟先生訪問

11:00 アンソルビー村バナナペーパー工房見学

Kumae代表　山勢拓弥さん訪問　※動画撮影

14:00 Candy Angkor　飴職人関屋やよいさん訪問　※動画撮影　

19:00 山勢さん、関屋さんとの会食

9:00 スバイチェイクオーガニックファーム見学

アンコールクッキー創業　小島幸子さん訪問　※動画撮影

14:00 アンコールワット遺跡、アンコールトム遺跡見学

19:00 小島幸子さんとの会食

シェムリアップ
12月26日（日）

12月27日（月） シェムリアップ

12月28日（火） シェムリアップ

12月23日（木）

プノンペン12月24日（金）

12月25日（土） プノンペン
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     ※1 月 1 日（土）～1 月 14 日（金）自主隔離 

 

  ⅳ ハイブリッド型カンボジア研修  

① 実施日   3 月 13 日（日） 

 

② 当日のスケジュール 

   9:30  集合（本学 1 号館３ＦホールＡ） 

   9:35  開会・アイスブレイク 

   10:00  作成動画①視聴（アンコールクッキー創業者：小島幸子さん） 

   10:20  ディスカッション① 

   10:50  作成動画②視聴（むつみ日本語学校） 

   11:10  ディスカッション② 

   11:40  休憩 

   11:50  作成動画③視聴（Sunrise Japan Hospital 事務長：中山美穂子さん） 

   12:10  ディスカッション③ 

   12:40  昼食 

        ※午後のディスカッションに参加してくださる木下レイナさんが出演したテレ

ビ番組（録画）の一部を視聴 

   13:00  オンラインディスカッション① 

RAY’S Mrech Kampot Cafe 経営：木下レイナさん 

Happy Smile Tour CEO：伊東邦将さん（※本学海外交流アドバイザー） 

      14:30  休憩 

      14:40  オンラインディスカッション② 

月日 時間 内容 訪問地

8:30 出発前PCR検査

9:30 むつみ日本語学校見学　　※動画撮影

13:00 トンレサップ湖および水上生活者見学

17:00 Angkor Eye見学

8:30 PCR検査結果受け取り

9:30 RAYS SHOP訪問

11:00 次年度以降に向けての打ち合わせ

13:00 車にてプノンペンへ移動

19:00 プノンペン着、プノンペン空港へ プノンペン

23:45 プノンペン空港発、仁川空港へ

8:45 仁川空港発、関西空港へ 仁川

10:30 関西空港着　PCR検査の実施、陰性確認の上入国手続き 関西空港

13:00 関西空港より和歌山へ

12月29日（水） シェムリアップ

シェムリアップ

12月30日（木）

12月31日（金）
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            Sunrise Japan Hospital 事務長：中山美穂子さん 

      15:20  リフレクション 

      15:30  閉会、下校 

 

   ③ 参加生徒 高校 2 年生 10 名 

     19 名の生徒が参加を希望し、その中から参加を希望する理由、英語外部検定における CEFR

等を基準に 10 名を選抜。 

 

   ④ 当日の様子 

当初は午前中に４本の動画を視聴する予定であったが、動画を視聴した後、テーマを設定せず

に、動画を通して感じたことを自由に述べるという形式で実施したディスカッションが非常に盛

り上がった。そのため、結果的に動画視聴が１本少なくなってしまったが、「何をもって成功とす

るか」「他者からの目」など参加生徒が胸襟を開いた内容となったことには大きな成果を感じてい

る。 

また、これまで初対面の方に対して、緊張からかあまり積極的に話すことができなかった本学の

生徒たちがオンラインという相手の方と対面していない状況にも関わらず、多くのことを学び、考

えようと積極的に話していく姿には、大きな成長を感じることができた。 

 

 ６ 本年度の実施を振り返って 

本来ならば、実際に現地を訪問し、自らの五感で様々な学びを得るということを意図した「カンボジ

ア研修」であったが、多くの生徒が実際にカンボジアへ渡航したいという希望はもっていたものの、

新型コロナウイルスの影響によって、昨年度に引き続き、生徒を現地に連れて行くという願いは叶わ

なかった。 

しかし、そのような状況下でも、現地を訪問して得る学びに少しでも近づけたいという思いからスタ

ートさせたのが今回の「ハイブリッド型カンボジア研修」である。今回の研修を終え、正直に言えば、

実際に現地を訪問して得る学びとは比較にならないと感じているが、中止し、何もしないということ

と比較すれば雲泥の差はあったと思う。動画やオンラインの最大の弱点は、受け手が得る情報を画面

によって強制的に制限している点にあるということを改めて痛感した。それはこちらが見せたいと考

えている情報だけを届けているに過ぎず、こちらが意図していなかったような偶然の学びといったも

のが生じる余地は非常に小さいと感じざるを得なかった。 

ただし、その一方で現地を訪問することによる様々なデメリットを解消できた点も見逃してはなら

ない。今回意図したことを現地で実施しようとすると移動という膨大な時間が必要となる。これをた

ったの 1 日で実施できるということは大きなメリットである。また、実際生徒を連れてカンボジアを

訪問すると安全の確保や体調管理などで多くの労力が割かれることとなるが、この方式を用いること

でそのような手間からも解放されている。 

また、最後にではあるが、本学は本事業の運営に際し、「生徒たちが新たな時代を生きていくために

も新しい学びにチャレンジしていくのならば、それを運営する学校、教員側もチャレンジするべきで

ある」、また、「生徒にアクティブラーナーであることを望むのならば、まず教員がアクティブラーナ

ーであれ」という思いを有していた。３年間の運営においては制約が大きく、やりたくでもできない

ことが数多くあったが、この海外研修においては、本学の気概を体現することができたように感じて
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いる。 

 

 ７ 次年度以降の実施について 

  次年度以降は、自校予算による運営となるだけでなく、いまだ海外への渡航が周囲からの理解を得ら

れるかという点においても不透明な状況が続いている。しかし、海外体験が参加生徒に与える衝撃の大き

さはこれまでのカンボジア研修における実績が証明するところである。そのため、カンボジアへの渡航再

開を目標に取り組んでいきたいと考えている。 
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Ｃ 合同カンボジア研修研究会（オンライン） 

１ 目的 

同じカンボジアをフィールドに海外研修を実施している高等学校が一堂に会し、それぞれの学校の

カンボジアにおける学びを共有し新たな気づきを得たり、学校を越えたネットワークを構築したりす

るきっかけの場とするとともに、今後の探究学習に対する意欲の向上や深化を目指す。 

 

２ 幹事校 

 和歌山信愛中学校高等学校（本学） 

 

３ 参加校 

昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校（地域協働事業グローカル型） 

啓明学園中学校・高等学校（旧ＳＧＨアソシエイト校） 

岡山学芸館高等学校（地域協働事業グローカル型事業特例校、旧ＳＧＨⅡ期校） 

広島女学院中学高等学校（ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業 事業連携校、旧ＳＧＨⅠ期校） 

 

４ 新型コロナウイルスの影響 

昨年度のみならず、今年度も本学を含む全ての参加校が海外研修を中止しており、本研究会に参加

した全ての生徒が実際にカンボジアに渡航することができていない。 

また、例年であれば幹事校の所在地にある研修施設において、1 泊 2 日の日程で本研究会を実施して

いたが、昨年度に続き、今年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、生徒の県をまたい

での移動を避けるべきであると判断し、本研究会をオンラインで実施した。 

 

５ 日程 

2022 年 1 月８日（土） 

第１部 全体会   14:00 ～ 16:30 

第２部 生徒交流会 17:00 ～ 17:30 

 

６ 各校参加者数 

・本学    高校 2 年生 10 名、教職員 5 名 

・昭和女子  高校２年生４名、高校１年生３名、教職員４名 

・啓明学園  高校２年生５名、高校 1 年生７名、教職員２名 

・岡山学芸館 高校３年生２名、高校２年生１名、教職員２名 

・広島女学院 高校３年生３名、教職員１名         【合計 49 名】 

 

７ オンライントークセッション登壇者およびモデレーター 

登壇者    山勢 拓弥  さん （一般社団法人 Kumae 代表理事） 

       内田 隆太  さん （任意団体 Share the Wind 代表） 

           木下 レイナ さん （RAY’S Mrech Kampot Cafe 経営） 

       関屋 やよい さん （Candy Angkor 勤務、飴職人） 

モデレーター 伊東 邦将  さん （Happy Smile Tour CEO、本学海外交流アドバイザー） 
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８ 内容 

  

 ９ 成果 

本学も含め、各校ともに実際にカンボジアに渡航できないという状況がつづいており、本合同カンボ

ジア研修会において、初めて参加した生徒の全員がカンボジアに渡航することができていないという

環境下での実施となった。これまでは、各校が現地で行った異なった学びを参加した生徒たちで共有

するという形式の学びであったが、それを実現できない中でも、全国５校による横の繋がりを活用し

た貴重な学びの機会を継続させたいという思いのもと、オンライン形式ではあるが、昨年度に引き続

き本年度も本学が幹事校として本研修会を開催した。 

例年のように、各校の特徴を活かして実施した異なる学びやそれぞれの生徒の受けた心の衝撃など

を本研修会で共有することは叶わなかったが、現地で活躍する様々な年代の日本の方々との交流は参

加生徒たちにとって、貴重なものとなったと思う。また、直前に本学の教員がカンボジアに渡航し、

自宅での自主隔離期間中ではあったが、本研修会に参加できたことで、最新の現地の状況を教員独自

の目線で伝えることができたことも、多少なりとも生徒たちの学びをふくらませることができたと感

じている。 

  さらに第 2 部となる生徒交流会も、発表や質疑応答といった格式張ったものとなりがちなコロナ禍

における生徒交流において、自由かつ気軽に話ができる場を提示できたと考えている。 

 

 10 次年度以降に向けて 

本学としては、他校の生徒との交流という機会を貴重なものと捉え、今後も継続してきたいと考えて

いる。しかし、本学を含め、いくつかの学校において予算的な支援がなくなることなどもあり、今年

度よりもより継続に向けた環境は厳しくなると考えられる。また、新型コロナウイルスの影響によっ

て海外への渡航が難しい環境が継続している状況では、当初想定していた各校のカンボジアにおける

月　日 時刻 内　容

13:55 接続開始

14:00 全体会開会、幹事校校長挨拶、諸連絡

14:15 自校紹介、参加理由（各校１名ずつ）

14:45 オンライントークセッション

　ディスカッションテーマ提示後切断

15:30 自校内ディスカッション

15:55 再接続

16:00 ディスカッション内容の発表・共有

登壇者講評

16:45 全体会閉会、幹事校運営委員長挨拶、諸連絡

16:55 接続開始

17:00 生徒交流会開会、幹事校生徒挨拶

17:05 交流開始

　6つのトークルームを設定し、自由に交流

17:30 閉会

2022年1月8日（土）
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学びを共有するという目的も薄れつつある。現時点では、今後どのようになっていくかという予測は

難しいが、各校の担当者と引き続き連係をとり、協議を重ねていきたいと考えている。 
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Ｄ 「Glocal High School Meetings 2022（全国高等学校グローカル探究オンライン発表会）」へ協力校と

しての参加 

 1 目的 

  地域協働事業（グローカル型）指定校の高校生が日頃取り組んでいる「グローバルな視点をもって地

域課題の解決に挑む提言や実践」を日本語や英語で発表することにより、研究成果を発信・共有する

場を設け、ふだん直接交流する機会が少ない全国の高校生が一堂に会して新たな気付きを得たり、ネ

ットワークを構築したりして、今後のグローカル探究の深化や意欲の向上を図る。 

 

 2 主催  文部科学省指定グローカル型地域協働推進校探究成果発表委員会 

 

 3 共催  文部科学省 

 

 4 幹事校 名古屋石田学園星城中学校・高等学校 

 

3 協力校 九里学園高等学校、昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校、本学 

 

4 参加校 全国の地域協働事業（グローカル型）指定校・事業特例校・アソシエイト校 

 

5 日程および内容 オンライン発表会 2022 年 1 月 29 日（土） 

            9:45 接続開始 

         10:00 開会、大会委員長による開会挨拶 

         10:03 文部科学省代表挨拶 

         10:08 司会より本日の確認 

         10:10 ブレイクアウトセッション①自校取組紹介 

         10:22 日本語部門金賞受賞校の紹介 

         10:25 ブレイクアウトセッション②日本語部門金賞校発表と質疑応答 

11:48 英語部門金賞受賞校の紹介 

10:51 ブレイクアウトセッション③英語部門金賞校発表と質疑応答 

11:10 日本語部門文部科学省初等中等教育局長賞受賞校による発表 

11:25 英語部門文部科学省初等中等教育局長賞受賞校による発表 

11:40 審査委員長総評（一般社団法人 Glocal Academy 代表理事 岡本尚也様） 

         11:50 大会委員長による閉会挨拶 

 

6 本学参加生徒 

高校１年生 ８名（日本語部門発表６名、Ｃグループ日本語部門司会２名） 

高校２年生 ５名（英語部門発表３名、Ｃグループ英語部門司会２名） 
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7 発表用ＰＰＴ資料 

【日本語部門】 
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【英語部門】 
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8 成果 

本学は英語部門において銀賞、日本語部門において銅賞と、残念ながら金賞を受賞することはできな

かった。しかし、昨年度同様協力校として高校１年生２名、高校 2 年生２名がグループ内の司会を担当

したこともあり、参加生徒たちにとって有意義な時間となった。事後に実施したアンケートでは参加し

た 13 名の生徒のうち 12 名が「とても良い経験、学びとなった」と回答している。また、英語部門へ

の参加を通して、日本語部門に参加した高校 1 年生 8 名の全てが「英語を学ぶモチベーションが上が

った」と回答しており、自校の先輩や他校生の英語による発表が英語を学ぶことに対するモチベーショ

ンの向上に繋がっていることが確認できた。 

また、今年度は審査委員長である一般社団法人 Glocal Academy 代表理事岡本尚也様の講評が本学の

生徒たちに与えた影響の大きさを感じることができた。【何事においても、どうして自分がそれをやり

たいのかを考えることが大切だということを痛感しました】、【少し厳しいお話だと感じた部分もあっ

たが、お話をうかがって、自分も自分自身が解決に携わりたいと思う社会課題を見つけ、それに取り組

んでいきたいという思いを抱くことができました】などと、昨年度よりも参加生徒の今後の探究活動に

向けてのモチベーションの向上の機会となったことが確認できた。 
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Ⅲ コンソーシアム運営会議報告 

 

① 第 1 回コンソーシアム運営会議 

1 日時 

    2021 年 4 月 16 日（金） 17:30 ～  

 

2 形式 

    ビデオ通話アプリ「Google Meet」を用いたオンライン会議 

 

 ３ コンソーシアム構成団体出席者 

   和歌山県 文化学術課 主幹 長峯 宏明 様 

    和歌山市 和歌山市教育委員会 学校教育課 副課長 前田いさ 様 

    みなべ町 うめ課主幹 中野愛理 様 

    国立大学法人和歌山大学経済学部 副学長・経済学部教授 足立基浩 様 

    公立大学法人和歌山県立医科大学 地域医療支援センター センター長 上野雅巳 様 

    学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛大学 副学長 大山輝光 様 

    一般社団法人「女性と地域活性推進機構」 監事 牛窪篤子 様 

    国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長 宮本安津子 様 

    株式会社マイナビ 進路サポート 森田えり 様 

 

４ 内容 

  ⅰ 開会 

  ⅱ 挨拶   学校法人和歌山信愛女学院 理事長 

         和歌山信愛中学校高等学校  校長 森田登志子 

  ⅲ 出席者紹介および新規参入団体紹介 

     ※なお、株式会社マイナビ様は、新たに 2021 年度より本事業コンソーシアムに参入 

  ⅳ 協議 

     ・「リージョン探究」実施についての協議 

        今年度の課題の決定 

        課題提示、フィールドワークの日程決定 

        以降のプログラムの予定確認 

     ・「グローバル探究」実施についての協議 

        「自分で創るフィールドワーク」をオンライン形式へ変更することの承認 

        今年度の予定確認 

     ・「キャリア探究」実施についての確認 

        今年度の予定確認 

     ・その他 

        SGH ネットワーク指定の報告 

        海外研修の実施の有無について 

        今年度の会議形式の確認 ※原則オンライン開催 
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        次回の会議日程の確認 

  ⅴ 挨拶   和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

  ⅵ 閉会 

 

 

 

② 第２回コンソーシアム運営会議 

1 日時   

2021 年 10 月 18 日（金） 17:30 ～ 

      ※ ただし、第１回運営指導委員会と合同開催 

2 形式   

ビデオ通話アプリ「Google Meet」を用いたオンライン会議 

  ※ コンソーシアム構成団体代表と運営指導委員とが重複している場合は、代表で１名が参

加 

3 内容 

   Ⅳ－①「第 1 回運営指導委員会」の項目にて詳細を報告する 

 

 

 

③ 第３回コンソーシアム運営会議 

1 日時 

    2021 年 12 月 17 日（金） 17:30 ～ 

 

2 形式 

    ビデオ通話アプリ「Google Meet」を用いたオンライン会議 

 

 ３ コンソーシアム構成団体出席者 

   和歌山県 文化学術課 主幹 長峯 宏明 様 

    和歌山市 和歌山市教育委員会 学校教育課 副課長 前田いさ 様 

    みなべ町 うめ課主幹 中野愛理 様 

    国立大学法人和歌山大学経済学部 副学長・経済学部教授 足立基浩 様 

    公立大学法人和歌山県立医科大学 地域医療支援センター センター長 上野雅巳 様 

    学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛大学 副学長 大山輝光 様 

    一般社団法人「女性と地域活性推進機構」 監事 牛窪篤子 様 

    国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長 宮本安津子 様 

    株式会社マイナビ 進路サポート 森田えり 様 

 

４ 内容 

  ⅰ 開会 

  ⅱ 挨拶   学校法人和歌山信愛女学院 理事長 
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         和歌山信愛中学校高等学校  校長 森田登志子 

  ⅲ 出席者紹介 

ⅳ 進捗状況報告および協議 

    ・高校１年生「リージョン探究」の報告 

      経過報告 

      最終発表会について 

      事後学習について 

      発展的な活動への協力依頼 

    ・高校２年生「グローバル探究」の報告 

      経過報告 

      最終発表会について 

      事後学習について 

      発展的な活動への協力依頼 

    ・協議 

      今年度の各プログラムの改善すべき点について 

      コロナ禍における発表および質疑応答の方法について 

    ・その他 

      全国高校生フォーラムへの参加について 

      Glocal High School Meetings 2022 への参加について 

       ※HP より発表動画の視聴を依頼 

      合同カンボジア研修会（オンライン）の開催について 

      最終成果発表会の実施について 

      次回の会議日程の確認 

    ・協議 

      指定終了後の取り組みについて 

  ⅴ 挨拶   和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

  ⅵ 閉会 

 

 

 

④ 第４回コンソーシアム運営会議 

1 日時 

    2022 年３月 16 日（水） 17:30 ～  

 

2 形式 

    ビデオ通話アプリ「Google Meet」を用いたオンライン会議 

 

3 コンソーシアム構成団体出席者 

   和歌山県 文化学術課 主幹 長峯 宏明 様 

    和歌山市 和歌山市教育委員会 学校教育課 副課長 前田いさ 様 
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    みなべ町 うめ課主幹 中野愛理 様 

    国立大学法人和歌山大学経済学部 副学長・経済学部教授 足立基浩 様 

    公立大学法人和歌山県立医科大学 地域医療支援センター センター長 上野雅巳 様 

    学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛大学 副学長 大山輝光 様 

    一般社団法人「女性と地域活性推進機構」 代表理事 堀内智子 様 

    国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長 玉置登世子 様 

    株式会社マイナビ 進路サポート 森田えり 様 

 

4 内容 

  ⅰ 開会 

  ⅱ 挨拶   学校法人和歌山信愛女学院 理事長 

         和歌山信愛中学校高等学校  校長 森田登志子 

  ⅲ 出席者紹介 

  ⅳ 進捗状況報告および協議 

     ・各プログラムの進捗状況報告 

       高校１年生「グローバル探究」の進捗状況について 

         オンラインガイダンス、分野選択講義の実施 

       高校２年生「キャリア探究」の進捗状況について 

         オンラインガイダンスの実施 

         「未来の“私の”仕事を考える」（ナレッジキャピタル主催）への応募 

         「適性診断」（株式会社リクルート）の実施 

         オンライン特別講演の実施（講師：株式会社ポーラ代表取締役社長 及川美紀 様） 

     ・その他 

       全国高校生フォーラムの報告 

       Glocal High School Meetings 2022 の報告 

       最終成果発表会（オンライン・本校主催）の報告 

       教員によるカンボジア渡航の報告 

       合同カンボジア研修会（オンライン・本校主催）の報告 

       ハイブリッド型（動画×オンライン）カンボジア研修会の報告 

     ・協議 

       コロナ禍において実施した最終成果発表会について 

       ハイブリッド型カンボジア研修会におけるディスカッションの中で参加生徒が述べた

「他者の目を恐れ、チャレンジすることを躊躇する」という現状について 

     ・指定終了後の活動について 

       三菱みらい育成財団への応募を通して予算確保を目指す 

       本事業の経験を踏まえ、新コース「ｉコース」の立ち上げ 

     ・協議 

  ⅴ 挨拶   和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

  ⅵ 閉会 
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Ⅳ 運営指導委員会報告 

① 第 1 回運営指導委員会 

1 日時 

    2021 年 10 月 18 日（月） 17:30 ～ 

      ※第２回コンソーシアム運営会議と合同開催 

 

2 形式 

    ビデオ通話アプリ Zoom を用いたオンライン会議 

 

3 参加者 

和歌山県知事 仁坂𠮷伸 様（代理出席） 

    和歌山市教育委員会 教育長 富松淳 様（代理出席） 

     国立大学法人和歌山大学経済学部 学部長 藤永博 様（代理出席） 

     公立大学法人和歌山県立医科大学 理事長・学長 宮下和久 様（代理出席） 

     学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛大学 副学長 大山輝光 様 

     一般財団法人 Future Skills Project 研究会 事務局長  平山恭子 様 

学校法人産業能率大学 入試企画部企画課長  渡邊道子 様 

みなべ町 うめ課主幹 中野愛理 様 

     一般社団法人「女性と地域活性推進機構」 代表理事 堀内智子 様 

     国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長 玉置登世子 様 

（推進校）学校法人和歌山信愛女学院 理事長・和歌山信愛中学校高等学校 校長 森田登志子 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 教育改革推進事業運営委員長 大村寛之 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 教育改革推進事業運営委員の教諭 17 名 

 

4 内容 

  ⅰ 開会 

  ⅱ 挨拶 学校法人和歌山信愛女学院 理事長 

       和歌山信愛中学校高等学校  校長 森田登志子 

  ⅲ 各プログラムの進捗状況報告   教育改革推進事業運営委員長 大村寛之 

  ⅳ 指導および助言 

ａ 高校 1 年生対象「リージョン探究」について 

   ※本運営指導委員会は、「リージョン探究」中間発表終了後に開催されている 

  （委員より） 

コロナ禍での 2 年目の取り組みということで、オンライン環境を昨年度よりも上手く活用できて

いるという印象を受けた。生徒たちも自由に学外で活動できないという制約のある環境下で、コロナ

以前の取り組みに近づいてきた印象を受けている。現状を把握する力、課題の解決にむけて「人・も

の・金・情報発信」といった要素をしっかり押さえることができていたと感じている 

  （委員より） 

   オンラインでの発表会の運営は難しいものがあると思うが、質疑応答のぎこちなさが目立った。こ
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こについては改善を目指してほしい。 

 

（推進校より） 

   中間発表ということもあり、正直課題の認識、基本的な調査などにはまだまだ不満は残った。しか

し、これらを踏まえブラッシュアップした上で最終発表に臨んでいくことになるため、生徒たちの伸

びしろを十分発揮できるように、担当教員が一丸となってサポートしていきたい。 

   また、オンラインにおける発表形式については、私たちも改善の余地があると感じている。鋭意改

善を加えていきたいので、またご指導をいただきたい。 

 

ｂ 高校 2 年生対象「グローバル探究」について 

  （委員より） 

   当初、高校 1 年生は課題提示型の「リージョン探究」、高校２年生は分野のみを提示する、課題設

定型の「グローバル探究」と段階的にプログラムの難易度をあげていくというプログラム設定が非常

におもしろいと感じていたが、高校２年生における変化や成長は感じることができているか。 

   

  （推進校より） 

   「グローバル」という名称もあり、世界の課題に目を向けている生徒が多いなかで、高校１年の経

験を踏まえ、地域課題（和歌山における動物殺処分をゼロにするには、など）を選んでいる生徒も存

在している。他地域と比較しながら探究を進めるなどしており、グローバルとローカルを行き来する

ような探究活動に取り組んでいる生徒の姿も確認できている。 

 

  （委員より） 

   昨年度の「グローバル探究」で、課題設定の範囲という課題がでたことを記憶している。そこで、

SDGs をテーマとしていることもあり、「2030 年に実現可能であること」「持続可能な解決策である

こと」という２つの条件を加えることになったが、その辺りは今年度どのような影響が見られている

か。 

 

  （推進校より） 

   この辺りが生徒の中にどの程度落とし込むことができているかは現時点ではまだ確認できていな

い。しかし、この２つの条件を足したことで、生徒たちの探究活動が昨年度よりも具体的になってい

る印象を受けている。地域を限定したり、水のろ過装置を実際に制作しようとしてみたりなどの点が

これにあたると感じている。 

 

 （委員より） 

   私が関わっている大学２年生に対して「自分が関われる解決策であること」という条件をつけてみ

たが、これによって、学生は自分事と捉えるようになったと思う。そのようなことも考えてみてもよ

いのではないか。 

 

  （推進校より） 

   今後の運営の参考にさせていただきたい。 
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ｃ 高校３年生対象「キャリア探究」について 

   １名の生徒の発表動画の視聴 

   プログラム終了後のアンケート内容の報告 

（推進校より） 

 すでに 9 月の上旬で活動は終了している。「キャリア探究」のスタートであるナレッジイノベーシ

ョン主催「未来の“私”の仕事を考える」コンテストにおいて、最終選考 100 名の中の一人に本学生徒

が選ばれた。残念ながら表彰者 16 名の中には選ばれなかったが、3 年目にして少しずつこのプログ

ラムが浸透してきたことを感じることができた。 

 また、9 月の最終発表が東京オリンピックの余波とも言えるコロナウイルス感染第５波の影響を受

け、事前撮影の動画発表となってしまったことは、1 期生の最後の活動だっただけに心残りだった。 

 さらに、終了後のアンケートは配布した資料にまとめている。「Key Girl」の８つの資質に対して

は全体的に成長の実感を持たせることに成功しているように感じている。 

 

（委員より） 

 「探究活動は～、」「課題設定とは～、」という話をする機会は多いが、アンケートの中の感想にあ

るように「すばらしい解決策を考えるのではなく、自分事として関心を持って動いてみることが大切

なので、生徒がそれを感じ取れるようなプログラムとなっていることは評価できる」 

 

（委員より） 

 「キャリア探究」ではジェネリックスキルの測定を行っているはずだが、その状況と活用について

おしえてほしい。 

 

（推進校より） 

 ジェネリックスキルについては 5 月に模擬試験のような形で受験した。客観的な形で自分でも気

づいていないような個人の特性を明らかにしてくれるというのはとてもおもしろいツールであるが、

生徒たちからは、受験生としてある程度志望が固まった段階でこのようなことを言われても困ると

いう意見も届いている。しかし、プログラムの展開を考えるとこのタイミングでの実施が最適かと思

われるため、なかなか対応が難しい。 

 

（委員より） 

 高校３年生の「キャリア探究」の発表動画は興味深く見させていただいた。「ミッション」を設定

し、そのミッションを実現するためのキャリアを探究するという活動だったと理解しているが、「街

なかに緑を増やす」ことをミッションとし、そのために環境デザイナーとして活動したいという流れ

の中で、大学時代の過ごし方や卒業後に造園士として修業する期間を設けるなど個性的な発表だっ

たと思う。ただし、なぜ「街なかに緑を増やしたいのか」「増やす必要があるのか」については語ら

れていなかったため、その辺りの改善が必要であると感じたし、人生を見通すという視点にも欠けて

いたように思う。 

   

  （推進校より） 

   「キャリア探究」の指導にあたる各クラス担任の中に、どうしても進学意欲に繋げたいという思い
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があり、職業がゴールとなってしまうケースが目立った。なお、興味・関心の動機付けをしっかりと

説明することは大切であると思うため、その辺りは改善していきたい。 

 

（委員より） 

 アンケートの結果は興味深く見させていただいた。生徒たちは高い割合で成長を実感できており、

ここまでの努力が成果として実を結んでいることが伺える。なお、このアンケート結果は生徒と共有

しているのか。 

 

（推進校より） 

生徒とは共有していない。これまで生徒と共有するということを考えていなかった。ただし、学校

のＨＰには公開している。 

 

（委員より） 

私の経験ではアンケートの内容を公開することで、他の生徒はこのようなことを書いているとか、

こんなに多くのことを書いているという「気づき」につながるように思う。また、それがさらに活

発に意見を出すきっかけになると思う。 

   

（推進校より） 

   高校３年生ではなく、高校２年生以下には、ルーブリック評価表を用いて他者を適切に評価したか

というアンケートを実施している。これなどは公開することで、より適切な評価を行うことが当たり

前という風潮につなげることができるのではないかと思う。意図的なアンケートの公開については

前向きに考えてみたい。 

 

  ｄ With コロナの時代における口頭発表について 

  （推進校より） 

昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大を避けるために、口頭発表を中止するという形での対応

しかできなかったことを反省しており、何とかして口頭発表、そして質疑応答ができないかを考えて

いる。次回の運営指導委員会が行われる 2 月 14 日には和歌山城ホールという和歌山市に新しいくで

きた施設で最終成果発表会の実施を計画している。発表者と聴衆との間には距離を確保することが

できると考えているので、ぜひ楽しみにしていただきたい。 

また、全員参加の各プログラムの最終発表会は学内で実施するが、オンラインを用いた口頭発表を

考えている。 

 

  （委員より） 

   ぜひ、工夫をしながら取り組んでほしい。期待している。 

 

  ⅴ 次回会議の予定 

  ⅵ 挨拶  和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡 智 

  ⅶ 閉会 
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② 第 2 回運営指導委員会 

1 日時 

    2022 年 2 月 14 日（月） 17:30 ～ 

 

2 形式 

    ビデオ通話アプリ Google Meet を用いたオンライン会議 

      ※ なお、当初は最終成果発表会後に対面型で実施予定であったが、オミクロン株の感染拡

大によるまん延防止等重点措置によりオンライン発表会に変更することとなったため、

こちらもオンライン会議に変更することとなった 

 

3 参加者 

和歌山県知事 仁坂𠮷伸 様（代理出席） 

    和歌山市教育委員会 教育長 富松淳 様（代理出席） 

     国立大学法人和歌山大学経済学部 学部長 藤永博 様（代理出席） 

     公立大学法人和歌山県立医科大学 理事長・学長 宮下和久 様（代理出席） 

     学校法人和歌山信愛女学院和歌山信愛大学 副学長 大山輝光 様 

     一般財団法人 Future Skills Project 研究会 事務局長  平山恭子 様 

学校法人産業能率大学 入試企画部企画課長  渡邊道子 様 

みなべ町 うめ課主幹 中野愛理 様 

     一般社団法人「女性と地域活性推進機構」 代表理事 堀内智子 様 

     国際ソロプチミスト和歌山紀ノ川 会長 玉置登世子 様 

（推進校）学校法人和歌山信愛女学院 理事長・和歌山信愛中学校高等学校 校長 森田登志子 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 教育改革推進事業運営委員長 大村寛之 

（推進校）和歌山信愛中学校高等学校 教育改革推進事業運営委員の教諭 17 名 

 

4 内容 

  ⅰ 開会 

  ⅱ 挨拶 学校法人和歌山信愛女学院 理事長 

       和歌山信愛中学校高等学校  校長 森田登志子 

  ⅲ 進捗状況報告  教育改革推進事業運営委員長 大村寛之 

  ⅳ 指導および助言 

  ａ 最終成果発表会について 

  （委員より） 

・ 本来であれば、和歌山城ホールで市民の皆様も含め、多くの方に直接見ていただきたいと思う内

容だった。GIGA スクール構想で和歌山市内の各学校が ICT 環境を有効に活用できていない中、信

愛はうまく活用することができていたと思う。 

また、私自身は３学年の発表を初めて見させてもらったが、地域の課題に取り組んだ高校１年生

の視点が、2 年生の「グローバル探究」で大きく広がり、高校 3 年生の「キャリア探究」で再び自

分のところへ深いレベルで戻ってきていることが確認できた。ストーリー性のある取り組みだと思
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う。市内に大学が増えたとはいえ、それでも県外進学者は多い。行政に関わるものとしては、和歌

山の各校でこのような地元への愛着を育む教育を実践してほしいと感じた。 

 

  ・ 地域のために生徒がいるのではなく、生徒の学びのために地域がある。こういう活動を今後も地

域に広げていくことが大切だと感じた。 

 

  ・ 今回はオンライン開催となってしまったので仕方ない部分も大きいが、地域に暮らす人たちにも

非常によい勉強になると思う。もっと地域の人たちにこの活動を知ってもらいたい。これを続ける

ことで、必ず地域は良くなっていくと確信した。 

 

  ・ 課題をあげるならば、基本的に「提言」で終わっていることだと思う。今や高校生でもどんどん

起業するような時代。法人や団体を作り、地域とのパイプとなって活動することで、生徒たちの学

びはどんどん加速すると感じた。 

 

  （推進校より） 

多くの好意的なご意見に感謝したい。皆様にそのように思っていただけることで、今後もこの活

動を続けていかなければならないと感じた。なお、「アクション」の重要性は課題として捉えてい

る。しかし、日常の学校生活を考えた時、生徒たちに許された時間はわずかしかない。スーパー高

校生を育成するためにこの取り組みがあるとは考えていないため、「アクション」については、今

後も課題として改善していきたい。 

   

  ｂ 今後の運営について 

  （委員より） 

  ・ 生徒が情熱を注ぎ、先生方がそれを支えるというこの３年間のダイナミックな教育には感動して

いる。ただし、中心となる先生方の負担については気になるところである。多くの先生が携われる

ようにマニュアル化することや、取り組む意欲を高めてもらうためにもインセンティブなどを上手

く活用してほしい。 

 

  ・ 私も同様のことを考えていた。このような会議一つとっても、オンライン会議の設定、参加者へ

の連絡、資料の作成などただ会議を開くだけという訳にはいかず、それは教員としての本来の業務

からははみ出したものである。個人の奉仕の精神によって成立しているという状況は危ういのでは

ないか。 

 

  （推進校より） 

    現時点ではあまり制度化されていないため、そのようなことも考えていく必要はあると思う。た

だし、システム化が進むときれいに運営はされていても「熱」が入らないのではないかという部

分を危惧してしまう。インセンティブなどはないが、「自分で自分を育てる」という観点からも生

徒に伝わる部分があるのではないかと感じている。ただし、それに頼りすぎるのが危険であると

いう意見も十分に理解できる。 
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  ｃ 今後の運営について 

  （委員より） 

   以下の４つのことをお伝えしておくので、今後の運営に役立ててもらいたい 

    ①「いい発表には必ずどこかに『リアル』が含まれる」 

 なお、これを目指すことで生徒が自分たちで動けるようになるため、先生方のお膳立ての必要

性がなくなる。 

②「関わった大人を、生徒自身が成果発表会に招待する」 

 生徒たちが地域を巻き込んでいるという実感を持ちやすく、先生方の負担も減らすことがで

きる。 

③「『SNS で解決』を越えたところからのスタートを」 

 高校生の探究では必ずと言っていいほど見かける SNS を用いた解決策。しかし、Facebook や

instagram でそんなに簡単に認知度はあがらない。最初の段階でそれはダメだと言ってもいい

かもしれない。 

④「先輩を上手く活用する」 

 最終成果発表会では効果的な卒業生の使い方ができていたが、このような仕掛けをもっと使

っていくとよい。１つ上の学年の生徒に指導させてみるのも一つの方法。先生方の負担減にも

つながっていく。 

   今後の先生方の奮闘を期待している。 

 

  （推進校より） 

  ・ 本日の最終成果発表会で卒業生の話を届けてみたため、先輩の影響の大きさというものは実感し

ている。先輩が指導するというのは、その先輩自身も探究活動を行っているため、なかなか難しい

かもしれないが、上手に活用してみたいと思う。 

  ・ 今年度で本事業は終了となる。次年度からは全国の高等学校で「総合的な探究の時間」の授業が

開講されることになる。そのため、文部科学省は次のステージとして高等学校の普通科改革を考えて

いる。その一環として、新学科の設置を考えている学校に対して補助金を出すという事業の公募がか

かっているため、その申請も視野に含んで活動していきたいと考えている。運営指導委員の先生方に

は今後もご支援、ご協力をいただきたく思っている。 

 

  ・ 私たちの活動は、このように先生方にも評価していただけるものにも関わらず、世間にはその良

さが伝わっていない。私たちの学校は私立学校なので、経営や生徒募集の問題がある。良いことをや

っているのに、現時点では生徒募集にはつながっていない。成績や偏差値の向上、進路実績などとは

異なり、数値化されない探究活動の良さを外部に伝えるという探究を我々教員が今後も行っていか

なければならないと考えている。 

 

 ⅴ 挨拶   和歌山信愛中学校高等学校 副校長 紙岡智 

  ⅵ 閉会 
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Ⅴ 次年度以降の活動について 

 

① 各プログラムについて 

本事業を通して「リージョン探究」を３回、「グローバル探究」をプレ実施も含めて 3 回、「キャリア

探究」をプレ実施も含めて 2 回、それぞれ運営してきた。「リージョン探究」と「グローバル探究」の

活動を通して、自ら調べ考えるだけでなく、他者の探究成果を聞くことで多くの内容をインプットし、

「キャリア探究」を通して自らの「ミッション（使命）」を設定し、主体的な進路選択へとつながるプロ

グラムはストーリー性があると学内でも評価されており、次年度以降大きく変更する予定はない。 

 

② 継続することのメリット 

 ⅰ 生徒 

すでに各開発単位の項目でも報告した通り、本事業に取り組み、様々な経験を積むことによって、生

徒たちの「Key Girl」を構成する８つの資質に対する成長実感値はかなり高い。 

また、あくまでも主観的な視点ではあるが、かつては大人しく言われたことに対して黙々と取り組む

雰囲気の生徒が多かった本学が、探究学習に取り組むようになったことで、積極的、主体的に行動する

ことができるようになり、「自ら考え、行動する」という空気が生まれつつあるのを感じる。 

新たな社会として提示されている「Society5.0」で求められる能力を考えても、この学びを継続する

意味はあると考える。 

 

 ⅱ 地域 

  本事業申請前から地域の課題に取り組むという活動は行っていたが、本学が地道に課題探究型学習

を続けたことで、地域の学校から最終成果発表会への参加申し込みが届くなどわずかではあるが地域

の空気が変わっているのを感じている。 

  しかし、次年度から新しい学習指導要領の中で各校が工夫を凝らしながら実践する「総合的な探究の

時間」の運営については、まだまだ各校及び腰な状況であるようだ。県南部の公立高校に探究型学習を

導入した新学科を設立する動きはあるが、それは少子化、過疎化によって県立高等学校の全日制が 0.89

倍、定時制に至っては 0.36 倍という出願倍率を何とかしたいと全国から生徒を募集する試みの一環で

あり、現時点では何の実績もない。 

そのため、今年度で９年という長きに渡って探究学習の導入に向けて試行錯誤してきた本学の歩み

および生徒の成長、そして、地域の未来を視野に含んだ主体的進路選択という成果を今後も地域に発信

していく価値は十二分にあると考える。 

 

③ 直面する課題 

  ３年におよぶ本事業を総括するにあたって、最も課題として受け止められたのが生徒および教員の

負担である。これについては以下にその状況を述べるとともに、今後の運営において何らかの対策を

しなければならないと考えている。 

 

 ⅰ 生徒 

  日々の学習を通して大きく成長する生徒、クラブ活動を通して大きく成長する生徒がいるように

探究学習を通して大きく成長する生徒がいることは確認できた。しかし、生徒たちが興味をもって
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探究活動に取り組もうとするほど、「スーパー高校生」といった優秀な生徒でない限り、何かを犠牲

にしないと成立しないという状況が起こってしまう。社会で直面する答えが一つとは限らない課題

に取り組む探究学習は、大学や社会との接続を考えた時に高校の中に存在すべき学びであると感じ

ているが、日常の学習、クラブ活動と並行して行うにはあまりにも負担が多すぎる。本事業におい

ては「総合的な探究の時間」を１単位増やし週２単位で実施をしたが、情熱をもって取り組んだ生

徒たちにとって、週 2 単位相応の負担を大きく越えたものとなった。グループのメンバーが集まる

時間の確保だけでなく、地域の方など学外との交渉も必要となるため、必然的に正課以外の時間を

使うこととなり、生徒たちの負担は非常に大きい。大学入試においては、特に難関国公立大学にな

るほど、いわゆる 5 教科の学力が必要となる。現状の５教科の能力を維持しつつ、その上に探究活

動も行わなければならないという現状では、「探究」が持続可能なものとはならず、スーパー高校生

のような余裕のある生徒のみが学習とクラブ活動と探究活動を両立でき、まずまず高学力の生徒は

学習中心、中下位層の生徒は探究学習やクラブ活動を行うといった生徒のキャパシティーに応じた

分断が起こっていくのではないかと危惧する。そして、それは高大接続にとってもマイナスなので

はないかと考える。 

 

  ⅱ 教員 

   生徒同様、各教員も自らの担当教科の授業、校務分掌、クラブ顧問などの業務に加え、探究学習が

新たな業務として加わった。そのため、個々の教員によってはキャパシティーの限界を迎える可能性

を秘めている。本学は高校に在籍する全ての教員が探究学習の運営に関わることで各教員の負担を

なるべく少なくするように配慮したが、その反面、本事業の適切な運営を考えると、多くの教員で平

等に分担するというわけにはいかず、中心となる特定の教員に膨大な負荷がかかるということは避

けることができなかった。今年度から全国の高等学校で、それぞれの学校独自のプログラムが実施さ

れなければならない訳だが、そこに温度差が生じているのはこのような持続可能な運営体制をとる

ことができないことも一つの要因であると考える。生徒同様、「スーパー教員」に頼らなければなら

ないようであれば、「総合的な探究の時間」が高等学校のなかで本当の意味で根付くことはないであ

ろうと考える。 

 

④ 予算の確保について 

 ⅰ 学内の状況 

  指定３か年のうち、2 年は新型コロナウイルスの影響で本来計画していた事業の半分程度しか実行に

移すことができなかった。そのため、次年度以降自走していくにあたっての経験が不足している面は

否めない。また、初年度実施した東京でのインターンシップを兼ねた「自分で創るフィールドワーク」

や、「自らの当たり前は世界の当たり前ではない」という厳しい現実と向き合う「カンボジア研修」な

ど「非日常」がもたらす衝撃は、参加生徒を大きく成長させた。しかし、これらの活動を実施するに

はまとまった金額の予算が必要となる。 

  奇しくも、新型コロナウイルスの影響もあり、ICT 環境の充実は学校、家庭ともに必須となり、学内

の学びの中にもそれを導入しなければならなくなった。本学は私立学校であるため、ICT 機器の購入

などで家庭からの支出は増えている。しかし、同時に収入が減少している家庭も少なくなく、これ以

上安易に家庭からの支出を増やすわけにはいかない。 

  さらに、これまで長きに渡って優秀な人材を大都市圏に輩出し続けてきたツケとして、和歌山県内の
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人口減少・少子化はおそろしいスピードで加速している。現在、同じ和歌山県の私立学校である南稜

高等学校が教員給与の遅配をきっかけに大きな騒動へと発展しているが、確認することができた最も

古い資料によると平成 24 年度の和歌山県内の中学３年生の女子（※本学は女子校であるため）が 4,931

人、そして最も新しい資料によると令和４年度の和歌山県内の中学３年生の女子が 3,813 人と 2 割強

の減少となっており、本学も入学定員の充足が年々難しくなっている。 

  このような状況下では、柔軟な学内予算の編成を行うことはできず、当初の目標であった本事業の自

走は非常に難しい状況である。 

 

 ⅱ 三菱みらい育成財団「高等学校などが学校現場で実施する心のエンジンを駆動させるプログラム」

への申請 

  前述のように自校予算のみでは、これまでと同様の探究学習を実施する費用を捻出することはでき

ないと考え、予算確保のために上記の探究学習に対する助成事業への応募を行うこととした。現時点で

は採択結果は発表されていないものの、現在書類審査を通過し、面接審査にまで進んでいる。 

 

⑤ まとめ 

 このように本事業には、生徒たちに対して、どのように変化していくのか、その予測の難しい社会に対

応していくために、「答えが一つとは限らない課題」に挑戦しながら、常に「最善の解」を模索し、それ

を行動に移すというこれからの社会を生きていくための基本的な資質を向上させる効果があることを確

認することができた。 

しかし、生徒に衝撃を与えるような本物の体験とともに、形だけの活動ではなく、一人ひとりの生徒が

情熱を傾けて探究活動に取り組むように運営していくためには、「制度設計」、「運営資金」、「人的資源」

が不可欠であるという現実もまた浮き彫りとなっている。今後本プログラムを継続実施していくために、

学校や我々教員も「探究」していく姿勢は不可欠であるが、今後、日本の教育の中に「探究」の定着を目

指すのであれば、文部科学省が舵取り役となって「探究」してくださることを強く期待する。なお、その

ために本学の経験などが役に立つのであれば、喜んで協力させていただく次第である。 
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